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　　　一、やめましょう　なりゆきまかせの仕事受け









　店内は、すでに戦場と化していた。

　──言っとくけど、決してあたしのせいじゃない。

　殴なぐるわ蹴けるわ噛かみつくわ、阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごく絵え図ず。

　ひっくり返るテーブルに、皿ごと飛んでく料理の数かず々かず。

　……ああ、もったいない……

　アトラス・シティの小さなメシ屋。味は決して悪くはないが、客のガラはとことん悪い。（ああ、言い切っちゃった……）

　傭よう兵へい、ちんぴら、ならず者、そういったたぐいの連れん中ちゆうが自し然ぜんと集まってくる。そんな店である。そのまっただ中で起こった乱らん闘とう騒さわぎ、拡ひろがりこそすれ、収まる気け配はいはカケラほどにも見えはしない。

　……あ、また一人ぶっ倒れた。

　──と、勘かんちがいされると困るので一応言っておくが、あたしは傭兵でも、ましてやちんぴら、ならず者のたぐいでもない。

　うまいと評ひよう判ばんの店に行き、たまたま乱闘騒ぎが起きたからと言って、わざわざそんなごたごたにつきあういわれは全まつたく無い。

　そもそもあたしは平和主義者なのだ。

　てなことで、とりあえず隅すみのほうにあるテーブルの下にしゃがみこみ、トリさんの肉なんぞをかじりながら、混こん戦せんの模も様ようを眺ながめているわけである。

　原因は──まあ、ごくささいなことなのだが──




「よお、一人かい？　嬢じようちゃん」

　男が言い寄ってきたのは、カウンターにかけたあたしが、ヌードル・セットの四杯目をちょうど平たいらげた、その時のことだった。

　赤毛の、そうハンサムではないが、愛あい敬きようのある顔立ちである。

　得え物ものは背に負ったバスタード・ソード、服装は荒あら編あみの貫かん頭とう衣い、ズボン、ブーツにレザー・アーマー。

　傭兵としてはまあ、ありきたりのものである。

　あたしはちらり、と男に目をやっただけで、再び視し線せんを空になった食器に移す。

「連つれがいるわ。──あ、次チキンソテー・セットちょうだい」

　そっけなく答え、店のおやじさんに追加の注文をする。

　男は口くち笛ぶえを一つ鳴らし、ちっちっちっ、と指を振ふる。本人はキメポーズのつもりなのだろうが。

「情つれねぇなぁ──けどよ、あんたみたいなかわいい娘こをほったらかしにするような奴やつぁかまわねえでさ……ん？」

　馴なれ々なれしく、肩かたに手なんぞを置いてくる。

　かわいい娘、というところには何の異い存ぞんもないが、そう言われるたびにいちいちつき合ってたんじゃあ、体がいくつあっても足りはしない。

「名前は何てぇんだ？」

「…………」

「おれはランツってぇんだ」

「…………」

「──何とか言えよ……」

　さわわわっ。

　おしりのあたりに変な感かん触しよく。

　さわられたっ！

　思うより早く、手の方が動いていた。

　カウンターの手近にあった、空のトレイをひっ掴つかんでふり下ろす。

　ぱかん！　と、軽かるい音がする。

　──と思いきや──




　げしっ！




　なかなか元気な音がする。

　──あ、角かどがあたった。

　正せい当とう防ぼう衛えいよっ！　これはっ！

　……たぶん……

「ろげおぅおおわっ！」

　おーげさな悲ひ鳴めいを上げながら、おーげさにのけぞるランツ。

　そのまま近くのテーブルに、まともに彼は倒たおれ込む。

　テーブルには、先客がいた。

「てめえっ！　何しやがるっ！」

　一人がランツを突つき飛ばし、突き飛ばされた彼は、別のテーブルへと倒れ込こむ。

　むろんそこでも騒さわぎが起こる。

　かくて──

　なしくずしの大おお喧げん嘩かがはじまった。




　──ほらね、こうしみじみと考えてみると、やっぱし悪いのはあのにーちゃんであり、あくまでもあたしは被ひ害がい者しやなのだ。うむ。

「おいこらリナ。張ちよう本ほん人にんがこんなところで何をやっとるんだ」

　とーとつに横手からかけられた声にあたしは振ふり向いた。

　黒の胸ブレス甲ト・プ冑レートと長剣を身に付けた金きん髪ぱつのハンサム・ボーイがちょこん、とテーブルの横にしゃがみこみ、しげしげとあたしを眺ながめている。

　最近ひょんなことから知りあった旅の連れで、名をガウリイと言う。

「誰だれが張本人よ」

　さかなの揚あげ物をかじりながら言うと、彼はあたしが皿にキープしておいた骨つき肉に手をのばし、口に運ぶ。

「お前さんだよ。にーちゃんの頭をトレイの角かどではり倒したの、忘れたわけでもないだろう」

「見てたの!?」

「トイレから出たら、ちょうどそのシーンだった」

「あたしは被ひ害がい者しやよっ！　あいつ、あたしにコナかけてきて、あげくにおしりまでさわったのよっ！　おしりまでっ！　しかもタダでっ！」

「……じゃあ、料金を払えばさわってもいいのか？」

「そーいう問題じゃないでしょうがっ！」

「お前……自分で何を言ってるのか、わかってねーだろ……」

「当り前よっ！」

　彼はこめかみを押さえた。

「いや──しかし、あと少しがまんしてりゃあよかったんだ。そうすりゃあオレが代わりに、もっと穏おん便びんにはり倒してやったのに」

　あたしは彼をにらみつけた。

「世の中には、我が慢まんできることとできないこととがあるのよ。たとえ一秒たりとてね！

　──あなたには、変なにーちゃんにおしりさわられた経けい験けんがないから、そんなこと言えるのよ！」

「まあ……確かにそーいう経験はないが……」

　困った表情で頭を掻かく彼。

「しかし、この状じよう況きようを何とかしようとは思わんのか？」

　ガウリイは、なおもエスカレートしつつある大だい混こん戦せんの模も様ようを眺めて言った。

「……あたしが出ていって、ことが収まると思う？」

　無む論ろん、あたしが出ていって火フア炎イヤー・球ボールの一発もぶちかませば、確かにみんなおとなしくはなるだろうが……そのテはちょっぴり問題がある。あたしはおたずね者なんぞになりたくはない。

「いや、よけい騒ぎが大きくなりそうな気がする」

「なら、ここでおとなしくしてるしかないでしょ」

「ううむ……」

　ガウリイは言葉につまる。

「まあしかし、確かにあなたの言う通り、このドタバタ騒ぎには早いとこなんとか収まってもらわないことにはね──と、そうだ！」

　あたしはびしっ！　と指を一本立てる。

「こーゆーのはどうかしら。あたしがいきなり悲ひ鳴めいを上げてぶっ倒れる。で、抜いた剣を片手にぶら下げたあなたが、そのそばに立って、『ふっ、たあいもない……』とか何とか言うのよ。絶対ほかのみんな、乱らん闘とうなんてやめて見物するわよ」

　あたしのアイデアに、彼はロコツに顔をしかめる。

「お前……それ、そのあとどうやってフォローする気だ……？」

「それはまあ……なんとか……」

「なんとか、じゃないっ！　へたすりゃオレはお尋ねもんになっちまうじゃねーかっ！」

「まー、長い人生、たまにはそーいうこともあるかもしれないわね……」

「あってたまるかっ！　そんなもんっ！」

「わがままなひとねぇ……んー、それじゃあ……」

　あたしが次の意見を口にしようとしたその時──

　一いち陣じんの風が、店の中にふき込んできた。

　波が退ひくかのように騒さわぎが静まってゆく。

　低いざわめきが、喧けん騒そうにとってかわる。

「──ほう」

　立ち上がり、戸口の方に目をやったガウリイが、低い感かん嘆たんの声を漏もらす。

　ついついつられて立ち上がり、彼のかげから、ひょい、と戸口を覗のぞき見るあたし。

　そこに、一人の男が立っていた。




　闇やみを身に纏まとったかのような男だった。

　黒く長い髪かみ。材質のよくわからない黒の貫かん頭とう衣い。口元を覆おおうマフラーに、背中に負った、見み慣なれぬ形の片かた刃はの長剣。

　年の頃ころはガウリイとそう変わりはなく、二十歳を少し出たところ、といったふうか。が、男は彼の持つ捕とらえどころのないような雰ふん囲い気きのかわりに、うすら寒くなるほどの鬼き気きをひきずっていた。

　店の客たちがいきなり静かになったのも、その殺さつ気きに気け圧おされてのことである。

　一目でわかる。かなりの使い手だ。

　ガウリイに、思わず感嘆の声を上げさせるほどの。

　──とどのつまりは、ハンサムではあるが、できるだけおつき合いしたくないタイプの人間、ということである。

「ボディ・ガードを探している」

　想そう像ぞうしていた通りの声で男は言った。冷たく澄すんだ、何かにたとえるなら、そう、鋭するどすぎる刃物のような声──

「金の欲しい奴やつ、腕うでに自信のある奴は名乗り出ろ。スポンサーはミスター・タリム。悪い話ではない」

　単たん刀とう直ちよく入にゆうにものを言う。愛あい想そうはないが、わかりやすいことは確かである。

　が、店の中は、風の途と絶だえた砂さ漠ばくみたいに静まり返っている。

　ここ、アトラス・シティでは、今現在、ちょいとした事件が起こっていた。

　この街にある魔ま道どう士し協会の評ひよう議ぎ長ちよう、『白のハルシフォム』が失しつ踪そうしたのが、今から半年ほど前のこと。

　以来、空席となったその座をめぐり、二人の副評議長──『紫むらさきのタリム』と『青のデイミア』とが、抗争を繰くり広げているらしいのだが──

　どうやら男は、そのタリムの方のスカウトマンらしい。

　無む論ろんこのあたし、権けん力りよく闘とう争そうの道具になんぞなってやるつもりはさらさらない。が──

「話を聞きましょうか」

　言ってあたしは立ち上がる。

「あーっ、てめぇっ、こ……」

　上げかけた声を中断したのは、最初にあたしのおしりを触さわった、悪あく虐ぎやく非ひ道どうのランツ君である。あのあともさんざんあちこちでどつき倒されたらしく、ご面めん相そうは見るも無む残ざんに変わり果てている。

　まあまあ、かわいそーに。（うぷぷっ）

　彼の声を中断させたのは、男の一いち瞥べつだった。

「ここで何をしている」

　男が言う。どうやらランツと知りあいらしい。……トモダチは選べよ……お互い……

「ロ……ロッドさん……」

　口ごもるランツ。

「いえ……タリムの旦だん那なから、ちょいと遣つかいをたのまれましてね、それで……」

「用がすんだら戻もどれ」

　ミもフタもなく言い放つと、それきり彼には目もくれず、あたしのところにやって来る。

　黒いまなざしが、あたしの瞳ひとみを正面から見み据すえる。ひやり、としたものがあたしの背中を駆かけ抜けた。

「魔ま道どう士しか」

　ポツリ、と言葉を唇くちびるに乗せる。

　あたしの服装は、この街まちで新しくあつらえた、ミルク色の貫かん頭とう衣いの上に羽は織おった紺こんのローブに同色のズボン。黒のバンダナ、腰こしの剣、そして、大おお亀がめの甲こう羅らをけずり出したショルダー・ガードから伸びる、まっ黒いマント。要よう所しよ要所に埋うめ込こまれた宝ジユ石エルズの・護アミユ符レツト。

　完かん璧ぺきに、魔道士以外のなにものにも見えないスタイルである。



















　──まあかつて、たった一度だけ、『魚屋かウエイトレスかと思った』などと阿あ呆ほなことを言った奴やつがいたけど……

「いい目だ。名は？」

「尋きく方から名乗るもんよ」

　相手の名前を知りつつも、あたしはしゃあしゃあと言った。

　もちろん内心はひやひやもんである。いつ切りかかってきてもおかしくない空気を持った男である。

　しかし、ここで相手の気に呑のまれてはいけない。

「ロッドだ」

　男は思ったよりあっさりと答えた。あたしはこっそり息を吐はく。

　……疲れる奴……

「リナよ」

「ほう……」

　彼は小さく感かん嘆たんの声を上げる。

「お前があの、か。噂うわさには聞いたことがある」

　……どーせ悪い噂でしょーが。盗ロバー賊ズ・殺キラーしだの、破は壊かいの帝てい王おうだのと……

「いいだろう。ついて来い」

　言ってロッドは背を向ける。

　ま、とりあえず……

「さて──じゃあ行こか、ガウリイ」

「……あ、やっぱりオレも？」

　答えて彼が無む造ぞう作さにその場に立ち上がる。

　そのとたん──

　ロッドが跳とんだ！

　間合いを取り、長剣の柄つかに手がかかる。

　抜く。

　──誰だれもがそう思った。

　次の瞬しゆん間かんくり広げられる、血に彩いろどられた剣けん戟げきを、その場のみんなが予よ想そうした。

　たった一人──

　ガウリイを除のぞいて。

　事じ態たいを理解していないのか、あるいはわざとボケてるのか──ロッドが構かまえると同時に、彼はひょいっ、としゃがみ込んだ。

　あたしが料理をキープしておいた例の皿から、肉の包み焼きを一切れつまみ上げ、ぱくりと口にほうり込む。

　みなぎるロッドの殺さつ気きが霧む散さんしていく。──と言っても、それでなお、並なみの剣士よりははるかに強きよう烈れつだが。

「かなり使えるな、貴様」

「いや──まあ、並よりは上だって自覚はあるけどな」

　ロッドの言葉に、いともあっさり答えるガウリイ。

　こう見えてもこのガウリイ君、知識と常識と知能と認にん識しき力りよくは皆かい無むだが、剣のウデだけは超ちよう一流。かくいうあたしも、剣は並の戦士以上に使えるが、それでも、とても彼の技わざに敵かなうものではない。

　ロッドは一目で、彼のその技ぎ量りようを見抜いたのだ。

「一度──手合わせしてみたい」

「仕事の話が先だろ？」

　ガウリイは軽く受け流す。

「そうそう。切ったはったは仕事の後でもできるしね」

　あたしは言う。

「……物ぶつ騒そうなフォローをするんじゃない」

　彼はあたしの頭をつん、とつついた。




　ここ──アトラス・シティ。

　リトハーン公のヴァイル城を望むこの街まちは、交通の要よう所しよとして栄える城じよう下か町まちである。

　昼ともなれば、通りには露ろ店てんと屋や台たいが所ところ狭せましと店を並べ、人はやたらと多いわ喧けん嘩かは起こるわ、すり・かっぱらいは連発するわ、それをつかまえてみんなでしばき倒すわと、なかなかに楽しい街である。

　しかしこの時刻になってくると、波が退ひくかのように、街はざわめきを失う。

　荷物を早々にたたみはじめる露店の商人たち。

　きれいな髪かみ飾かざりを誇らしげに挿さし、軽い足取りで家いえ路じにつく少女──

　街を見下ろす丘に立つ、あかねの色に染そまる城は、さながら一枚の大きな絵。

　一行は、城のほうへと向かっていた。

　大きな建物が目立って増えてくる。ここも城下町の例にもれず、城に近づくほど、公こう共きよう施し設せつが増え、住人の地位、生活レベルも上がっていく。

　魔ま道どう士し協会の建物は、城の間ま近ぢかにあった。

　こういった大きな街ならば、たいてい教会や魔道士協会、戦士のあっせん所などがあり、行政に対してそれなりの発言力を持っているものだが……

　ここの魔道士協会は、白セ魔イ術ル都ー市ンの僧プリー侶スト連れん盟めいほどではないにしろ、かなりの発言力を有しているそうである。──時として、領りよう主しゆのリトハーン公すら凌しのぐほどの。

　確かに、それの評ひよう議ぎ長ちようともなれば、その座を巡めぐって抗こう争そうが起こっても、おかしくないほどの権けん力りよくはあるが──

　本来、『真しん理りの探たん究きゆう者しや』たるべき魔道士が、権力争いにうつつをぬかしているなんぞというのは、同じ魔道士として、ちょっと許せないものがある。

　──まあ、あたしが真理の探究とやらをやってるかどうかは置いとくとして。

　街ははや、夕ゆう闇やみに染まりつつあった。

　リトハーン公お抱かかえの魔道士たちが、街がい灯とうに『明ライテりイング』の呪じゆ文もんをかけて回る。

　……うーむ、しかしそうすると、あのメシ屋には昼をかなりまわってから入ったとはいえ、ごはんと乱らん闘とうだけでおよそ半日が終わってしまった計算になるわけである。

　あんまし実りのある一日とは言えないなァ……

「……しかしリナよ……」

　ガウリイがつぶやくような声で言う。あたしには聞こえても、先を行くロッドには聞こえない程度の大きさの声。

「なんで話を聞く気になんぞなったんだ？　この街では一いつ切さい仕事はしない、って言ってたのはお前さんだろ」

　確かに──

　あたしは、このアトラス・シティでは骨休めをするつもりだった。

　しばらく前、ちょいとしたことがきっかけで、かなりとんでもない事件に巻き込こまれ、やや消しよう耗もうしていたのだ。彼に『ここでは一切仕事は受けないこと』とクギを刺したのも他ほかならぬこのあたしである。

　が──

「あの場合、ああでも言わなきゃ、すんなりあの場を抜け出すことなんてできっこなかったでしょ」

　あたしも小さな声で言う。

「それにあたしは、単に『話を聞く』と言っただけよ。聞くだけ聞いて、『やっぱしやだ』とか言えばいいのよ」

「──しかしなァ……」

　ガウリイはぽりぽり、と頭を掻かく。

「あのタリムって男の噂うわさを聞いた限りじゃあ、『いやならまあ、仕方がないな、それじゃあまたお元気で』ってな話にゃあなりそうにもないような気がするが……」

「その時には実力行使あるのみよ。ま、そうなったらがんばろうね、ガウリイ」

　渋しぶい表情をつくる彼。

「けど……お前さんと一いつ緒しよに旅なんぞしてたら、なんか長生きできんような気がするなぁ……オレ……」

「あたしもそう思う」

　あたしはにっこりとほほえみ──

　その笑えみが凍こおりつく。

　あたしは慌あわててあたりを見回した。

　目につくのは、ただただ行き過ぎる人の波ばかり──

「どうした？　リナ」

　ガウリイが尋ねる。

「いや──いま、視線が──誰だれかがあたしたちを見てたような気がしたもんで……」

「なんだ、お前も感じたか」

　あっさりと彼は言った。……おいおい……

「──裏うら道みちを行くぞ──」

　ロッドはぼそりとつぶやいた。




　すえた臭においが鼻を刺す。

　どこかで犬が吠ほえていた。

　れんが造づくりの汚よごれた貸家が高く軒のきを連ねるここには、夕焼けの光は、はや入ってはこない。

　通りから一本筋すじを違えただけで、街まちの様相は一変していた。

　──まあ、こーいった大きな街にはありがちなことではあるが。

　じめつき澱よどんだ空気のなかを歩いているのは、あたしたち一行だけ。

　ロッドがこの道をわざわざ選んだ理由は、大だい体たい察しがついている。

　彼もまたあの視線に気づき、わざわざこの人けのない通りに入ったのだ。

　視線の主を迎えうつために。

　──血の気の多い奴やつ……

　そのロッドの足がぴたり、と止まる。

「もういいだろう」

　誰だれに言ったセリフかはわかっている。

「殺し屋さんたち、もうお遊びはやめにしようって言ってるわよ、この人」

　あたしは大きな声を上げる。

　気け配はいが動いた。

　建物の陰かげから、行く手を遮さえぎる形で、数人の男たちがばらばらと姿を現わす。

　振ふり返ると、後ろからもやはり数人の男たちが迫ってくる。みなさん、盗とう賊ぞく団だんと言っても十分通用しそうな、ご立派な服ふく装そうをしていらっしゃる。

　……はて……

　あの時感じた視線は複ふく数すう。

　しかしその中に、鳥とり肌はだが立つような気配を感じたのだが。

　まちがっても、今あたしたちの目の前にいる連れん中ちゆうには、とうてい出せっこないシロモノである。

　あれは一体──

　気のせいではないはずだが……

「タリムのとこの用よう心じん棒ぼうだな」

　男の一人が言う。

　とりあえずあたしは、目の前の現実に心を戻もどした。

「いやぁ、そうと決まったわけじゃあないんだが……」

　とぼけた口く調ちようで言うガウリイ。

「どちらにしろ斬きるつもりだろう」

　冷ややかにロッドは言う。

　男たちは低い笑いを上げた。

「さて──こうなったら、お前たちの力、見せてもらうしかないな」

　黒の剣士はあたしたちに──と言うより、ガウリイに向かって言う。

　──何が『こうなったら』よっ！　こうなるように仕向けたのは一体どこのどいつだっつーのよっ！

「悪いけどパスね」

　あたしはあっさりと言った。

「まだこの仕事、受けると決めたわけじゃないし、もしもここでこいつらと戦えば、ずるずると仕事を引き受けることになっちゃうでしょうが。

　──残念だけど、あなたの思おも惑わく通りにいってあげるつもりはないわ」

「俺おれの思惑？」

　ロッドは冷たい視線をあたしに這はわせた。

「できればお前たちにはこの仕事、受けてもらいたくはないのだがな」

「……へ？」

「味方同士では戦えん」

　彼は──あたしの後ろに立つガウリイをじっと見つめていた。

　……つくづく物ぶつ騒そうな奴やつ……

「しかし、確かにお前の言うとおり。この連中は俺が斬きる」

　あっさりと言い放った。

　刺し客かくたちが色めき立つ。

　十人に近い相手を一人で倒す──言うのはとことん簡単だが、実行するには、天と地ほどの実力差がなければ不ふ可か能のうなことである。

　しかしロッドなら、男たちを圧倒するだけの腕うでを持っているはずである。

　あたしも、相手がどれほどの腕を持っているかくらいは、その物もの腰ごしを見ればおおよその見当はつくのだが──

　はっきし言って、この刺客たちは弱いっ！

　雇ったのはまず間ま違ちがいなく、タリムと敵対しているというデイミアなのだろうが……

　いくらなんでも、質が低すぎる。

　まあせいぜいが、新兵に毛が生えたか生えてないか、といった程度の腕だろう。

　それを承知の上で、あたしはロッドを指さすと、刺客の男たちに言い放つ。

「聞いての通りよ、あんたたちっ！　どうしてもあたしたちを斬る、というのなら、この男を倒たおしてからになさいっ！」

「お前……そのセリフ、かなりエグいぞ……」

　ガウリイが苦笑する。もちろん彼も、男たちがロッドの敵でないことは解っているのだろう。落ち着いたもんである。

「くそっ！　なめやがって！」

　男の一人が、個性も芸もないセリフを吐はくと、ロッドに向かって突っ走る。それにつられてか、他の男たちも剣を抜く。

　ロッドは冷たい目まな差ざしのまま、背負った剣の柄つかに手をかけた。

　疾はしる。

　黒い旋せん風ぷうと交こう叉さしたその瞬しゆん間かん、刺客の首は高々と宙ちゆうに舞まっていた。

　ようやく相手の実力を悟り、後続の男はたたらを踏ふむ。

　が、遅おそい。

　ロッドがその脇わきを駆かけ抜けた瞬間、男の人生にエンド・マークが刻きざまれた。

　刺客たちはあっさりと戦意を喪そう失しつする。

「ちっ！　退ひけっ！」

　後ろから迫せまっていた男たちの一人が叫ぶ。根こん性じようはカケラも見当たらないが、一番賢けん明めいな判はん断だんである。

　が──

　きびすを返した彼らの前に、一人の男が立ちはだかった。

　手には抜き身のバスタード・ソード。

　ぼこぼこに腫はれた顔。

　さきほどのメシ屋で会ったランツである。

「く……」

　男たちの動きが止まる。

　一人が突つっ掛かかっていくが、一、二度剣を合わせただけで、いともあっさり倒される。

　……へええ、意外と強いんだ、こいつ。

　そこに、前方の敵を一いつ掃そうしたロッドが追いつく。

　一方的な殺さつ戮りくは、ほんのまばたきをするほどの間に終わった。

　あたしやガウリイが、非ひ難なんの声を上げる間もなく。

　ロッドは剣にこびりついた血を無む造ぞう作さにマフラーでぬぐい取りながら、ランツの方に視線を向ける。

「ロッドさんたちが出ていったあとをつけるみてえに、店を出ていった連れん中ちゆうがいましてね……」

　ロッドが口を開くより早く、ランツは一気にまくし立てる。

「で、思わずつけて来たんですが、案あんの定じよう……余計なまねだとは思ったんですがね……」

「余計だ」

　にべもなく言うロッド。ランツは一瞬言葉に詰つまり、話題を変えることにしたらしい。

　反感のこもったまなざしで、しばしあたしとガウリイを見る。

「……しかしロッドさん、こんなちんちくりんの娘むすめととっぽいにーちゃんとが、本当にものの役に立つんですかい？」

　ち……ち……ちんちくりん!?

「──ランツ──」

　あたしが口を開くより早く、ぼそり、とロッドがつぶやいた。

　びくん、と身をふるわせるランツ。

「俺おれの見つけた客だ」

　つまり、あたしたちの力を疑うということは、とりもなおさずロッドの目を疑う、ということなのだ。

　言葉の裏のその意味を、ランツは悟って青くなる。

「す──すみません、ロッドさん……」

「──まあ、よかろう」

　あいかわらずの、やや陰いん気きな口く調ちようでロッドは応こたえ、それきり彼には目もくれずに歩き出す。

　その後につづくあたしたち。

　後ろで、ランツが小さく舌打ちをするのが、はっきりと聞こえた。

　腰こしに手をあて、くるりとあたしは振ふり返る。

　──何か文句があるのなら、はっきし言ったらどうなのよっ！

　あたしが言葉を唇くちびるにのせるよりも一瞬早く──

　づぶり……

　足下の大地が変へん貌ぼうした！




「な……なんだっ！　こりゃあっ！」

　ランツが叫ぶ。その足が、むこうずねのあたりまでめり込こんでいる。

　いきなり泥どろの海と化した、路地の地面に。

「リナ、こいつばっかりはお前さんの相手だな」

　やはり足を泥どろ沼ぬまにめり込ませたまま、平然と言うガウリイ。

「わかってるわよ」

　あたしは言った。

　ちなみにロッドは、やはり地面に足をめり込ませたまま、悠ゆう然ぜんとことのなりゆきを見守っている。

　あたしは、新たに現れた気け配はいの方に目をやった。

「ほう……魔ま道どう士しか……」

　言ったのは、薄暗い空を背負って宙ちゆうに浮かぶ一人の男。

　黒いマントにフードをかぶり、首から下げた宝ジユ石エルズの・護アミユ符レツト。邪ブロウ妖・デー精モンの頭を象かたどった、みごとなつくりの左右のショルダー・ガード。

　──ついでに言うなら、不ふ健けん康こうそうな顔色。

　絵に描いたような姿すがたの魔道士だった。

「……とすると今の連れん中ちゆうは、あたしたちの実力をはかるために、あなたがけしかけた、というわけね」

「そういうことよ。連中は立派にその役を果たしてくれた」

　魔道士はにやり、と笑えみを浮かべる。

「地ベフイ精モスに干かん渉しようして地面を泥に変え、足を封ふうじて上から攻こう撃げき、なかなかいい作戦ではあったんだけどね……ざんねんながら、あたしがいた」

　魔道士を見上げながらあたしは言う。

　泥の海の上に立ったまま。

『浮レビテー遊シヨン』である。

　靴くつ底ぞこからつたわる地面の感かん触しよくが変わったその瞬しゆん間かん、あたしはとっさに術じゆつをかけ、泥の中にひきずり込こまれるのを防いだのだ。

「お前ごときがいようといまいと同じこと。デイミア様にたてつくものは、この魔道士カルアスが片付けてくれるわ」

「人間、できないことを口にするもんじゃないわよ」

　あたしはふわりと宙に浮き、途と中ちゆうで呪じゆ文もんを切り替かえる。

「翔レイ・封ウイ界ング！」

　瞬時にして、魔道士の横手にまわり込む。

「なんと！」

　驚おどろきの声を上げるカルアス。

　風の結けつ界かいを身に纏まとい、それごと高速飛行を行なうこの術、『浮レビテー遊シヨン』に比べてコントロールがむずかしいのと、今ひとつ使い勝手がとぼしいのとで、今はほとんど使う者もいないが、使い方次し第だいでかなり役に立つ。

　目の前にいる魔道士は今、地面を泥に変える魔ま法ほう、そして『浮レビテー遊シヨン』の二つの術を行こう使ししていることになる。

　たとえどんな魔道士だろうと、同時に使える術の数は、せいぜい二つが限度である。

　むろん大おお技わざは無む理り。

　あたしも『翔レイ・封ウイ界ング』をコントロールしているから、『明ライテりイング』やそこらならとにかく、攻撃呪文はさすがに使えない。

　しかしむこうは、もうこれ以上呪文を使うことはできないはずである。

　魔道士がこちらを向いた。

「食らえっ！　小こ娘むすめっ！」

　カルアスの前に、数本の『炎フレアの・矢アロー』が現れる！

　ンなばかなっ!?

「でぇぇろわぁぁぁっ！」

　飛来する矢をあたしはかわす。風の結界の強さをコントロールすれば、あれくらいのへろへろ弾だんなどたやすく受け流すこともできるのだが、ついおどろきが先に立った。

「ふ……どうした、小娘。ずいぶんとまた、驚おどろいているようだな」

　言って高笑いを上げるカルアス。両りよう肩かたのショルダー・ガードもそれにつられて笑い出す。

　……ショルダー・ガード……？

　ふつー、ンなもんが笑ったりはしないと思うが……するとあれは……

「そういうことさ」

　胸を張はって言うカルアス。

「こいつらはただのショルダー・ガードじゃない。生きているのさ」

　生きている？　あの肩かたにはりついた邪ブロウ妖・デー精モンが？

　邪ブロウ妖・デー精モン、というのは確かに、そう高くないレベルでの攻撃魔法も使う。頭の大きさも、カルアスが肩にのせているのとほぼ同サイズである。

　けど──胴どう体たいは？

　邪ブロウ妖・デー精モンの体は、人間に比べてもかなり小さいとは言え、魔ま道どう士しのマントの中にすっぽり納まってしまうほどのものでもない。

「こいつらは普ふ通つうの邪ブロウ妖・デー精モンじゃないのさ。デイミア様がお造りになり、このわたしが賜たまわった合キ成メ獣ラ。わが可か愛わいいしもべたち。それゆえに、わたしは同時に三つまでの呪文を操あやつることができるのだ！」

　ごていねいに解説をしてくれるカルアス。

　……いばるないばるな……

　要は彼、その二体の邪ブロウ妖・デー精モンに、おんぶにだっこをしてもらっているわけなのだ。

　地面を泥どろ沼ぬまにした呪文の維い持じとコントロール、『浮レビテー遊シヨン』、そして攻撃呪文。

　この三つを、邪ブロウ妖・デー精モンの合キ成メ獣ラ二匹とカルアスとが、それぞれに担当しているわけである。

　それをどーやら、自分の実力とカン違ちがいしているようだけど……

　こーいうやつを見ると腹が立つ。

「光よ！」

　あたしは『明ライテりイング』の呪文を、カルアスに向かって撃うち出した。機き動どう性せいの低い『浮レビテー遊シヨン』では、これをかわすことはできない。

「がっ！」

　叫ぶ魔道士。

　あたしの放った光の球は、まともに彼の目を灼やいた。

「ど……どこだっ！　小こ娘むすめっ！」

　わめくカルアス。

　ひゅきぃっ！

　右肩の邪ブロウ妖・デー精モンが鳴く。

「上!?」

　その言葉がわかるのか、まだ視力の回復せぬまま、上を見上げる魔道士。




　ぐぺっ！




　その顔がん面めんに、モロにあたしは着地する。

　めくらましの『明ライテりイング』を放った直後、翔レイ・封ウイ界ングで魔道士の真上に行って術じゆつを解といたのだ。

　づぶしゃっ！

　魔道士は、自分のつくった泥の海に、まともに頭から突つっ込こんだ。

　上半身がきれいにめり込んでいる。

　そこからつき出たおしりの上に、あたしはすとんと乗っかった。

　次の呪じゆ文もんは、落ちながらすでに唱となえ終わっている。

「氷フリーズの・矢アローよ！」

　あたしの放った冷気の矢が地面につき刺さる。

　瞬しゆん時じに凍いてつく泥の大地。

　魔道士は、一度ぴくん、と体をふるわせ、それきり二度と動かなくなる。

　くっついていた邪ブロウ妖・デー精モンも、いまのであっさりやられたらしく、術が解け、大地はもとの固い地面をとり戻もどす。

　えらそーに出てきたわりにはたいしたことはない。

　呪文が同時にいくつも使えれば、それだけで強い、と思っていたのがカルアス最大の敗因である。

　術なんぞ、要は使い方次し第だいである。

「ざっとこんなもんよ」

　あたしは三人の方をふりかえり──

　あ。

「……どーでもいいから……早くなんとかしろ……」

　ランツが言う。

　他ほかの二人同様、凍こおった地面に下半身をうずめて震ふるえながら。




　ロアニア羊ひつじの包み蒸むしが美お味いしいっ！

　香こう辛しん料りようのほどよく効きいた肉と青野菜のソテー、口当りがよく、あえかな香りのお湯割りはちみつ酒。ムール小エビのフライがまた絶ぜつ品ぴん！

　出された夕食は、かなり豪ごう華かなものだった。これが仕事の話抜きで、ロッドとタリムがこの場にいなければ、もう何も言うことはないのだが。

　紫むらさきのタリム、と呼び慣ならされた人物は、でっぷりと太った初老の男だった。

　──この、『紫』だの『青』だのというのは、魔ま道どう士し協会から、要よう職しよくにある者、もしくは特別な働きのあった者に対して、同色のローブ、マントと共に与えられる、まあ、言ってみれば称しよう号ごうのようなもんである。階級を現わすものではないので、どの色がエラい、とかいうのはないけれど。

　全まつたくの余談になるが、実はあたしも郷く里ににある魔道士協会から、特別ゲスト扱あつかいで色の称号をもらっている。協会の公式行事に参加する時には、その時にもらったマントとローブをつけて出席することになっているのだが……

　あたしは行事に一度も顔を出したことがない。

　あんな礼服着れるかいっ！

　ピンクっ！

　持って帰ったときの、郷く里にの姉ねえちゃんの笑うまいことか。

『〝桃ピン色クのリナ〟！　風ふう俗ぞく営えい業ぎようか、あんたはっ！』

　どやかましいっ！

　大だい体たい、色の選定をした奴やつが悪いっ！

『女の子だから、可か愛わいらしくピンクで……』

　どこの世界にピンクの服着た黒くろ魔ま術じゆつ使つかいがいるっつーんだっ！

『いるかっ！　こんなもんっ！』などと叫んで暴あばれ回るわけにもいかず、その場はひきつり笑いを浮かべながら受け取ったけど……

　──まあしかし、あたしのピンクもなんだけど、このタリムの紫むらさき、これも結けつ構こうスゴいものがある。

　紫という色自体は別にどういうこともないのだが、いかんせんこの色は人を選ぶ。

　ちょいと不ふ思し議ぎな雰ふん囲い気きのあるスリム・ボディのハンサムボーイになら確かに似合う色だろう。が──

　ありとあらゆるごちそうが、所ところ狭せましと並べ立てられたテーブルの、正面向かいに腰こしをかけ、ひたすら食事を詰つめ込こんでいる太ったじーさんが、鮮あざやかな紫の服に身を包んでいるというのは……

　まあ、あまり食欲をそそる光景でないことは確かである。

　頭はきれいに禿はげ上がっており、小さな目を始終まばたいている。食事中だというのに、ワイン代わりのつもりか、ハマキをやたらとふかしているのが許せんっ！
















『でええええいっ！　食事中にぷかぷかタバコなんぞ吸うんじゃないっ！』などとわめきつつ、青ブラ魔ム・烈ブレ弾イ波ザーか何かをぶちかましてやりたいところだが、あたしはかろうじてその衝しよう動どうを抑おさえた。

　──成長したなぁ、あたし。

　彼の話──評ひよう議ぎ長ちよう失しつ踪そう後ごの二人の対立、という構こう図ずは、街まちで耳にした内容とそう変わるものではなかった。

　ただ違うのは、『抗こう争そう』とは言っても、一方的にデイミアの方が手を出してきているだけで、自分が傭よう兵へいをやとっているのは、あくまでも警けい護ごのためである、というのがタリムの言い分。

「あくまで嬢じようちゃんたちにはわしのボデー・ガードとしてやってもらいたい」

　やや舌っ足らずな、外見に似に合あわぬ甲かん高だかい声で彼は言う。

　ボディー・ガードと発音できないところが味み噌そである。

「あやつはたびたびわしに暗ア殺サツ者シンを送りつけて来よるが、だからと言ってわしまで同じ真ま似ねをするつもりはないんじゃよ」

　……さてさて、どうだか……

「まあ──あやつはわしが評議長になった後で、適当に処分して──と、この言い方は誤ご解かいを招くの。つまり、権けん力りよくを取り上げてやればよかろうて」

「けど──もしもデイミアの方が評議長になっちゃったらどうするんです？」

　あたしの突つっ込こみに、彼は笑って手を振った。

「ああ、そいつぁありえん。次の評議長はわしじゃよ。──と言うのはな、確かにあやつの魔ま力りよくは強力じゃ。おそらくこのわしを二回りは上回っとるじゃろう。貴族の家の次男坊、ということじゃから、多少のコネもあるじゃろうしな。──じゃが、あやつはの──」

　と、言葉を切って、彼は自分の頭を指さし、声を低くする。

「ちいとおかしいんじゃよ、ここがな」

「……はあ……」

　あたしは曖あい昧まいな返事をした。

　ガウリイはもとより話を聞くつもりは全まつたくないらしく、黙もく々もくとただひたすら、野菜いための中からピーマンを取り除く作業に専せん念ねんしている。

　……いいけどね……まあ……

　その彼に視線を注そそいだまま、タリムのそばにたたずむロッド。

　無む論ろん、あいかわらずの殺さつ気きをあたりに振ふり撒まいている。

　……これも疲れる奴やつである。

「本来、何かの探たん究きゆうというのが魔ま道どう士しとしての本分なはずなのじゃが、あやつそれを、遊びか何かのように考えておる」

「耳が痛いだろ、おまえ」

　いきなり横から突っ込むガウリイ。

　ンなところだけ聞いてるんじゃないっ！

　あたしはテーブルの下で、おもいっきり彼の足を踏ふみつける。

　が、眉まゆ一つ動かすことなく、ピーマンの選より分け作業を続けるガウリイ。

　ある意味では、なかなかたいしたもんである。

　そんないきさつには全く気づかず続けるタリム。

「『不ふ死しの研究』などと称して、人ホム造ン人クル間スだの合キ成メ獣ラをつくって、一人で悦に入っているようなやつじゃ。趣しゆ味みで生いの命ちを弄もてあそぶとは、魔道士の風かざ上かみにも置けんやつじゃよ……全くもって……」

　かなり憤ふん慨がいした様子で言う。

「不死──ねぇ……」

　あたしは小さくつぶやいた。

　永遠の命、というやつに情じよう熱ねつを燃やす者は、決して少なくはない。

　五百年の昔むかし、栄えい華がを究きわめたレティディウス公国の、時の公王は、不死さえをもその手におさめようと野や望ぼうし、国の内外に莫ばく大だいな報ほう奨しよう金きんをかけて『不死』を求めた。

　その結果──

『不死の探究』の名目で、虐ぎやく殺さつ、略りやく奪だつが公然と横おう行こうし、国の内外は、『これでもかっ、これでもかっ！　えいえいっ！』とゆーほど乱れまくった。

　結けつ局きよく、内乱と外がい敵てきとに攻せめたてられ、公国は滅ほろび、王は断だん首しゆとなった。

　不死を求めるふれを出し、わずか二年ほど後のことだったらしい。

　今では、魔道士うちで『暗あん黒こく時代』なんぞと呼ばれているほどのもんである。

　いちいち例を挙あげて紹介するのは避さけるが、当時はさまざまなむごい実験が、公然と行なわれていたらしい。

　考えてみるとよろしい。自分の開発した『不死の薬』が、飲ませた相手に、本当に効きいているのかどうか、一番てっとり早く確かく認にんする方法は何か──

　さまざまな実験が行なわれ、ことごとくが失敗した。

　記録ははっきりとは残っていないが、二百年以上を生きた魔道士もいたらしい。

　魔族と不死の契けい約やくを結んだ者すらいたという。

　しかしどれも、得られたのは、かりそめの不死──

『存在』した以上、『滅ほろび』はけして避けられぬもの。

　それを魔道でどうにかしようなどということ自体、無む理りがあるのかもしれない。

　──ともあれ、今の話を聞く限りでは、そのデイミア副ふく評ひよう議ぎ長ちようさんとやら、少なくとも進んでおつき合いをしたくなるような人物でないことだけは確かなようである。

「評議会の選出委員の連れん中ちゆうも、そのことはよっく知っておる。あれを評議長に据すえるようなことだけは、いくらなんでもまずやるまいて」

「はあ……」

　芸のない返事を連れん打だするあたし。他ほかに一体どう答えろとゆーのだ。

「かく言うわしの方は、魔道に使う言語の研究をしておってな」

　いきなり関係のない話をしはじめるタリム副評議長。

　──こっ……これはまさか、自じ慢まん話ばなし！

　いるのだっ！　何かにつけて自慢をしたがるよーな奴やつがっ！　そーいうのに限って、同じようなことを何度も何度も繰くり返しながら、聞いてる方が死にたくなるくらい延えん々えんと話し続けたりするものなのだ。

「魔道というものは、むろん道具や儀ぎ式しきを必ひつ要ようとするものも多々あるわけじゃが、なんと言っても一番重要な要素は、因いんと果かを律りつする言葉──すなわち『呪じゆ文もん』に他ならぬわけじゃな。しかしなぜ、言葉というものにそれほどの──自然には決して起こりえないことを起こしてしまうほどの力があるのか、一体どのような作用によってそれは引き起こされるのか──とまあ、そういったことを研究しているわけじゃな」

　──いかん。これはかなり本格的に長引きそうである。あたしは話わ題だいをすり替かえることにした。

「で、失しつ踪そうしたハルシフォム評議長の方は、どんな研究をなさってたんです？」

　あたしが強ごう引いんに口を突っ込むと、ぴくり、とタリムは体を震ふるわせる。

　……ん？

　話の腰こしを折られて不ふ機き嫌げんになった、といった風ではない。あきらかに動どう揺ようしている。

「あ……評議長は……じゃの……」

　まともに口ごもる。

「そう──生命──、そうそう、『生命』に関する研究をしておったようじゃが……」

　そのまんま、とってつけたような口ぶりで言う。明らかに何かを隠かくしているというのが、ロコツに見えまくっている。

「けど──評議会の内うち幕まく、そうバラしちゃっていいんですか？」

　あたしはひた、とタリムを見すえる。

「まだあたしたちはこの件、引き受けるとは言ってませんけど……」

「ああ……」

　軽く手を振ふる副評議長。

「もちろん、嬢じようちゃんがいやだと言うのなら、この話はなかったことにするがの」

「……へ？」

　思わずあたしは、間まの抜けた声で聞き返す。

「いやがるものを無む理り矢や理りアメとムチで使っても、いい仕事なんぞは期待できんからの。結けつ局きよくは本人の意志、ということじゃな」

　うーむ。

　正直いって、もっと話はこじれるものとあたしは思っていた。

　冗じよう談だんではなしに、一戦交まじえる覚かく悟ごさえ固めていたのだ。

　しかし、本心から出た言葉かどうかは別として、こうも物分りのいい言い方をされると、かえって肩かたすかしを食らったような気分になる。

「ともあれ、わしももういい年じゃが、まだ死にたくはない。腕うでの立つ護ご衛えいを探していることは事実じゃ。色良い返事を期き待たいしとるぞ」

　言ってテーブルの燭しよく台だい越しに、不ぶ器き用ようなウインクを送る。

　うぶぷぅっ。

　あたしは危あやうく、口のなかのポーク・シチューを噴ふき出すところだった。




　街まちははや、闇やみに包まれていた。

　人の途と絶だえた大通りを、あたしとガウリイだけが歩いている。

　もう少し下町に行けば、旅人相手の宿や酒場、すけべえ屋さんなど、まだ明あか々あかと灯ひをともしているところもあるのだろうが、このあたりは住宅街である。立ち並ぶ家の大半はもう眠りについているらしく、窓から明りが漏もれているところの方が少ない。

　道は暗かった。

　無む論ろん、このあたりにも『明ライテりイング』をかけられた街がい灯とうが立っているのだが、効果時間を長くするために光こう量りようを抑えてあり、どちらかと言うと、空にかかった満月の方が明るいくらいのものである。

『考えておく』などという、芸のない曖あい昧まいな返事を残してタリムの家を後にしたものの、やっぱし全然ヤル気は起こらなかった。

　まず何よりも気に入らなかったのが、あたしが自分の名前を名乗った時、『あ、そう』てなリアクションをしたことである。

　ウケなかったから──というのではない。

　自じ慢まんにはならないが、あたしの知名度はかなり高い。

　──それも、悪い方の知名度が。

　あちこちに見み境さかいなく竜ドラグ破・スレ斬イブなんぞをばら撒まいて、自然破は壊かいにいそしんでいる、だの、『魔ま術じゆつの実験』と称して、海岸に大きな死の入り江を造った、だのと……

　事じ実じつ無む根こんじゃないところがまた腹が立つ！

　で、これほど大きな街にある魔ま道どう士し協会の副ふく評ひよう議ぎ長ちようともあろうものが、そういった噂うわさを知らぬはずもないだろう。

　にもかかわらず、あたしの名を聞いても動じなかったというのは──

　おそらく、あたしの言葉を信じていないのだ。

　どうせ有名人をかたる偽にせ物ものだろうが、とにかく戦力になればいい──

　と、あたしたちのことを、そんなふうにでも思っているのだろう。

　ハルシフォム評議長のことに話が及ぶたび、まともに動どう揺ようの色を見せ、あいまいで無ぶ難なんな返事をはじめるあたり、どう見てもわけありのようなのだが──突っ込んで尋きかなかったのは、もとより受ける気がなかったからである。

　あたしが物思いにふけっていると、いきなりぐいっ、と後ろから襟えりを引っ張ぱられる。

「な……」

　ガウリイである。

「帰り道はこっちだぜ」

　しょーがねーなー、といった口く調ちようである。

「いくら子供向けに湯で割ってあるからって、酒は酒だ。口当たりがいいからってああぱかぱか飲んだんじゃあ、酔よっ払うのも当り前だろうが」

　誰だれも酔ってなんていないって。

「られが酔っへるっれェ？」

　あたしは言った。

　──いやだからァ、確かにちょっとろれつは回ってないけど、意識はしっかりしてるのだっ！　道を間ま違ちがえたのだって、すこし考え事をしていたからにすぎない。

　……しかしガウリイ君、ストレートの酒を結けつ構こう飲んでたはずだが、ろれつも足取りもしっかりしたもんである。

「とにかく。ちゃんとついて来いよ」

「うぷぅ……」

　あたしは彼の背中を目め印じるしに、そのあとをついていく。

　ほんの数歩を歩いたところで、こつん、とその背中にぶつかった。

「……いきなし止まらないれよ……」

　言ったその瞬しゆん間かん──

　慣なれたはずの夜の闇やみが、全まつたく異い質しつなものに変わった。

　ガウリイの目が指す方向に、あたしは視線を走らせる。

　月がかげっていた。

　雲ではない。

　屋根の上にたたずむ二つの黒い影が、月光を遮さえぎっているのだ。

　吹きつける妖よう気きに、瞬しゆん時じにしてほろ酔よいから覚さめる。

　あたしは思わずつぶやく。

「あえわ──」

　──けどやっぱし、ろれつは回っていなかった。




　言っておくけど、あたしは酔ってない。

　少なくとも、どこかの家の屋根にわだかまる二つの黒い影は、アルコールが見せる幻まぼろしでも夢でもない。そしてこの妖気──

　妖よう魔まと出会ったことのない人間には、この感かん触しよくを、どう説明すればわかってもらえるか──そう、言うなれば、冷気と異い臭しゆうとを足したような感触──

「魔族──か」

　つぶやいたのはガウリイだった。

　仁に王おう立だちで、マントを風になぶらせるままに佇たたずむのは、石でできた白い仮か面めん──仮面劇げきに使う悪デ魔モンの仮面を白くしたようなものをかぶり、漆しつ黒こくのターバンでその目以外の部分を隠かくした魔族。月の影になっているせいか、仮面の目以外の部分は、たなびくマントの形をした黒い闇としか映らない。

　その隣となりにうずくまる、人の形を模もしそこねたような黒い塊かたまりは、のっぺりとした黒い仮面の上から、角タイ石ルを組みあわせて造ったかのような白い仮面の左半分だけをつけている。

　そう──やっとわかった。

　昼間、デイミアの雇やとった刺し客かくたちと同時に視線を送ってきたのは、他ほかならぬこいつらだったのだ。

　ざわり

　双仮面──うずくまる黒い塊の髪かみが風になびいた。

　異い様ように長い手で、あたしたちを指す。

「タリムの客か……」

　ねばり、としか表現しようのない声でそれが言う。

　白い方の仮面に埋うめ込こまれた緑色の宝玉が、ぬらり、と一いつ瞬しゆん光りを放つ。

　あれが、双仮面の『目』なのだろうか。

「まさかあやつの仕事、受けたのではあるまいな……やめておけ。長生きをしたいのならばな……」

「我等が言葉に耳を傾けるもよし、逆さからうもまたよし。何となれば、そは汝なんじらの選んだ生き方なれば──」

　うって変わって、厳おごそかとも言える静かな声の白仮面。

　教会の神しん父ぷでもやらせれば、女性の信者が増えそうな、かなりシブい声である。

　あたしは鼻で笑った。

「あに言っれんろよっ！　あらららちいろーろー言られるふりらりはらひらっ！」

　迫はく力りよくに押されて（だと思う）後あと退ずさる二体の魔ま族ぞく。

「『何言ってんのよ、あなたたちにどうこう言われる筋すじ合あいはないわ』──と彼女は言っている」

　真顔で通つう訳やくするガウリイ。

　舌打ちをする双仮面。

「──どうします、セイグラム様……こんな酔よっ払いども、まともに相手にする気にもなれませぬが……」

「構かまうな、ギオ。我われ等らに与えられた任は警けい告こくを与えることのみ。それを果たせばそれでよい」

　白仮面──セイグラムと呼ばれた魔族は苦い口く調ちようで言う。

　小さく息を吐はき、双仮面のギオはあたしたちに言った。

「ともかく──この件からは手を引け。わかったな」

「『とろらる、ころれんららはれをひれ、わらっらら』とあいつは言っている」

　真顔であたしに通訳するガウリイ。

　ンなもん通訳せんでいいっ！　正気か、おまいはっ！

　……ひょっとしたらこの男も、実は酔よってるのかもしんない……

「確かに──伝えたぞ」

　言うなり──

　二体の魔族はふうわり、と宙ちゆうに浮かび、瞬しゆん時じにして闇やみに溶とけ込こむ。

　わだかまる瘴しよう気きが霧む散さんした。

　あとに残るのは、変わらずに皓こう々こうたる光を放つ丸い月──

「……ほほー、このりなさまにれんらをうるろら、いーろひょーひへるららい……」

「『ほほう、このリナ様にケンカを売るとは、いい度胸してるじゃない』と言ってる」

　あたしのひとりごとを、ガウリイがあさっての方に向かって通訳していた。

　──酔っとる！　この男、絶ぜつ対たい酔っとる！




　翌よく朝ちようの目め覚ざめは、けっして不快なものではなかった。

　隣となりの部へ屋やに眠っていたガウリイをたたき起こし、宿の一階にある食堂で軽い朝食をとりながら、今後のことを話し合う。

「けど──奴やつら一体、何者だと思う？　やっぱしデイミア子こ飼がいの魔族、ってとこなのかしらね？」

「やつら？」

　ガウリイは口に運びかけたフォークを止め、いぶかしげな顔をする。

　──スキありっ！

　あたしの右手が閃ひらめいた。

　彼のお皿の上にある、鳥肉の煮に物ものの一切れをナイフが貫つらぬいた次の瞬しゆん間かん、それはあたしの口の中へと消えていた。

「あーっ！　お前なーっ！」

　硬こう直ちよく状じよう態たいから脱したガウリイが、大おお袈げ裟さな声を上げる。

「何よ、スキがあるのが悪いんじゃない」

「ほほぉぉう、そーか、そーいうつもりならこちらにも考えがある……ていっ！」

「ああああああっ！　あたしの愛いとしい目玉焼きさんをっ！」

　おのれ許さぁぁんっ！

　思わず雷らい鳴めいを背景に中指をおっ立てるあたし。（まあっ[image: ]　お下劣[image: ]）

「おのれっ！　たとえ共に旅する仲なか間まとは言え、戦士にして魔道士たるこのリナ＝インバースの目玉焼きに手を出すとは、世界が、天地が人が許そうが、このあたしが絶対に許さないっ！」

「それってふつー、単に『心が狭せまい』って言うんだが、知ってるか？」

「やかまひいっ！　そーいうことをするのならっ！　こうよっ！　こうっ！」

「あーっ！　ひとの腸ちよう詰づめをっ！　ならこうだっ！　これでどうだっ！」

「……あのー、お客さん……」

「何つーことするのよ、この人にん非ぴ人にん！　それならこちらはこうよっ！」

「ずげげげげっ！　鬼おにのような攻こう撃げきっ！　ならばどうだっ！　驚きよう異いの二段攻撃っ！──フェイントつきっ！」

「ひょえええっ！　オニッ！　アクマッ！　よぉぉしっ、こうなったらっ！」

「……あのー、お客さん……」

「くらえっ！　あたしの秘ひ奥おう義ぎ！　ていっ！」

「おのれっ！　最後のトリ肉、渡してなるものかっ！　ていていていっ！」




 「お客さんっ！」




　……しーん……

　ふと我にかえり、テーブルの上でナイフとフォークを噛かみ合わせたまま硬直するあたしたち。

　宿のおやじさんは、苦にがり切った表情で言う。

「食事は静かに食べてくださいな……」

　噛みあったフォークの上から、鳥肉がぽろりと落ちた。




「──で、やつらだけど、一いつ体たい何者だと思う？」

　相談の場所をガウリイの部へ屋やに移し、あたしは二度目のセリフを言う。

「だから……『やつら』って？」

　小さなテーブルをはさんで座ったガウリイが、二度目の同じ質問をくりかえす。

「何言ってんのよ。きのう出会った二匹の魔族のことよ」

「──魔族──？」

　……おいおい。

「ほら、タリムのところから帰る途と中ちゆうに出てきた、あれよ」

「ああ！」

　ポン、とガウリイは手を打つ。

「それなら覚えてない」

　がきょっ！

　あたしはイスごと真横にコケた。

「いや……オレな、ある程度以上飲むと、そこからの記憶がきれーに無くなるんだ。他ひ人との話じゃあ、全然酔よったようになんぞ見えないらしいけど……

　昨きの日うはタリムんちで記憶が途と絶だえてるから、そのあとのことはさっぱりさ」

「む……胸を張はって言うことじゃないでしょーがっ！……ったく……」

　仕方なしにあたしは、昨ゆう夜べのできごとを話す。

　酔ってたんだ、やっぱしこいつあの時、酔ってたんだ。

「……へえええ、そんなことがあったのか」

「あったの」

「ふぅん。やっぱ全然覚えとらん。──しかし、覚えてないほど飲んでも意識ははっきりしてるとは……われながらなかなか、たいしたもんだ」

「くだんないことで感心しないで。また話が横道にそれちゃうから」

「ふむ──」

　ガウリイは顎あごに手をあててしばし考える。

「まあ、その魔族ども、デイミアの刺し客かく、ってのが一番順当なセンだろうな」

「まあね。ありきたりのパターンだけど」

「すると──やっぱり？」

　苦笑するガウリイ。

「当然よ」

　あたしはイスから腰こしを浮かす。

「もとより受けるつもりなんて全然なかった仕事だけど、ここで退ひいたら、魔族にびびって逃げたってことになるもん。

　──受けましょう、この仕事！」




　街まちは活気に満ちていた。

　市場が開かれ、店に、通りにあふれかえる人、人、人。

　だああああああっ！　うっとーしーっ！　一体全体どこからこれだけの人間がわいて出るんだっ！

　歩きにくいっ、狭せまっくるしいっ！　うっとーしいっ！

　大通りを外はずれ、人通りの少ない道に出て、ようやくあたしはひと息ついた。

　──もっとも、『少ない』と言っても、それは大通りにくらべての話である。やはりこのあたりにも、かなりの数の人間がたむろしている。もしもここではぐれたら、相手を探すのはかなり難むずかしいだろう。

「あー、何が楽しゅーてあんなにいっぱいの人がこんな所をたむろしてるんだろ……」

　あたしはぶつぶつとつぶやく。

「けどなァ……」

　ガウリイが言う。

「オレたちだってその、『たむろしている人間』のうちの二人なんだぜ」

「わーってる。言ってみたかっただけよ」

　などと答えつつ、あたしはなおも口の中でぶつぶつとつぶやきながら、ガウリイの右に並んで通りを行く。

　と──

　あたしの右側に、ある気け配はいが並んだ。

　敵てき意いでも殺さつ気きでもないが、明らかにあたしに向けられた意識──

「お願いです──」

　女の声。

　あたしは声の主に視線を送る。

　白い服を着て、夕日の色の髪かみをした女性。視線は前を向いたまま、言葉だけがその唇くちびるからすべり出る。

「この件にはかかわらないでください──」

「……え──？」

　思わず足を止める。

「どうした、リナ？」

　ガウリイが声をかける。

「いや──今──」

　ふりむいたそこには、彼女の姿すがたはない。

　あわててあちこちをきょろきょろと見渡す。

　──いた。

　人の波を隔へだててすこし離はなれたあたりから、こちらを見て、ぺこりと一つ頭を下げる。

　なにやら、思いつめた瞳ひとみの色で。

「あ──」

　追おうとした時にはもう遅おそい。

　彼女の姿は、はや群衆の中にまぎれ込こんでいた。

　あたしは呆ぼう然ぜんとその場に立ち尽つくす。

　どしん。

　誰だれかがぶつかってくる。

「ばかやろう、道の真ん中でぼーっとしてるんじゃねえや！　このちび！」

　──ちび!?

　ぷちっ！

　──あたしは迷わず、ぶつかってきたガラの悪いおっちゃんの股こ間かんを思いっきり蹴けり上げ、ひき続き呆然とその場に立ち尽くした。

　──ひとが雰ふん囲い気きにひたっているのをぶち壊こわす奴やつが悪いっ！







　　　二、アトラスの　夜にうごめく異い形ぎよう兵へい




「ほほおおおう、引き受けてくれる気になりましたか、よかった、そいつぁよかった」

　ほんとに嬉うれしそうに言うと、ミスター・タリムはバーベキューの串くしにかぶりつく。

　口をもぐもぐさせながら、ときどきぷかりとハマキをふかす。

　……あれで料理の味がわかるんだろうか……？

　彼の屋や敷しきの裏庭で、昼のテーブルを囲かこみつつ、仕事の話を進めるあたしたち。

　──いきなり呼び方が『ミスター』付けになっているが、まがりなりにも仕事を引き受けた以上、彼はあたしたちの立派なスポンサー。であるからには、呼び捨てにするわけにもいかないだろう。

「これでぐぅんと心強くなったよ。デイミアのばかもんがわけのわからん暗あん殺さつ者しやどもをさしむけてこようとも、枕まくらを高くして眠れるというもんじゃ」

　言って陽気に笑う。

　──まあ、『晴れ晴れとした笑え顔がお』と言うには、やや顔の造りに問題があるが。

「安心してもらってもかまいませんけど、油ゆ断だんはしないでくださいね」

　あたしはクギを刺す。

「で──護ご衛えいの期間ですけど」

「そうさの、評ひよう議ぎ長ちようの選出会が開かれるのが半月後。──じゃから、とりあえずそれまで、ということで。あとの決け着りはわしがつけるさ。報ほう酬しゆうは──必ひつ要よう経けい費ひプラス、そう、一日あたり──」

　ミスター・タリムの言った金額は、あたしが予よ想そうしていたよりも、かなり多かった。

　よほどお金がうなっているか、でなければ思ったよりあたしたちのことを高く評価してくれているかのいずれかである。

　もっとも、魔ま族ぞく相手にドンパチやらかすのには、かなり不足な金額だったが、それを承しよう知ちの上で受けた仕事である。文句のあろうはずはない。

　彼との話をざっとまとめたあと、とりあえずあたしたちは、あちこちを見て回ることにする。下見というのは大切である。

「見物かい、お二人さん」

　揶や揄ゆするかのような声がかかったのは、あたしたちが家の一階をざっと見てまわり、二階への階段にさしかかった時のことだった。

「なんだ……あんたなの……」

　ヤな顔であたしは言った。

　柱に背をあずけ、腕うでを組んだまま、小ばかにしたような目つきであたしたちを眺ながめているのは、他ほかならぬあのランツである。

「見物じゃなくて下見っていうの。防戦、退却のポイントをしっかりと押さえとけば、いざという時、戦いがぐっと楽になるし。……と、女の子のおしりのことしか頭にないよーな誰かさんには、説明してもわからないとは思うけどね」

　あたしはジト目で言ってやる。ランツはちょっと鼻はな白じろむ──かと思いきや、平気な顔でしゃあしゃあと、

「おやおや、あんたらだったのかい。おれはまた、なんで子供がこんなところに、保護者同伴でうろついてるのかな、なんて思ってな」

　こ……子供……

　むかかっ！

　確かにあたしは、人より多少背が低い。それは確かに事実だが、こーいう言い方をされると腹が立つっ！

「ほほぉう、それじゃああなたは、子供にコナかけておしり触るのが趣味なんだ。……その性格じゃあトモダチできんわな……」

「うぐっ……」

　一瞬絶ぜつ句くするランツ。

「言葉につまったところを見ると、どうやら図星だったみたいね。トモダチいない、っていうの」

「や……やかましいっ！」

　ムキになる彼。あたしはうんうんと大きくうなずく。

「……まあ、無理もないわねー。その性格じゃあ……」

「そうそう、そういう性格は早く直すように心がけんと」

　ガウリイも言う。

　おしっ！　えらいぞガウリイ！　もっと言ってやれ言ってやれ！

「でないとしまいにゃ、リナみたいな人間になっちまうぞ」




　げし。




　あたしはまともに手すりの角かどで頭を打った。

　……ちょっと痛ひ。

「な……なんつーことを言うのよあんたはっ！　一いつ体たいどっちの味方なのよっ！」

　彼は困ったような表情で頭を掻かく。

「いや……けどよ、お前さん、自分で自分のことを、気立てのいい、やさしいいい娘むすめだと思うか？」

「痛いところを突かないでっ！」

「まあ、とにかく、だ。ええと、ランツだっけ？　要は結けつ局きよく、オレたちが、タリムさんに気に入られるわ、ロッドに見み込こまれるわ、いきなりやって来た、実う力でもわからない二人組がちやほやされてデカい顔をしてる、ってことが気に入らないんだろ？」

「まあな」

　ランツは渋しぶい表情で言う。

「あなたね……見たでしょ？　あたしがデイミアの魔ま道どう士しを倒たおしたところ」

「何言ってやがる。あんなもん、単に体当たりをかけて、泥どろン中にぶち込こんだだけじゃねえか。実力もへったくれもあるもんか。相手がまぬけすぎただけじゃねえか」

　むかっ！

　確かに、相手がまぬけだったことは事実だが──

　──さてはこいつ、はじめて出会ったメシ屋でのこと、まだ根に持ってるな……

　トレイの角でぶん殴なぐられたくらいで根に持つんじゃないっ！　心が狭せまいぞっ！

　……持つかなぁ……やっぱしふつーは……

「よし、わかった。じゃあちょっとだけ実力見せちゃおう」

　となりでガウリイが、いともあっさりそう言うと、気軽に腰こしの剣を抜く。──おいおいっ！

「てめえっ！」

「あ、違ちがう違う」

　あやうく抜きかけるランツに、あわてて彼は手を振ると、懐ふところから一枚の金貨をとり出した。

　剣を右手で水平に構かまえる。刃を立てて。

　左手が、そろり、と金貨を刃の上に乗せる。それは微び妙みようなバランスを保ったまま、その上でぴたり、と静止する。

　──ここまでは、単なる素しろ人うと隠かくし芸の世界だが……まさかとは思うけど……

「はあっ！」

　気合いと共にガウリイはまっすぐに剣を引いた。

　小さな乾かわいた音がする。

　二つ。

　あたしとランツは目を見み張はる。

　──床ゆかに落ちた金貨は、真ん中から二つに断たち切られていた。

　刃の上に乗せた金貨を、剣を引く、という動作だけで両りよう断だんしてしまったのだ。

　剣に込めた『気』の力、技わざ、スピード、どれもが並なみの天才以上のものでなければできないことである。

「す……すげえっ！」

　ランツが心からの感かん嘆たんの声を上げる。

　あたしは階段を数段登る。

「ふふん」

　ガウリイはさも得意そうに、剣を鞘さやにおさめる。

　そこを狙ねらって──

「こォのバチ当たりィィィっ！」




　ごすっ！




　階段を駆かけ降りざまのあたしのとびひざげりが、ものの見事にガウリイのこめかみにめり込こんだ。

「なっ……何しやがるんだっ！　兄キにむかって！」

　モロに白目をむいたガウリイを助け起こしながら、ランツはあたしに向かって叫ぶ。

　いつのまにやら、彼を兄貴分にまつり上げてしまっている。

「な……何なんだよ、いきなり……死ぬぞ、ふつー、あんな事されたら……」

　気づいたガウリイが、頭ふりふりぶうたれる。

　あたしは両手を腰こしに当て、彼を見下ろして傲ごう然ぜんと言い放つ。

「たとえデモンストレーションとは言え、お金をそまつにするとは言語道断！　よって天に代わって成せい敗ばいしたまでよ！」

　このあたし、魔ま道どう士しなんぞをやってはいるが、実家は商売人である。

　──銅どう貨か一枚でも粗そ末まつにするような人は、立派な商人にはなれないっ！

　小さな頃ころから、そう言われて育ってきたのだ。

　──もっとも、姉ねえちゃんは家の近所にある食堂でウエイトレスのアルバイトをやってるし、あたしは魔道士。この分だと、姉し妹まい二人とも、商人にはなりそうにもないけど。

　銭ぜに金かねにふり回されるような人生を送りたいとは思わないけど、かといって、お金をそまつにしていい、というわけではない。

　ともあれあたしはそういうことで、ガウリイが何のためらいもなく、金貨を両断してしまったことに憤ふん慨がいしたわけである。

「ま……まあ待て、要は、オレの切っちまった金貨が何かの役に立てば、文句はないわけだろ？」

　ガウリイは言う。

「まあね。けど、どうやって？」

　彼は床に落ちた二枚の元金貨を拾い上げ、ランツに見せる。

「どんなもんだ。自分で言うのもなんだが、見事な切り口だろ」

「ほ……ほんとだ、すげえ……」

「この技はめったに人には見せんのだがな……この金貨、おまもり代がわりにひとつ、どうだ？　十五リーブくらいで」

「うおおっ！　買ったっ！」

　ちなみにリーブというのはこのあたりの通貨で、十リーブで金貨約一枚と考えていただければ目安になるでしよう。

　──なかなかどうして、彼も商売人である。

「──で──」

　切られた金貨を後ご生しよう大だい事じに懐ふところにしまいながら、ランツはジト目であたしをにらむ。

「あんたはどんな技を使えるんだ？　兄キにあんな大口たたけるんだから、さぞかしすごい技を使うんだろうな。──いや、それとも単に、兄キにくっついてる金魚のフンなのかな？」

　きっ……きっ……金魚のフンっ！

　ぷちっ。

「おおおおおっし！　じゃーあたしの力見せてあげるわっ！」

　言うなり呪じゆ文もんを唱となえ始める。

「でぉえわぁぁっ！　やめろっ！　リナっ！　頼たのむからやめてくれっ！」

　あたしは寛かん大だいにも、必ひつ死しで組みついてきたガウリイの希望に答え、唱えかけた竜ドラグ破・スレ斬イブの呪文を中断した。




「へええ、やっぱしこのあたりは人通りも多くないんだ」

　あたしは通りを軽い足取りで進みながら言う。

　あたりめーじゃねーか、ってな目であたしを見るランツ。

　タリム邸ていの下見を終えたあと、あたしたちは、物見を兼ねて、街まちの下見にと出かけた。

　そこになぜか、案内役をかって出たのがこのランツ。どうやらこいつ、ガウリイのことをすっかり気に入ってしまったらしいのだが。

　市場が立ち並ぶのは、もっぱら下町の方である。城に近いここいらは、昼間は至し極ごく閑かん散さんとしている。

「──さあ、着いたぜ、兄キ」

　ランツは足を止める。

　通りを隔へだてた向かい側に、やたらとばかでっかい家が建っている。

　敷しき地ちはタリム邸とそう変わりはないだろうが、建物の大きさが違ちがう。

　三階建てくらいの高さだろうか、庭はほとんどなく、敷地のほぼいっぱいに、どでん、ときゅうくつそうに建っている。

「ほう、ここが……」

「ええ。デイミアの家でさぁ」

　つぶやくガウリイに、あいそよく答えるランツ。

「しっかし……なんだってこんなばかでかい家、建てたのかしらねぇ……」

「てめえで考えろ」

　…………

　何なんだっ！　その態度の変わりようはっ！

　やっぱしこいつ、かなり根に持ってる！

「ま……まあまあ、リナ……」

　あたしの険けん悪あくな視線に気づき、なだめにはいるガウリイ。

「……で……？　行ってみる？」

　あたしは言った。

　全く同時に二人は眉まゆをひそめる。

「行く……って？」

「デイミアの家へ、よ。もちろん」

「でっ……！」

　思わずランツは声を上げる。

「正気か！　お前は……まっ昼間っからたった三人で殴なぐり込みなんぞ……」

「誰だれも殴り込む、なんて言ってないわよ」

　あたしは言う。

「正面から堂々と入って、玄関先でちょいと話をしてみるだけよ。こちらがそうきたのなら、向こうとしても無む茶ちやなことはできないでしょうし、それで相手の人となりとをおおざっぱに掴つかんでおく、というのも大切よ」

「──いや──やっぱ、やめといた方がいいんじゃねーか」

　腕うでを組みながら言うガウリイ。

「ミスター・タリムの話じゃあ、あんまりまっとうな相手じゃあないみたいだし……間違って騒さわぎにでもなったら、相手は一応、この街まちでは地位も名誉もあるようだから、へたすりゃあこっちが一方的に悪あく役やくにされちまう」

「ふう……ん……」

　あたしは言葉に詰つまった。

　ガウリイが、まともなことを言ったもんだから、ちっとばかし驚おどろいたのだ。

　このにーちゃん、ふだんはとことんとっぽいくせに、時々スルドイ一面を見せることがある。

「……ま、確かにそうかもしんないわね」

　あたしはあっさりと折れることにした。

　会って楽しい相手、というわけでもなさそうだし。

「じゃあ、ま、次行ってみよーか。とりあえず……そうね、ハルシフォム評ひよう議ぎ長ちようの家へなんて……」




　こん、こん。

　竜りゆうの頭を象かたどった、ドア・ノッカーを二度叩たたく。

　ミスター・タリムの話によれば、ルビアという名の助手が一人、いまだ帰らぬ評議長の、屋や敷しきにひっそり暮くらしているらしい。

　今回の件で、何かと聞きたいこともある。

　──しばしの沈ちん黙もく。

「……るすかなぁ……」

　あたしは、ハルシフォム邸ていを見上げながらぽつりとつぶやく。と──

「はーい」

　家の中、遠いところで声がする。

　──あれ？　この声……

　ややあってカギを外はずす音。

　扉とびらが開く。

　出てきた女性とまともにあたしは顔をつき合わせ、二人同時に硬こう直ちよくする。

　夕日の色の赤い髪かみ、どこか悲しげなその瞳ひとみ──

　そう。

　けさがた、タリム邸へと向かうあたしに、この一件にはかかわらないでほしい、そうささやいて姿すがたを消した──

　彼女だった。




　いきなり扉を閉めようとする、などという、あやしさ丸出しのことはやらなかった。

　警けい戒かいのまなざしで、あたしたちを見つめる。

「──何かご用でしょうか？」

　いかにもまるっきしの初対面のような口く調ちようで言う彼女。

　ほほう、そう来ますか。それならこちらも……

「ルビアさん──ですね」

　うなずく彼女。

「はじめまして。あたしたち、評議長の失しつ踪そうについて調ちよう査さしている者ですけど……」

　みえみえのうそを言ってやる。

　彼女の表情がかすかに動く。

「話なら、すべて評議会の方々に申し上げました。あなたがたが本当に正式な調査員なら、わたしがお話しすることは何もありません。どうかお関かかわりあいなきよう、おねがいします」

　とりつくしまもなく、言って彼女は扉を閉めようとする。

「一つだけ！」

　あたしは言った。ミスター・タリムが言葉を濁にごした、その本当の答えを得るために。

「評ひよう議ぎ長ちようは、一いつ体たい何の研究をなさっていたんです？」

　ぴくり……

　ミスター・タリムと全まつたく同じ反はん応のうを示す。

　一いつ瞬しゆんの間。そして彼女は、まっ正面からあたしを見すえる。

「生命の──研究を。それ以上は申せません」

　言うとそのまま扉を閉める。

「……何でぇ、あの女は!?」

　不ふ機き嫌げんな顔で言うランツ。

「──ふふぅん……」

　関わるな、か──

「──何をにこにこしてるんだ、お前は？」

　ガウリイがあたしに言う。

「いや……ちょっとね──」

　あたしはマントをひるがえす。

「すこしは面白くなってきたかな──ってね」




「う……ん……」

　眠れぬままに、あたしは幾いく度どめかの寝返りを打った。

　タリムさんちの客室の一つである。

　荷物は宿に預あずけたまま、あたしとガウリイは、ねぐらをこちらに移しかえたのだ。

　暗あん殺さつ者しやが一番活動しやすい時間は、言うまでもなく、夜。

　子供じゃあるまいし、護ご衛えいの人間が、『夜になったので宿に戻もどります』などと言ってたのでは、仕事にも何にもなりゃしない。

　で、なんで荷物だけを宿に置いているのかと言うと……

　仕事を引き受けた限り、万が一この屋や敷しきに火でもつけられようもんなら、何よりもまず、タリムさんを助ける、というのが最優先になるわけだが、その場合、はたして彼を安全な所にまでエスコートした後、なおかつ自分の荷物を無ぶ事じに守れるか──

　ま、まず無む理りだろう。

　しかしそーなると、あたしはひじょーに困る。それも並なみの困りようではない。

　荷物の中には、さまざまな『魔マジ法ツク・のアイ品テム』が入っているのだが、普ふ通つうの暮くらしを送る人には全く無用のこの品々、実は行くところに行けば、捨て値で売っても、このタリム邸が土地、傭よう兵へい、家か財ざい道どう具ぐ一式つきで丸々買えて、なおかつ一生遊んで暮らせるくらいのおつりがくるほどの額になる。

　魔ま道どうというのはこう見えて、なにかと金のかかるものなのだ。

　それだけの財産が、万が一にも灰になどなったら……

　もちろん、荷物を預けた宿屋が火事になる、などという可か能のう性せいもないわけではないが、そこまで考えていたら何もできはしない。

　しかし、あたしがなかなか眠りにつけなかったのは、ひたすらねちねちと荷物の心配をしていたからではない。

　予感──とでも言うのだろうか。実はよくあるのだ、あたしは。こういうことが。

　疲れているはずなのに、なぜかわからないけど眠れない。そんな夜に限って、刺し客かくが襲おそってきたりする。

　今夜がまさにぴったし、そういう感じの夜だった。

　ベッドの上に身を起こす。

　結けつ構こう豪ごう華かな一人部べ屋や。雇やとわれガードマンには、やや分が過ぎたもてなしである。

　タリム氏曰いわく、『わしゃヘミニストでの』とのこと。ちなみにガウリイたち男性陣じんは、交こう代たいで見み張はりに立ちながら雑ざ魚こ寝ねをしている。

　あたしはベッドを降り、スリッパを足につっかける。服は昼間と全く同じ。むろんマントなど、眠るのに邪じや魔まなものは取って枕まくら元もとに置いてあるが。

　いつ襲しゆう撃げき者しやが来ても、対応できるように、である。

　あたしは念のため、剣だけを取ると腰こしのベルトにさし、部屋を出る。

　……注目しないでね。単におトイレに行くだけなんだから……




　何人もの男たちが廊ろう下かで眠りこけていた。

　あるものは毛布にくるまり身を横たえ、またあるものは、本当は見張り番なのだろうか、立てた剣に身をもたれさせたまま眠りこんでいる。

　あたしはそんな彼らを踏ふみつけないように気をつけながら、歩みを進める。

　昼間はやや暖かすぎるくらいの気候だったのだが、さすがに夜ともなれば、マントもなしではちと肌はだ寒さむい。用をたしたのはいいが、部屋までの道が冷えていけない。

「うやーっ、さむいなァ……」

　小声でぶつぶつつぶやきながら、ふとあたしは足を止めた。

　手近な扉とびらの陰に身を寄せる。

　裏庭へと通じる小さな開き戸。

　外には、異い様ような雰ふん囲い気きが立ちこめていた。

　気け配はい──ではない。

　庭にも当然、十数人の見張りがいるはずだが、彼らにも変わった様子はない。

　しかし、殺さつ気きとも敵てき意いとも違う、それでいて鳥とり肌はだの立つようなうすら寒い、『雰囲気』としか表現しようのない妙な空気が扉の外にはあった。

　瞬しゆん間かん、ぴぃん、とした冷たいものが頭の中を駆かけ抜けるような感覚──

　──来た！──

　何の根こん拠きよも確信もなく、あたしが直感したその瞬間──

　ぎぃん！

　鋼はがねの音と悲ひ鳴めいが響ひびいた。

「目を覚さまして！　みんな！　敵てき襲しゆうよ！」

　あたしはそのあたりにいるにーちゃんを二、三人蹴けとばしてからそう叫ぶと、手近な扉から外に飛び出す。

　血けつ臭しゆうが鼻を突く。早くも犠ぎ牲せい者しやが出ているようだ。

　かがり火と、月の光に照らされて、白い刃が闇やみに躍おどる。

　暗闇の中の戦いで一番こわいのが同どう士し討うち。いきなりガウリイやロッドあたりに、間ま違ちがって後ろからバッサリとやられた日にゃあ、『あ、ゴメン』などと言われたところで手て遅おくれである。あたしは呪じゆ文もんを唱となえ、数発の『明ライテりイング』をあたりに打ち出す。

　そして──見た。

　襲おそってきた刺客たち──異い形ぎようの兵団を。




　十数人の大男たち。大男──と言っても、背は普ふ通つうよりやや高いくらいのものなのだが、問題はそのボリュームである。上じよう腕わんが、あたしのウエストほどの太さがある。

　そこから生み出されるパワーのほどは、左の手にした、握にぎりも何もない、荷車の車しや軸じくに使うような鉄の棒ぼうで攻こう撃げきを受け、右手にした斬エグゼキユ首ーシヨナー刀ズ・ソードで相手をなぎ倒たおす、などという非ひ常じよう識しきも極きわまった戦闘パターンから容易に想そう像ぞうできる。

　冗じよう談だんにでも、剣を合わせたくなどない相手である。

　しかし何より異い様ようなのは──

　その十数人の男たちが、皆が全まつたく同じ顔をしている、ということであった。

　顔立ちからすればまだ二十歳そこそこなのだろうが、頭には髪かみの毛一本すらなく、つるりと禿はげ上がっている。

　全くの無む表ひよう情じよう。相手を切り倒すその時にさえ、殺さつ意いの一かけらすら、そこには浮かんではこない。
















　おそらく──デイミアの造り上げた戦闘用人ホム造ン人クル間ス。

　確かにミスター・タリムの言う通り、こんなもんを造るような奴やつを評ひよう議ぎ長ちようなんぞにまつり上げようもんなら、アトラス・シティの悪名が、北はゼフィーリアから南はエルメキア帝国の隅すみから隅まで鳴り響ひびくのに、それほど時間は要いらないだろう。

　殺さつ戮りくのために造られた兵団は、大男たちだけではなかった。

　闇に光る赤い点は、あたしの『明ライテりイング』に照らされて、紫のウロコに覆おおわれた、大きな狼おおかみの瞳ひとみに変わる。

　体に無数の太いトゲ。

　これが、ざっと見渡して、下へ手たをすれば数十匹。

　数の上ではむろん、こちらの方がかなり有利だが、質の面では圧倒的に不利である。小こ銭ぜに欲ほしさに集まったような傭よう兵へいの士気と実力とでは、戦うためだけに造られた、ゆがんだ生いの命ちに敵かなうべくもない。

　現に屋や敷しきの中からも、ばらばらと何人かが出てくるのだが、デイミアの異い形ぎようの兵士たちを目にするや否や、おじけづき、あるいは逃げ出すものもいた。

　無む論ろん、奮ふん闘とうしている者もいる。

　闇と同化して駆かけ抜けるロッド。

　背にした剣の柄つかに手を掛け、正面から大男に突っ込んでいく。

　刀を大きく振りかぶる男の手前で進路を変更し、向かって右側を駆け抜ける。

　斬エグゼキユ首ーシヨナー刀ズ・ソードは空むなしく空くうを切り、ロッドの背から伸びた白はく刃じんは、『明ライテりイング』を照り返して輝かがやく軌き跡せきを虚こ空くうに刻きざむ。

　すれ違った男の鉄棒が半ばからごとり、と重い音を立てて地面に転ころがり、同時にその脇わき腹ばらからは、真っ赤な鮮せん血けつが噴ふき出す。

　すれ違いざまのロッドの一いち撃げきは、受けたはずの大男の鉄棒ごと、その腹を薙ないでいたのだ。

　が──

　大男の斬エグゼキユ首ーシヨナー刀ズ・ソードが、再び唸うなりを上げる。

　脇腹をかなり深くえぐられたというのに、大男は悲ひ鳴めいを上げるどころか、眉まゆひとつ動かすことなく、反撃に転じたのだ。ひょっとしたら、もともと『痛み』の感覚を持たぬように造られているのかもしれない。

　頭の高さを横に薙ぐ一撃を、ロッドは腰こしを沈めてかるくかわし、すいっ、と大きく伸び上がる。

　瞬しゆん間かん、大男の体は、縦たて一文字に断たち割られていた。

　血刀が赫あかくきらめく。




　ガウリイは抜き放った長剣をだらりとぶら下げ、無む造ぞう作さな足どりで大男の一人に近づいていく。

　無表情のまま、剣を構かまえる大男。

　二筋の銀光が交こう錯さくする。

　瞬しゆん時じに相手の剣をかいくぐり、敵の懐ふところに飛び込んだガウリイの剣は、大男の額をまともに貫つらぬいていた。

　ぐらり、とその体が、のしかかるように倒たおれ込こんでくる。

「おとっ！　とっ……！」

　慌あわてて彼は跳とび退すさる。

　そこに、空気を裂さいて何かが飛来する。

　彼の剣が再び閃ひらめき、それを大地に叩たたき落とした。

　それは、小さくとがった角つののようなものだった。

　紫色をしたウロコ狼おおかみが、自分の体に生えたトゲの一本を、矢のように打ち出したのだ。

　狼（？）は大きく息を吸い込こんで、全身に力を溜ためる。

　次の瞬間、数本のトゲがガウリイに向かって飛来する。常人ならば、とてもではないがよけきれるものではない。

　が──

　この程度の攻こう撃げきで、彼を仕し留とめようなどとは、いくらなんでもつもりが甘すぎた。

「まだまだっ！」

　ガウリイは叫びながら大地を蹴けった。

　トゲの攻撃をやすやすと見切ってかわし、その『狼』に向かって駆かけ出す。

　それが再び息を吸い込む。

　が、その瞬間、ガウリイは『狼』の目の前にたどり着いていた。

　下からすくい上げるような一撃は、ウロコにおおわれたその体を、跳はね上げることすらなく両りよう断だんする。

『狼』は、風船のはぜるような音を立てて四散した。




　で、思ったよりも奮ふん戦せんしていたのがこの人、ランツ君。

　真っ向から、大男に向かって突っ込んでいく。

　両手で持ったバスタード・ソードが、大男の剣とがっきり噛かみ合う。

　と──次の瞬間──

　噛み合った刃を支点に、ランツはくるりと体を回転させ、大男の内うち懐ぶところに飛び込んだ。

　右手を剣の柄つかから離はなし、肘ひじで下した顎あごを打ち上げる。

　声もなくのけぞる大男。

　踏み込むランツ。

　大男が体勢を整えるよりも一瞬早く、彼の拳こぶしが相手の顎あご先さきを、浅く横にかすめる。

　はずれ──

　ではない。

　大男は、かくん、とその場に膝ひざをつく。

　今の一撃で脳しんとうを起こしたのだ。

　後ろにまわり込んだランツの剣が、大男の延えん髄ずいを、もののみごとに叩たたき割った。

　どうやらこの男、剣と体術とを組み合わせて使うのを得え手てとしているようである。

「は！　いくらでも来やがれってんだ！」

　豪ごう語ごするランツの前に立ちはだかる『狼おおかみ』。

「……いや……できたら大男の方がいいんだが……」

　ランツはぼそりとつぶやいた。




　──無む論ろんその間、あたしはのほほーん、と彼らの戦いぶりを、ただ見物していたわけではない。

　第一、刺し客かくたちの方が、それを許してはくれなかった。

　あたしの間ま近ぢかで、一匹の狼が大きく息を吸い込みはじめる。

　まずいっ！

　あたしは慌あわてて呪じゆ文もんを唱となえる。

『狼』が、体に生えたトゲを一いつ斉せいに発射した！

「魔デイム風・ウイン！」

　目の前で空気が凝ぎよう縮しゆくし、衝しよう撃げき波はとなって『狼』を襲おそう。

『風』系列の弱い呪文で、相手の動きを一時止めるくらいのことしかできないが、『狼』

の放ったトゲをあらぬ方向へ吹き飛ばすには十分だった。

　あとは、体中にトゲの跡あとだけを残した紫色の『狼』が、ただおろおろと立っているばかり。

「おらおらおらっ！」

「てめぇぇぇっ！」

「このっ！　このっ！　このっ！」

　相手の攻こう撃げき力りよくが激げき減げんしたと知るや否や、ここぞとばかり、たちまち『狼』に群がってボコボコに蹴けりまくる味方の傭よう兵へいたち。

　そのほほえましい光景にあたしがしばし見入っていたその時、黒い影がさした。

　後ろに大男！

　振ふり回される斬エグゼキユ首ーシヨナー刀ズ・ソードを間かん一いつ髪ぱつであたしはかわし、相手の攻撃をよけながら、呪文の詠えい唱しようをはじめる。

　──ええいっ！

　たんっ、とあたしは地面に手をつく。

「地ベフイ精ス・ブ道リング！」

　大地の精せい霊れいに干かん渉しようして行なう、本来はトンネル掘りの術じゆつである。

　それをあたしはかけたのだ。大男の足下、真下に向かって。

　その両手が宙を掻かき、男の姿すがたは次の瞬しゆん間かん、深い竪たて穴あなの奥にすい込まれる。

　墜つい落らく死しするほどの深さではない。しかし自力ではい上がれるほど浅くもない。

「あとは任まかせたわよー」

　あたしは、近くの傭よう兵へい数人に声をかける。

『おうっ！』

　景気よく上がるときの声。

　穴の上から庭石落とすわ、油をまいて火をつけるわと、弱い相手にはとことん強気の傭兵たち。

　……あの大男、ちょっとかわいそう……

　思ったその時、あたしはある視線を感じた。

　振ふり向く。

　正門近く、白しろ塗ぬりの高い塀へいの前に、ぽっかりと黒く、人の形が浮かんでいた。

　白い仮か面めん──

　セイグラム！

　あたしは白い仮面の魔ま族ぞくに向かって駆かけ出した。




「我われ等らが言葉……無視する方を選んだか……それもまたよかろう……」

　セイグラムは、自問するかのような口ぶりで静かにつぶやいた。

　あたしはその前で、ぴたりと足を止める。

　内心ほぞを噛かんだ。

　──昨ゆう夜べ会った時には、多少酔よっていたせいか、全然気づかなかったが、こいつ、かなり高位の魔族である。

　以前あたしは一度だけ、セイグラムすらはるかに凌しのぐ力を持った魔族と戦い、勝ちをおさめたことがある。

　しかしそれも、さまざまな要よう因いんが重なった上での、かろうじての勝利だった。

　もちろん、あたしの秘ひ術じゆつをもってすれば、セイグラムを葬ほうむる自信は十分にある。しかし──

　ほんのちょっぴり、強力すぎる術なのだ。

　使えば、このアトラス・シティの半分近くがクレーターに変わる。

　対個人用で最強の攻こう撃げき力りよくを持つラ・ティルト──精アス神トラ世ル・界サイ面ドから相手の存在そのものを破は壊かいする術があれば、あるいはなんとかなるのかもしれないが、あたしはその術を使えない。

　──と、言うよりも、学ばなかったのだ。

　今イチ使いでがない上に、ちょいとばかし……その……ハデさに欠けるもんだから……

　──竜ドラグ破・スレ斬イブがあるからいいや、なんて思ってたけど、こーなるとわかってりゃ、きっちし習っときゃよかったなァ……

　ええいっ！　こーなってから後こう悔かいしても仕方がないっ！　とにもかくにもやるっきゃないっ！

「今日は『双仮面』さん、定休日？」

　あたしは言う。もう一人のギオとか言うのがいたはずだが、こちらは姿すがたが見えない。それが少し気にかかったのだが。

「ギオ＝ガイアか……それは我の与あずかり知るところではない……我はこの戦いのなりゆきを見み届とどけるよう命じられたのみ」

「『青のデイミア』に、ね──」

　あたしが言うと、セイグラムは沈ちん黙もくした。

　しかし、ギオの方の力量はとにかくとして、セイグラムほどの魔ま族ぞくを召しよう還かんして使うとは……かなりのレベルの魔道士でないとできないことである。

　二人はしばし静かに対たい峙じした。

　どう出るか──

　冷たい汗が背を伝う。

　と、その時──

「助けはいるかい？」

　後ろから、緊きん張ちよう感かんの全まつたくない声がかかる。振り向くまでもない、声の主はわかっている。

「あっちの方は片づいたの？　ガウリイ」

　内心少しほっとしながら、あたしはセイグラムを睨にらみつけたまま言った。

「大だい体たいな──ロッドもいることだし、オレが抜けたって、ま、なんとかなるだろう。けどこちらさんは魔族のひとだろ」

　何だ、その『魔族の人』ってぇのは？

　あたしは少し後退し、彼の横に並んだ。

「とりあえず──お言葉に甘えましょう」

　派は手でで強力な呪じゆ文もんが使えないこの際、彼の持つ『武器』は、かなりの戦力になる。

　が、なんとか攻こう略りやくのめどがついたと思ったその矢先──

「すまぬがな──お前たちと今、刃を交まじえるわけにはいかぬ」

　セイグラムは静かに言った。

「？」

　おもわず顔を見合わせるあたしとガウリイ。

「我が命ぜられしは、戦いの趨すう勢せいを見届けるのみ。戦えと命じられぬ以上、刃やいばを交える理由もつもりも無い」

「なぁにボケたこと言ってんのよっ！」

　あたしは叫ぶ。

「いきなり人ホム造ン人クル間スの狂バー戦サー士カーや狼の合キ成メ獣ラで人ンち襲しゆう撃げきしといて、『戦うつもりはない』なんつって通るとでも思ってんのっ！　そっちにはなくても、こっちには十分あるんですからねっ！」

「そうか……ならば仕方ない……」

　あっさりそう言うと、無む造ぞう作さに足を進めるセイグラム。思わず退すさるあたしとガウリイ。

　大地を蹴けって、白い仮か面めんが宙ちゆうに舞まう。

　その姿は次の瞬しゆん間かん、塀へいの外へと消えた。

　仕掛けると見せたのは牽けん制せいで、彼はあっさりと逃げを打ったのだ。

「逃がすもんですかっ！」

　あたしは正門をまわり込こみ、黒いマントの後を追う。

「おいっ！　待てよっ！　リナ」

　なりゆきでついてくるガウリイ。

　真夜中の追つい跡せき行こうが始まった。




　街まちは静せい寂じやくが支配していた。

　今夜は月も雲に隠かくされ、『明ライテりイング』をかけられた街がい灯とうだけが、ぼんやりとした光を放つ。

　冴さえ渡った夜の空気の中を、泳ぐように疾はしるセイグラム。黒いマントが音もなくはためく。

　夢でも見ているのではないか──

　ふと、そんな思いに取りつかれそうな、一種不ふ思し議ぎな風景だった。

　あたしとガウリイ、二人の靴くつ音おとと息づかいだけが聞こえる。

　白仮面は、昨ゆう夜べのようにふわり、と闇やみにとけ込んだりはしなかった。それをやられると、こちらは全まつたくお手上げなのだが、してみるとあの能力はギオのものだったのか、そうでなければ──

　誘さそいか。

　ガウリイが何を考えているのか──あるいは何も考えていないのか、その表情からは窺うかがい知ることはできない。

　奇き妙みような一行は、あるいは人の途と絶だえた大通りを駆かけ抜け、あるいは細い裏うら路ろ地じを走る。

　──あたしは気づいていた。

　この道は、『青のデイミア』の屋や敷しきへと通じるルートだと。




　セイグラムが忽こつ然ぜんとその姿を消したのは、あたしたちの前に、大きく古めかしい造りの館やかたが姿を現わす直前のことだった。

　思った通り──

　そこは、『青のデイミア』の館だった。

　敷しき地ちの割には狭い庭に、警けい備びの姿はなかったが、家の窓からは晧こう々こうたる明りが漏もれている。

　──しかし気に入らない。

　思った通りすぎるのが。

　誰だれがどう見たところで、きっぱりはっきり罠わなである。

「やっぱり……ここね」

「知ってるところなのか？」

　あ……

　ガウリイの問いに、あたしは思わずその場に膝ひざをつく。

「あ……あんたねぇ……昼間来たでしょーがっ！　ランツに案内されてっ」

「──そうだっけ……？」

　腕うでを組み、考え込こむ彼。

「うーん……やっぱり昼と夜とでは、印いん象しようが違うからなァ……」

　しみじみと言う。そーいう問題かっ？

「で……どこなんだ？　ここ……」

「デ・イ・ミ・ア・の・い・え」

「おおうっ！」

　ポンッ、と手を打つガウリイ。

「そうだと思った！」

「正解聞いてからそうだと思うんだから……苦労のない人ねぇ……と、夜中にンなところで掛け合い漫まん才ざいやってる場合じゃないっ！　とにかく──行きましょう！」

「──って、どこへ？」

　頼たのむっ！　誰だれか代わりにこいつの相手をしてやってくれっ！

「デ・イ・ミ・ア・の・い・え・へ」

　切れる寸前まで沸わき起こったムカムカをかろうじて抑おさえながら、あたしは言う。

「ふむ──しかしな──」

　ガウリイは真顔で言った。

「オレのカンでは──罠わなだぜ、これは」

「わかってるってーのよっ！　ンなことっ！」

　あたしはとーとー叫んだ。

「これが罠以外の一いつ体たい何に見えるってぇのよっ！　けどねっ！　罠なら罠で、わざと引っ掛かってみなきゃ、相手のつもりもわかんないでしょーがっ！　そりゃあ怖こわいもの知らずの向こう見ずってのは単なる馬ば鹿かだけど、怖がって、慎しん重ちよう論ろんばかり唱となえてて何もしないってのは、はっきし言って馬鹿以下よっ！」

　はーっ。はーっ。

　一気にまくし立て、あたしは肩かたで荒い息をする。

　その肩に、ぽんっ、とガウリイがやさしく手をかける。

　──え？

「リナ……」

　あたしの瞳ひとみをじっと覗のぞき込こみ、静かな声で彼は言う。

　ち……ちょっと……そうとーとつにマジでこられると、思わずうろたえちゃうじゃないの……

「いいか──よく聞け──」

「な……何よ一体……いきなり真ま面じ目めな声出して……」

　声がうわずっているのが自分でわかる。

「夜中に騒さわぐと近所迷めい惑わくだぞ──」

　──あたしの無言のパンチが、ガウリイの顎あごに炸さく裂れつした。




「やっぱし罠わなだね、こりゃ」

「ああ、やっぱり罠だ」

　あたしたちは無人の廊ろう下かを行きながら、声を低めて言葉を交かわす。

　言うまでもなく、デイミア邸てい内ないの廊ろう下かである。外から見た時、晧こう々こうと明りがついていたもんだから、これはてっきり、中には警けい備び兵へいたちが掃はいて捨てるほど待ち構かまえているものと思ったのだが……

　これがまあ、もののみごとに人っ子一人いないこと。

　廊ろう下かの途と中ちゆうにいくつも扉とびらはあったが、傭よう兵へいたちの寝場所にでもなっているのか、部へ屋やの中からはいくつものいびきが聞こえるだけ。人の気け配はいがない部屋の扉とびらを開けると、単なる物置だったりする。

　──他ひ人とにあんな刺し客かくたちを送りつけてくるよーな生き方をしてるやつが、ふつーこんなずさんな警備をしてるかどうか？

　無む論ろん、答えはノー。

　ならば理由はただ一つ。

　誘さそっているのだ。あたしたちを。

　どこかへ。

　──とまあそーいうことで、そろそろその『どこか』とやらに着いてもいいはずなのだが、この屋や敷しきがまあ、だだっ広いこと！

　外から見た時からして、かなり大きな建物だとは思っていたのだが、いざ中に忍び込んでみると、これがまたすごい。

　造りがほとんど迷路！

　まっすぐ歩いているつもりでも、ふと気がつくと、入ってきた扉の前に立っていたり、階段なんぞ一度もお目にかからなかったというのに、扉を開けると三階建ての館やかたの屋や根ね裏うら部べ屋やだったりと、とても正気の沙さ汰たとも思えない住宅設計。

　ま、正気の奴やつが、あんな人ホム造ン人クル間スの軍団を造ったりしないとは思うが。

　ともあれ、そんなこんなでかなりの間、あちこちうろつき回ったあげく、あたしたちはようやっと、一枚の扉の前に辿りつく。

　破は邪じやの印いん──五ご芒ぼう星せいが刻きざみ込こまれた、金薄張りの大扉。明らかに、何らかの魔ま道どうを行なうための部屋である。

　扉の向こうに人の気け配はい。

「ここが……か？」

　ガウリイが低い声で尋ねる。

「まず間ま違ちがいないわね」

　あたしは答えた。

「罠は承知の上だけど、この際突入するわよ。覚かく悟ごはいいわね、ガウリイ」

「いいわけがねーだろうが……」

　あたしは彼をにらみつける。

「何よいまさらっ！　この期ごに及んで往おう生じよう際ぎわが悪いわよっ！」

「なんでオレがお前の気まぐれにつきあって往生しなくちゃならねーんだよっ」

「──ま、世の中なんて不ふ条じよう理りなもんなのよ」

「『不条理』の一言で片付けるなっ！」

「──へええ……」

　あたしは感心して言った。

「あなた、『不条理』なんて単語の意味、知ってたの？」

「知らんっ！　適当にあいづちを打ってるだけだっ！」

「……あ……」

　小声で言いあうあたしたち。大きな声を出せない上に、うかつにコケて音を立てるわけにもいかないので、今イチ会話のノリに迫はく力りよくが欠けるが。

「けどさ……突つっ込こむ気がないんだったら、なんでこんな所までついてきたのよ？」

「お・ま・え・が・メチャをするのを防ぐためだっ！」

「あたしのどこが無む茶ちやだって言うのよっ！」

「全部だ！　全部っ！　大体、この扉とびらを開けて、お前まず第一に何をする？」

「とりあえず──火フア炎イアー・球ボールあたりを二、三発ぶち込んで……」

「それがメチャだっつーんだっ！──第一、この事件、たぶんまだ裏があるぞ」

「知ってる。ハルシフォム評ひよう議ぎ長ちようのことを話す時のタリムさんの態度……ま、どうもここのデイミアも一枚かんでるようだし、とりあえずは彼にいろいろとしゃべってもらいましょうよ」

「……へ？」

　いともあっさりとあたしが言うと、彼は一いつ瞬しゆんぽかん、となる。

「お──おいおい、気づいてるんならなおのこと、ここは一つ慎しん重ちように……」

　えーいっ、ここまで来といて思い切りのないことをっ！

「待って！　ガウリイ！」

「え？」

　あたしは彼の言葉を制すると、ひた、と扉に耳をつける。

「──どうした？」

　まだまだ彼も甘い。あたしの行動パターンを読み切れてない。

「どうやら──どうでもこの中に入らなくちゃあいけなくなったわ」

「なに!?」

　慌あわててあたりを見回す彼。

　しかし、扉の向う側以外に気け配はいはない。

　いぶかしげな顔をあたしに向ける。

「どうしてかって言うと……こうするからよっ！」

　あたしは有う無むを言わさず扉を蹴けり開けた。

　ほーら、これでもう一いち蓮れん託たく生しよう。

　ガウリイの目が点になっていた。




　扉をくぐり、二人は足を止める。

　膨ぼう大だいな空間が目の前に広がっていた。

　そこは、正円形の巨大な部へ屋やだった。おそらくこの部屋だけで、このばかでかい屋や敷しきの、優に半分以上を占めているだろう。

　で、そこに何があるかと言えば、床ゆかいっぱいに描かれた、大きな魔ま法ほう陣じん──破は邪じやを意味する、北を頂点とした五ご芒ぼう星せい。

　──破ルー法ン・封ブレ呪イカーか……

　五芒星を使った結けつ界かいをつくり、その中での魔ま力りよく干かん渉しようを弱める術じゆつである。この術の特とく徴ちようは、その結界の力が、陣じんをつくった術者の力量ではなく、単に結界の総面積に比例する、ということである。

　つまりは、ある程度の大きささえあれば、誰だれがつくった結界であろうとも、あたしの術を封ふうじ込こめることすらできるわけだが──

　この程度の大きさのものなら、はっきし言ってほとんど問題にはならない。

　部屋の反対側に何かの祭さい壇だん。

　その前に佇たたずむ、一人の男──

　その顔には、狂気の笑えみが浮かんでいた。

　半ば禿はげ上がった頭、漆しつ黒こくの髪かみと髭ひげ。ぎょろりと大きな目は、始し終じゆう落ちつきなくきょろきょろと動いている。そして──

　身に纏まとった青いマント。

「ミスター・デイミア？」

　あたしが声をかけると、男はずざっ、と後あと退ずさる。

「タリムの刺し客かくか！」

　ただでさえデカい目をさらに大きくかっ開いて、いきなりかん高い声を上げる。思わずたじろぐあたしたち。

「いや……そりゃ今はいちおー……」

　バカ正直に答えるガウリイ。

「やはりそうか！　はは……やはりそうだったのか！　あのひきがえるめ！　私にあんなことをやらせて、最後は私を殺すつもりだったんだ！……そうとも……そうとも！　ひははっ！　私にははじめからわかっていたのだ、そんなことは！　知らないとでも思っていたのか！　この私が！」

　思わず顔を見合わせるあたしたち。おいおい。

「やだよーガウリイ、あのおっちゃん、完全にキレてるよー」

「泣くな。この仕事を受けたのはお前だぞ」

　なおも部屋の反対側で、意味不明の笑いを交まじえながら、わけのわからんことをわめき続けるデイミア。ううっ、いやだよー。こわいよー。

　しかし──

　気になるセリフをデイミアは言った。『あのヒキガエルめ、私にあんなことをやらせて──』

　このヒキガエルというのは、おそらくタリムさんのことを言っているのだろうが──あんなことをやらせて？

　これはちょいとばかし、よく聞いてみる必ひつ要ようがありそうである。

「待って！　あたしたちはあなたに危害を加えるつもりはないわ！」

　あたしは声を上げた。

　デイミアは言葉を切り、きょとん、とした目であたしたちを見つめる。

「……よくもまあ、口から出まかせを……」

　隣となりでボソリとつぶやくガウリイ。とりあえず無む視し！

「刺し客かくじゃ──ない？」

　デイミアは、まじまじとあたしを見つめる。

「ええ。刺客なんかじゃないわ」

　しばしの沈ちん黙もく。ややあって、デイミアは笑えみを浮かべる。

　狂気の笑みを。

「そうか……はひひ……わかったぞ!!　そうとも、わかっているんだ！　タリムの刺客じゃあないということは……お前たち、私の可か愛わいい合キ成メ獣ラたちを盗みに来たな！」

　……おい……

「わかっているとも……しかし渡さん！　あれは私の可愛い子供たち！　渡してたまるものか！　渡さんぞ！」

　あー。

「ちがうってばっ！　あなたの合キ成メ獣ラを盗むつもりなんて全然ないのっ！」

「……強ごう盗とうじゃ……ない？」

　またもやまじまじと見つめてくれるデイミア。そして再び浮かぶ笑み。

「そうか……はは……わかったぞ！　強盗じゃないということは、お前たち、タリムの刺客だろうがっ！」

　あ……あ……ああああああああああっ！

　思わずあたしは頭を抱かかえた。

「……そもそも、まともな会話を期き待たいした方が間ま違ちがっていたわけだな」

　ボソリ、と言うガウリイ。

「うん。あたしが悪かった」

　反省するあたし。

「こうなったら、とりあえずあいつをとっ捕つかまえて、それからいろいろと聞くことにするわ。あんまし手て荒あらに扱あつかっちゃあだめよ」

「お前さんこそ、メチャするんじゃないぞ」

「わかってるわかってる」

　軽く言って手を振り、一歩踏ふみ出す。

　ずざざっ、とハデに後あと退ずさるデイミア。

「く……来るなぁっ！　こっちへ来るんじゃないっ！　ふははっ……き……きさまら下げ賤せんの身で、この『青のデイミア』を傷つけるつもりかっ！　できはせん！　できはせんぞ！　そんな真ま似ねはっ！」

　はいはい、そーですか。

　構かまわず、ふたりはまっすぐに部へ屋やを横切る。

「ちかづくなぁぁっ！　それ以上近づくと……近づくと……」

「近づくと──どうなるって？」

「こ……こうなる……」

　デイミアが、手近にあった紐ひものようなものをくいっ、と引っ張ぱる。

　がっぱん。

　足下の魔ま法ほう陣じんが、そのまま巨大な落とし穴に早変わりする。

「あ」

　なるほどぉぉぉぉっ！

「リナ！」

　空中でしがみついてきたガウリイが叫ぶ。

「魔法でなんとかしろっ！」

　言われるまでもないっ！　すでに呪じゆ文もんは唱となえ始めている。

「浮レビテー遊シヨン！」

　あたしの浮レビテー遊シヨンは、馬車一台くらいの重量なら、楽に支えることも可能である。デイミアの結けつ界かいで多少パワーは落ちているとはいえ、ほとんど影えい響きようはない。二人の落下がピタリ、と止ま……らんなァ……？

　おわぁっ？

　落下速度はかなりおそくなったものの、なおも二人は、底も見えない深い穴を落ち続けている。

「どうした！　まだ落ち続けてるぞ！」

「わかってる！　でも心配しないでっ！」

　原因の予よ測そくはつくが、今はそれを説明している時ではない。

「一人分の重量なら支えられるわ！」

　ひくぅっ。

　ガウリイの顔が引きつった。

　がしっ！

　力いっぱい抱きついてくる。

「ち……ちょっ……！」

「リナ！　一いつ緒しよに死のうっ！」

「ちょっとっ！　今のは冗じよう談だんだって……こらっ！　変なところを……わわわわっ！」

　空中でバランスを崩くずし、まともに落ちていく二人。




　ざばしゃべぼーん！




　盛せい大だいな水音と共に、巨きよ大だいな水柱が上がった──と思う。

　むろんその時には、あたしはきっちり気を失っていた。








　　　三、結けつ界かいの　水底深く眠るもの









「う……」

　あたしは小さく呻うめいて身を起こす。

「気がついたようだな」

　横手から、ガウリイの声がする。

　暗くら闇やみの中、かろうじて彼のシルエットだけが見える。

「ん……ちょっと待って」

　へたりこんだまま、あたしは胸のまえで両手を合わせ、呪じゆ文もんを唱となえる。

「光よ！」

　両手の間に生まれた光の球を、ぽぅん、と空中にほうり投げる。

　それは普ふ通つうの部へ屋やの天てん井じようほどの高さでぴたり、と静止し、思っていたより弱い光であたりを照らす。

「ここ……は？」

　あたしはあたりを見渡した。

　一面の水がひろがっていた。

　あたしたちが落とされた、あの魔ま法ほう陣じんの部屋よりもさらに広い空間に。

　デイミア邸ていが丸々納まってしまうほどの大きさがある。

　深さもわからぬ巨大なプールの水面から、上に小さな部屋くらいならつくれそうなほどの太さを持った柱が五本、すこしだけ顔をのぞかせている。あたしたちが今いるのも、そのうち一本の上だった。

　プールの形はきれいな正円形。五本の柱を線で結べば、北を頂点とした五ご芒ぼう星せいが描ける。

　上の部屋と全まつたく同じ印いん。

「破ルー法ン・封ブレ呪イカーか……」

　言ってあたしは顔をしかめた。

「なんだ？　そりゃ？」

　尋ねるガウリイ。

「むつかしい理り屈くつは面めん倒どうなんでパスするけど、とにかくこの結けつ界かいの中だと、呪文の力が弱まるのよ。落っこちるとき、『浮レビテー遊シヨン』が効ききにくかったってぇのもそのせいよ」

　この破ルー法ン・封ブレ呪イカー、本来は攻こう撃げき魔ま法ほう、呪法など、害意あった上でかけられた魔法の力を激げき減げんさせる、というシロモノである。

　しかし、人じん畜ちく無む害がいな『浮レビテー遊シヨン』までが弱体化された、ということは……

　おそらくは、地下と地上とに二重に結けつ界かいをはって、効果を倍加──いや、相そう乗じようさせ、なおかつそれに手を加え、魔力そのものに対して干かん渉しようを及ぼすようになっているのだろう。

　現に、あたしがついさっき放った『明ライテりイング』さえ、はやその輝かがやきを減じつつある。

　デイミアおぢさん、副ふく評ひよう議ぎ長ちようのかたがきも、あながちダテではないようである。

「けどこれは……なかなかやっかいなことになっちゃったなァ……」

　あたしはひとり、つぶやいた。

「──けどよ、つまりはこの『結界』とかを壊こわしちまえばいいわけだろ？」

　いとも気楽に言うガウリイ。

　あたしは深く息をつく。破ルー法ン・封ブレ呪イカーを破るには、五ご芒ぼう星せいを崩くずしてやればいいのだが──

「そりゃそうなんだけど……この結界を壊す、ってぇのは、この五本の柱のどれかを根っこからぶち倒す、ってことなのよ」

「お前の呪じゆ文もんを使えばいけるだろ」

　……にーちゃんなぁ……

「……あなたね、人の話、聞いてるの？」

「──なんで？」

「呪文の効果を殺そぐ、って言ったでしょーがっ！　今あたしはっ！　ンなことができりゃあ、最初っから悩んでないわよっ！」

「……そうだっけ……？」

　えぉうるぁああああああっ！

　し……しまいにゃ脳みその血管切れるぞ、あたし！

「……何を頭抱かかえてうずくまってんだ？　お前は」

「なんでもないっ！」

　言ってあたしは立ち上がる。

　服から大量の、水のしずくがしたたり落ちる。

　二人とも、べちょべちょの濡ぬれねずみである。服が全然乾かわいていないところをみると、それほど長い間、気を失っていたわけではないらしい。

「しかしとりあえず、この服をなんとかしなくちゃなァ……」

「まあね。このままじゃあ風か邪ぜひいちゃいそうだし……」

「うーん、そうすると、ここはやはり……」

　言ってにまり、と笑うガウリイ。

「パターン通り、服を脱ぬいで、体で暖めあうか！」

　むかっ！

　パン！　と音を立て、両手を胸の前で合わせる。呪文を唱となえながら、その手を左右にゆっくり開く。

　彼の顔色が変わる。

「ち、ちょっと待て、リナっ！　冗じよう談だんだっ！　冗談だってばっ！　オレが悪かった、反省してるっ！　ちょっ……」

　慌あわてるガウリイ。無む視しするあたし。

「火フア炎イアー・球ボール！」

　あたしの放った光の球、鉄をも溶とかす火炎球は、まともにガウリイに直ちよく撃げき、炸さく裂れつする！

「うわっ！　ちっ！……と……？」

　体を熱気に巻かれつつ、彼は間まの抜けた声を上げ、つづいて自分の体を、ふしぎそうにしげしげと眺ながめる。

　普ふ通つうなら鉄をも溶かすあたしの火フア炎イアー・球ボールは、破ルー法ン・封ブレ呪イカーに力を殺がれ、ただの熱気と化していたのだ。

「どう？　これで服、かわいたでしょ？」

　あたしは笑ってウインクを送る。




「さて、と、服も乾いたところで……」

　言うとあたしはぐるりとまわりを見渡した。

　──とりあえず、見渡してどうこうなるよーな問題でないことだけは判わかった。

「どうだ、何とかなりそうか？」

　不安げな表ひよう情じようで尋ねるガウリイ。

「うーん……むつかしいところね……」

　あたしははるか上を眺ながめて言った。二人が落とされた穴はとっくに閉じてしまっているのだろう。『明ライテりイング』の光も届とどかぬその高みは、ただただ闇やみがわだかまるばかり。

「──まあ確かに、あなたが言ったみたいに、どうにかしてこの結けつ界かいを壊こわすより他ほかにテはないみたいだけど……」

　視線を、たゆたう黒い水面に移す。

「どのくらいの深さがあるのかもわからんなァ……」

　水の中をのぞき込こみながら、ガウリイが言う。

「しかし、なんだって水なんぞが張はってあるんだ？　ここには」

「たぶん……デイミアが、『水』のステータスを持っているんでしょうね」

　あっさり言って、ちらり、と彼の方を見る。

「……なんだって？」

　あ、やっぱしわかんなかったか。

　さてさて、一いつ体たいどう説明すればいいものやら……

「んー、なんて言うかなァ……ほら、よく人をたとえて、『キツネみたいなやつ』とか、『ネコみたいな性格』とか言ったりするでしょ」

「……ふむ」

　一いつ瞬しゆんの間を置いてうなずくガウリイ。

「つまり、魔ま法ほうにおいても、似たようなことが言えるわけで、『火』と相あい性しようのいい人、『水』と相性のいい人、なんてのがいるわけね」

　──まあこれは、地、水、火、風の要よう素そを使って行なう精せい霊れい魔ま術じゆつに限っての話だが、黒魔術、呪じゆ術じゆつ、精神世界面を利用した精霊魔術、はては白魔術にまで解説を加えると、それこそただ彼を混こん乱らんさせるだけのことになってしまうので、とりあえず、そこいらの解説はパスする。

「で、たとえば『水』と相性のいい魔ま道どう士しが、水に関係する術を使った場合、その効果が増す、なんて現げん象しようが起きるんだけど……」

「──つまり──なんだな、その『水のステータスがある』ってぇのは、『水と相性がいい』ってことなわけか」

　一瞬考えてから言うガウリイ。

「ま、そういうことね。で、そういったタイプの人は、術になんらかの形で、その『得意な要素』を関かかわらせることによって、術の力を増す、なんてこともできちゃうわけよ。

　例えば──結けつ界かいに水を張はって、その力を増ぞう幅ふくする、とかね」

「ふうん……」

　ガウリイは腕うでを組む。

「つまりデイミアは、魔ま法ほうを弱らせる結界をつくり、それを水びたしにすることによって、その効果を増した、って、そういうことか？」

　あたしは大きくうなずいた。

「そういうこと。──とは言っても、あくまでも予よ想そうだけどね──ともあれ問題は、この水のなかがどうなってるか、ってことで──」

　あたしは再び『明ライテりイング』を唱え、光球を水面下に叩たたき込こむ。

「……あれ？」

　水中で皓こう々こうと輝かがやく『明ライテりイング』を眺めながら、ガウリイはふしぎそうな顔をする。

　ははあ。

「あなた、なんであれが水のなかでも消えないんだろう、なんて思ってるでしょ」

「え……ああ」

　あたしが尋ねると、彼は首を縦たてに振ふる。

「ランプやたき火なんかは、何かが燃えて光と熱とを発するわけだけど、この『明ライテりイング』ってのは魔法の光。なにかが燃えて光ってるってわけじゃないのよ。だから水の中でも消えたりしないのよ」

「ふぅん……便利なもんだな……しかし、それはいいけどさ……」

　彼は腕を組んだまま、照らし出された水の中を眺ながめて言う。

　ううむ。あたしもしばし言葉を失う。

　深いっ！

　この結界、とことん深くできている。

　肉食魚のたぐいが放し飼がいになっている、などという物ぶつ騒そうなことはないようだったが、潜もぐって底までたどりつくのはことだろう。

　底の方に、結界を形作る印しるしだろうか、なにやら紋もん様ようのようなものが描かれているのが見える。そしてその中央に──

「なんだ？　ありゃあ？」

　ガウリイが言う。

　結界の中心部に、何やら巨大な、宝玉のようなものが沈んでいる。エメラルドをずっと薄くしたような色。中に何かが入ってでもいるのか、その表面には、妙みような形の影が浮かんでいるが、距きよ離りと水面の反射のせいで、よく見えない。

「さあ……」

　あいまいな返事を返すあたし。

　しばし黙だまってそれを見つめる二人。

　ややあって、ポソリと彼はこう言った。

「オレには……そうだな、でっかいエメラルドの中に人が入っているように見えるんだがな……」

「えぇええっ……」

　あたしは思わず声を上げた。




「うーん、確かに人影だと思うんだがな……」

　身を乗り出すようにして、ガウリイはそれを見つめる。

　よっぽど目がいいのだろう。あたしも視力には自信がある方だが、それでもそれは、単なる黒い影としか見えない。

「確かめる必ひつ要ようがありそうね。根こん拠きよは全然ないけど、どうもあれ、この結けつ界かいのポイントになってるような気がするわ」

「確かめる──って、どうやって？」

「とりあえず──」

　けりっ！

　あたしはいきなり後ろから、彼の腰こしを蹴けりつける。

「どぉうわっ！　どわっ！」

　ずばしゃーん！

　景気のいい水音を上げて、柱の上から落っこちる彼。

「何をするんだっ！　いきなりお前はっ！」

　水面から顔を出し、ガウリイがわめく。あたしは柱の端にちょこん、としゃがみ込こみ、彼を見下ろしながらのほほん、と言う。
















「いやぁ、とりあえずあなたに調べてきてもらおうかと思って……あたし、また濡ぬれるのヤだし……」

「ほほほおぉぉぉう」

　彼はにやり、と笑い──

「え、うわきゃーっ！」

　いきなり足を引っ張ぱるなっ！

　ざばべーん！

　あたしはまともに水の中へと落ち込んだ。思わず反射的に水を飲み込み──

　意識が暗あん転てんする。




「う……うぷぅ……けほっ……」

　あたしは身を起こし、二、三度せきこんだ。

「よお、気がついたか？」

　二度目のセリフを言うガウリイ。

「いきなり何するのよっ！　あんたはっ！」

「……人のこと言えた義ぎ理りじゃないと思うんだがな……オレは……」

　言いつのるあたし、受け流す彼。

「いきなり溺おぼれるとは思わんかったが……しかし、人工呼吸までしてやったってぇのに、その言い草はないだろう」

「なぁにがっ！　人工呼吸くらいで……人工……呼吸？」

　はたっ、とあたしは言葉を切る。

　人工呼吸……って、まさか口と口で！

　瞬しゆん時じに顔に血が登る。ちらり、と彼の顔を盗ぬすみ見る。

「あ……あのー……人工呼吸……って……」

「うつぶせにして背中を踏ふんづけた」

　がしっ！

　思わずコケて、おでこを打つあたし。

　こ……こひつはーっ！　レディを何と心得るっ！

「何だよ……あ、わかった、お前、オレが口移しの人工呼吸したと思ったんだろ？」

　からかうような口く調ちようで彼は言う。

「お……思ってなんかないわよっ！」

　思わずあわてて反はん論ろんするあたし。

「ムキになってるムキになってる」

「なってないってばっ！　そ……それより、この結けつ界かいよっ！　問題なのは……」

「ふむ……」

　彼は視線を水面に移す。

「まあ、お前さんをからかっていても、何の解決にもならんことは事じ実じつだな……」

　あ……あのなあ……

「しかし、こいつぁ実じつ際さいの話、普ふ通つうの人間が潜もぐれる深さじゃないぞ。とてもじゃないが息が続かん」

「うーむ……」

　濡ぬれねずみのまま、あたしは腕うでを組んで考え込む。

「しかし、水の中でも息ができる魔ま法ほう、なんてのはないのか？」

「……へ？」

　思わず問い返すあたし。

「だから、水中で呼吸できる魔法、だよ」

「うーん……」

　あたしは頭を掻かく。

「──ないのか……」

　がっかりした表情で言うガウリイ。

「いや……そうじゃなくて……そーいえばその手もあったな、なんて……」




　あたしは再び、水の中にほうり込まれた。




「さあて、それじゃあちっとばかし行ってくるわ」

　あたしは水から上がって服を乾かわかし、水中遊ゆう泳えいの準じゆん備びをする。

　準備──と言っても、それほどたいそうなもんではない。単に呪じゆ文もんを唱となえるだけなのだが……

　水中での呼吸、という条件を満たす呪文のストックは、二つあった。

　一つ。水の系列の呪文で、水そのものを呼吸できるようにする術じゆつ。

　そしてもう一つ。風の系列の呪文で、あたしのまわりに風の結けつ界かいをつくり、それごと水の中に潜っていく、というもの。でっかいシャボン玉の中に入って潜るようなもんだと思っていただければいい。

　あたしは後者を選んだ。前者には、ある致ち命めい的てきな欠点があったのだ。

　すなわち──またもや水に濡れてしまうこと。

　あたしは呪文を唱えはじめる。風が渦うず巻まき、あたしを包む。

　ふわりと足が、地面を離はなれる。

「翔レイ・封ウイ界ング！」

　あたしはかなりのスピードで、水の中へと突つっ込こんだ。




　本来は高速飛行用のこの術じゆつで水に潜もぐることができる、などということにあたしが気づいたのは、他ほかでもない、海岸でこの術で遊んでて、コントロールをミスって海に突っ込んだからである。

　……ないしょだけど……

　術者をとり巻く風の結けつ界かいが、水の中でも有効なのだ。

　むろんこの術も、破ルー法ン・封ブレ呪イカーの干かん渉しようをまぬがれることはできない。あたしをとりまく風の結界も、ふつうの時よりずっと小さいし、移動速度だってかなり落ちている。

　──息苦しくなったら、すぐ水面に出ることにしよう。これで窒ちつ息そく死しでもしようもんなら、末まつ代だいまでの笑いモンである。

　しかしまあいくらなんでも、水底にとどく前に、風の結界の空気がつきる、などという腐くさったことにはならないと思うが……

　目もく標ひようの、巨大な宝玉が迫せまる。

　水の上から見ただけでは、イマイチ距きよ離り感かんがつかめず、それの大きさも判はん然ぜんとしなかったのだが、いや、こうして見てみると、確かに人が入れるほどの大きさがある。

「ふむ……」

　ここまでは、さっきあたしがつくった『明ライテりイング』の光も、うすぼんやりとしか届とどかない。

　あたしは再び『明ライテりイング』を唱え、それの間近に打ち出した。

「！」

　あたしは思わず絶ぜつ句くする。

　そう──

　その巨大な宝玉の中には、確かに、一人の男が横たわっていた。

　眠っているかのように、静かに目を閉じて──




「こ……これは……」

　あたしはその側そばに、風の結界を佇たたずませる。

　そこは、この破ルー法ン・封ブレ呪イカーの中心──すなわち、その影えい響きよう力りよくが最も強いところだった。

　巨大な、薄いエメラルドの色をした宝玉の中に眠る男──

　長い髪かみ、そして身に纏まとったマントとローブは、明らかに、高位の魔ま道どう士しとしての身分を示すものだった。

　背は高からず、低からず。

　中年と言うには若すぎるが、青年と呼ぶにはやや齢よわいを重ねている。

　目は閉じられたままだが、なかなかの美形ではある。

　エメラルド色のフィルターを通しているせいで、服などの色までは判わからないが。

　まさか、この人が──

　ある考えが、あたしの脳のう裏りをよぎる。

　しかし、もしもそうだとすると──

　あたしはゆっくりと、風の結けつ界かいをそれに近づけていく。

　エメラルドの一部が、あたしの結界に触ふれる。

　その瞬しゆん間かん──

　──誰だれです？

　声が、あたしの頭にひびいた。




「……思テレ念パ波シー……」

　あたしは思わず、声に出してつぶやいていた。

［あなた……女のかた──ですか……敵てき意いはないようですが……とすると、タリムやデイミアが妙な気を起こしたわけでもなさそうですねぇ……］

「え──ち、ちょっと、若じやつ干かん話が見えないんですけど──」

［──あ、別に声は出さなくていいですよ。思テレ念パ波シーですから］

『声』に指し摘てきされ、あたしは思わず赤面する。

　思テレ念パ波シーというのは、言葉ではなく精神を使って誰だれかと意志の疎そ通つうを行なう、という術じゆつで、むろん、思ったことをいちいちしゃべる必ひつ要ようはない。

　この術を使うには、生まれ持った特殊な体質が必要とかで、これを使える魔道士はきわめて少ない。かくいうあたしも、この術ばっかしは使えない。

　つまり今の状態は、思テレ念パ波シーを使えるだれかさんが、自分の思いをあたしに伝え、それに対するあたしの考えを読み取っている、ということになる。

　──ひょっとするとこの術、魔道とはまた別のものなのかもしれない。現に今も破ルー法ン・封ブレ呪イカーのただ中にあって、何らその干かん渉しようを受けていないように思える。

［──で、あなたは一いつ体たいどちらさんなんでしょーか？］

　あたしの問いに、男はのほほーんとした調子で応こたえた。

［あ、申し遅おくれました、私、アトラス・シティの魔道士協会評ひよう議ぎ長ちようの、ハルシフォムと申します］

「は……はるしふぉむうっ!?」

　またもや思わず大声を上げるあたし。

　──まさかとは思ったけど、やっぱり……

　しばしの沈ちん黙もく。

［……い……いきなり大声を……じゃない、そんなにびっくりしないでください］

［──だ……だって、そりゃああたしじゃなくても驚おどろきますよ。あなた確か、半年ほど前に失しつ踪そうしたって……］

［失踪させられたんです。あの二人に］

［……あの二人と言うと……その……］

［──そう、タリムとデイミアにです］

　ぬぁぁにぃぃぃっ！

　裏のある事件だとは思ってたけど、やっぱし……

　あのおっさん……っ！

［あの二人、おそらく、評議長の座、なんぞというくだらないもんに目がくらんだんでしょうねぇ……ある日タリムが……と……］

［──どうしました？］

［……よく考えたら、私はあなたの名前も知らない。こんな所にいらっしゃるのですから、ただの通行人、などというわけはないとは思いますが……］

［あたしは──リナ。リナ＝インバースと言います］

［──ほう、あなたがあの］

　あたしは彼に、ことのなりゆきをかいつまんで説明する。途と中ちゆうで二度ほど、纏まとった風の結けつ界かいが弱まり、水上に顔を出したが。

［──とまあ、そういうわけでこうしてあなたとお会いしているわけですが……］

［──なるほど……心しん理り描びよう写しやはとにかく、これでだいたいことのあらましは解りました。──とすると、あなたもまんまとタリムに言いくるめられたくちですか……私もおびき出されたあげく、こんな変なものの中に、あっさりと封ふうじ込こまれてしまいましたが……いやいや、あれはなかなか、食えない男ですよ］

　……まあ確かに、あんまりおいしそうな顔でないことは確かだが。

［──美お味いしい、ですって？］

　あ、しまった、こっちの思ったことは伝わるんだった。

［……いえいえ、何でもないんです……で、いちおー関係者のあたしとしては、事情の説明なんぞをしていただけるとありがたいんですけど……］

［ええ……いや実は、半年ほど前のことなんですがね、ある日ある時、タリムに『重大な話』とやらで呼び出されましてね……のこのことついて行ったんですよね、私。これがまた……で、たどりついたのがこのデイミア邸てい、というわけでして……上の部へ屋やのまん中あたりで、いきなりスライムみたいなのをけしかけられて、あわてて術をつかおうとしてもままならず……で、そのスライムみたいなのにねり固められて、そのままここへどっぽーん、と……］

［──ははあ、このエメラルド色のは、それの固まったもんなわけですか……］

［──そーです。おそらく評ひよう議ぎ長ちようの椅い子す欲しさに、タリムとデイミアがつるんだんでしょうけど……あ、やっぱり仲なか違たがいしましたか、あの二人。あはは］

　あはは、じゃないって。

　人ごとみたいに言うなァ、この人。

　しかし──腹が立つのはタリムのおっさんっ！

　どうりでハルシフォムの話をする時、様子が変だと思ったのだが。

　そーいう裏があったわけだっ！

　おのれ許せんっ！

　ハルシフォムのことはあっちにほっぽっとくとしても、このあたしをたばかるとは、その罪つみ万ばん死しに価あたいするっ！

［……あのー、とりあえず考えてらっしゃることが筒つつ抜ぬけなんですけど、ほっぽっとかれても困るんですけど……私……］

　あ。

［や……やややっ、ごめんなさいっ、これは失言……じゃないな……とにかくっ！　あなたのかたきはこのリナ＝インバースが必ず討うちますから！］

［いやあの……とりあえず、まだ死んでないんですけど……私……ここから出してくださると、とてもありがたいかなー、なんて思ったりもするんですが……］

［うーん……出す……と言うと、やっぱしこの殻からを破ればいいわけでしょーか？］

［……でしょうねぇ……］

　頼たよりない返事をするハルシフォム。

［……すみません。頼りなくて］

　──やりにくいなァ……思テレ念パ波シーってのは……




「ガウリイっ！」

　あたしは水から上がると同時に声を上げる。

「あなたの剣貸してっ！　剣っ！」

「な……何だよ一体、上がってくるなり……」

　水面からつき出す柱の上で寝ねっ転ころがっていた彼は、慌あわてて身を起こす。

　……こいつぅぅっ、人が水の中でややこしいことをやってる間に、のーのーと……いや、今はそれよりも……

「あの中、やっぱし人が閉じ込められてんのよ！　出してあげたいんだけど……あの殻を破るには、どうしてもあなたの剣が要いるのよ」

「──わかった」

　彼は腰こしの剣に左手をあて、右手で懐ふところから一本の細い針はりを取り出す。

　その針で、剣の柄つかの部分をつんっ、とつつく。小さな金具が、乾かわいた音を立てて床ゆかに落ちる。

　剣の柄と刃とを固定するための止め具である。

　彼は剣をバラすと、刃を鞘さやに残したまま、その柄の方をあたしに渡す。

　別に、冗じよう談だんをやっているわけではない。

　あたしはそれを手に取ると、両手に握にぎって正面に構かまえる。

「光よ！」

　剣の柄に、刃が生まれた。

　まばゆく輝かがやく光の刃が。

　これこそが──

　いにしえに、サイラーグ・シティの魔ま獣じゆうを葬ほうむった、あの『光の剣』だった。

　──実は、あたしがガウリイといっしょに旅しているという理由の半分以上がこの、剣のためなのだが。

　人の精神力を、剣の刃という形に具ぐ現げんさせるこの剣、あたしにとっては、実に魅み力りよく的な研究対象である。

　しかし──魔力を弱体化させるはずの、強力な破ルー法ン・封ブレ呪イカーの結けつ界かいのただ中にあって、その光の刃は、普ふ通つうのところで具現させたものと比べ、何の遜そん色しよくもない。

　短剣程度のセコい刃が出ることを、半ば以上覚かく悟ごしていたのだが……

　あるいはこの剣、通常の『魔法の品』とは毛色が違ちがうのかもしれない。

　いずれにしろ、そういったことはじっくりと研究してみなければわからないことなのだが──

「あ、そうだ、ガウリイ、この剣、あたしにくれる気はまだ起きない？」

　ふりかえって言うあたしに、彼は面めん倒どう臭くさそうに手を振ふる。

「──起きないって……そんなもん……いいからとっとと行ってこい」

「──けち……」

　あたしはぷうっ、と頬ほおをふくらますと、何度目かの同じ呪じゆ文もんを唱となえはじめる。

「翔レイ・封ウイ界ング！」

　本日何度目かの水中遊ゆう泳えい。

　──できればこれで、ラストにしたいもんである。




「爆ヴア炎・ル・矢フレア！」

「振ダム動・ブ弾ラス！」

　どごしゃああああっ！

　あたしとハルシフォム評議長が同時に放った二条の光は、はるか天てん井じようを打ち砕くだく。

　挨ほこりと、無数の破片が落ち、上の部へ屋やからの光がさしこむ。

　三人は、光を目指して上へと登る。

　あのあと、なんとか評議長を助け出したあたしは、そのまま『光の剣』を使って結界の柱を壊こわしにかかった。

　まあ、間ま違ちがえてガウリイの乗ってるやつを切り倒したりもしたが、そのへんはご愛あい敬きようである。

　で、彼にもう少し詳くわしい事情を話して聞かせ、床ゆか──というか天井をぶち壊して『浮レビテー遊シヨン』を使い、上へと登っているところである。

　上の方では、かなり調子の狂ったわめき声が、意味不明のことを叫んでいる。

「そうだ、ミスター・ハルシフォム、デイミアのやつ、かなり強力な魔ま族ぞくを二匹ほど抱かかえてるようですから、くれぐれも気をつけて」

「あ──はいはい」

　明るくこたえるハルシフォムさん。……だいじょーぶかナ……ほんとに……

　三人は、砕けた床をつき抜ける。

　そこに、ぼーぜんとあたしたちを見つめるデイミアの姿すがたがあった。

「待たせたわね」

　あたしは言って、にいっ、と笑ってみせる。

　──腰こしにガウリイがしがみついてるんで、あんましサマにはなんないけれど。

「ぬよおうわやぬやっ！」

　わけのわからん叫びをあげて、ぺたりと尻しりもちをつくデイミア。

　とんっ、と三人は、床の無む傷きずなところに降り立つ。

「は……は……はるしふぉむ評ひよう議ぎ長ちようっ！」

「やあ。半年ぶりですね、デイミア副評議長さん」

　ハルシフォムは言う。

　あいも変わらず、にこにことした笑えみを絶たやさぬままに。

　こっ……これはコワいものあるぞー。

　デイミアも、すでに顔がん面めん蒼そう白はくになっている。

「はひう……ち……違うんだぁ……違いますぅ……私じゃない、私がやったんじゃないんですぅ……」

　情けない声をふり絞しぼる。

　てめーンとこの床ゆか下したに、結けつ界かい造って閉じ込こめといて、『私じゃない』もないもんだ。

「はあ……じゃあ誰だれがやったんでしょうねぇ……」

　にこにこ笑ってハルシフォム。

　……だからコワいって……

「タ……タリムですっ！　タリムのやつが甘かん言げんをひけらかして、私にこんな真ま似ねをやらせたんですううっ！　私はあなたに対して、一片の悪意さえ抱いてなどいませんでした！……ですから……ですからどうか、お許しをっ！」

　……あのなァ……

「はあ……そーでしたか。では私はタリムと話をつけてくることにしましょう」

　意外なセリフを言うハルシフォム。あたしは思わず彼に目をやる。

「あ──」

　デイミアの顔が希望に輝かがやいた。

「そ……そうですとも！　はは……それでこそ、このアトラス・シティの偉大なる評ひよう議ぎ長ちようですとも！　そうです！　それでこそです！」

「あー、じゃあリナさん、ガウリイさん、行きましょうか」

　言ってくるり、ときびすをかえし、それきりデイミアには構かまわず、すたすたと出口（と思われる）の方に歩いていく。

　あわてて後を追う二人。

「──いいんですか？　あれ……ほっといても……」

　あたしは後ろで、床にへたり込んだまま、発ほつ作さ的な笑いを浮かべているデイミアに、ちらりと視線を走らせて聞く。

「いいんじゃないですか」

　かるい口く調ちようの評議長。

「以前から、マトモな会話のできる人じゃあありませんでしたけど……ちょっと私が水につかっているうちに、それにより一層みがきがかかったようですし……まあ、明日かあさってにでも、リトハーン公に話を通して、評議会でも開いて決着をつけますよ。──あ、私が復ふつ活かつしたこと、タリムには黙だまってて下さいね」

「ええ──と言うよりもあたしたち、もうタリムのところには立ち寄らないつもりです。相手はあたしたちを騙だまして利用しようとしたわけですから、仕事の契けい約やくも自動的にパア、ですし、これ以上あの男に協力するつもりはありませんし……」

「ええ、その方がいいでしょうねぇ……」

　あたしはなぜか、ふと妙な予感を覚えた。

　三人は外に出る。はやとうに陽ひは昇のぼっており、通りにも通行人の姿が見える。

「それでは、私はとりあえず自分の家に戻もどりますので」

「ええ。きっとルビアさんもお喜びになります」

　あたしの言葉に、ぴくん、と彼の笑みが引きつる。

「──ルビアをご存ぞん知じでしたか」

「──助手さんでしょ。そうタリムに聞きましたが……」

　あたしはとっさに嘘うそをついた。理由は自分でもわからない。

　ガウリイは見事なポーカーフェイス。……ひょっとしたら、単にルビアさんのことを忘れてるだけかもしれないが……

「──そうでしたか……ではあなたがたもお気をつけて。タリムが何らかの動きをするかもしれませんし……また改めてご助力願うかもしれませんが……」

「ええ。あたしたちは下町の『銀ぎん竜りゆう亭てい』に泊まってますから。──あなたも、くれぐれもご用心を」

「はい。──それではこれで──」

　彼は手を振ふると、白いマントをふわりとたなびかせる。

　あたしは去りゆくその後ろ姿を、なんとはなしにいつまでも眺ながめていた。




　目を覚さました時、宵よい闇やみがすでに街まちをおおっていた。

　荷物を預あずけた宿に戻もどったのが昼前。ごはんを食べてから、それぞれの部へ屋やでひと眠りしたのだが……

　すでに目をさましていたガウリイと、食堂で夕食を共にしながら、今後の方針、というやつについて話しあう。

「──まあ、いずれにしろ、ハルシフォム評ひよう議ぎ長ちようのサポート、という形になるわね」

「──う─ん……」

　野菜サラダを突っつきながら、不満そうな顔で唸うなるガウリイ。

「……何よ？」

「いや……ちょっと引っかかるもんがあってな……もしもあの二匹の魔ま族ぞく、デイミアが飼かってるんだとしたら、なんでオレたちが屋や敷しきに乱らん入にゆうした時に呼び出さなかったんだ？」

　あたしはポーク・ソテーをかじりながらため息をつく。

「あのねえ……あそこって、『破ルー法ン・封ブレ呪イカー』──魔ま力りよくを減げん退たいさせる結けつ界かいのまっただ中だったわけよ。ンな所に、魔力を力の源みなもととする魔族を呼び出したって、たいした役には立たないのよ」

「けどよ、オレたちが結界を壊こわして脱出したあとは？　あの時に連れん中ちゆうをけしかけて、三人いっぺんに片づける、って思わなかったのかな……お前さんならどう考える？」

「さあ……あんましマトモな精神状態のひとじゃあなかったみたいだし……発はつ想そうが根本的に普ふ通つうの人とはちがうみたいだし……」

「だからお前さんに聞いてるんだが……」

「──どーいう意味よ、それ……」

　ガウリイは宙ちゆうをあおいだ。

「──いや、別に深い意味はないんだ。──ただ単に、お前さんも普通じゃないから、と思っただけで……」

　じゅーぶん深い意味があるって。

「けど、単に不ふ可か能のうだっただけかもしれないわよ。まさかあたしたちがああもあっさり脱だつ出しゆつするとは思ってもいなかったもんで、二匹は何か別の用で動かしていた、とか……」

「うーん……まあ、そちらの方はそれで説明がつくとして、だ、なんでタリムとデイミアは、ハルシフォムを一思いに殺しちまわなかったんだ？」

「あとで何かに利用でもするつもりだったんでしょ。……たぶん……」

「なるほど……」

　いまいちまだ納なつ得とくのいかない顔で、彼はぐびり、と、あまり上品とは言えない音を立てて、香ハー草ブ酒の水割りを飲む。

　あたしは温めたミルクをちびり、と飲やる。

「──問題は、デイミアがどう動くか、ということね。ちょっと行動パターンに、予よ測そくできないもんあるし、あの人……」

「まーな」

　渋しぶい顔でうなずくガウリイ。

　思いつく限りすべてのパターンの、どれを取るかがわからない。

　なにせ、あんましマトモじゃないのだ。

　あたしたちとハルシフォム評ひよう議ぎ長ちようとを消しにかかるかもしれない。

　彼を生かしておいたのは、むろんそこに何らかの打算があったのだろうが、こうなってもなおかつその打算が働くとは限らない。

　タリムを襲おそい、その首でハルシフォムに許しを乞こおうとするかもしれない。

　むろんそれで、しでかしたことがチャラになるわけもなく、むしろ立場を悪化させるだけのものなのだが、彼がそのことに気づくかどうか、はなはだ疑問である。

　あるいはただ単に、おびえて自宅でふるえているだけかもしれない。

　街まちを逃げ出す、というテもある。

　ハルシフォムさんは止めたけど、あの時なんとかしてた方がよかったかなァ……

「それともう一つ、気になるのはタリムの動きだ。オレたちがいなくなったのに気づいて、何らかの行動を起こした場合、デイミアと接せつ触しよくをとることも考えられる」

「──もしそうなれば、もう一回連合する、ってことも十分考えられるわね」

「そういうこと」

「──ということは、今のあたしたちにできることと言えば……」

「陰かげからこっそり、ハルシフォムの護ご衛えい、ってとこかな」

「そういうこと。タダ働きにはなるけどね。──食事がすんだらさっそく出るわよ。

　──おやじさん！　スペシャル・ディナーセット、一つ追加ね！」








　　　四、この事件　裏うらで糸引くひとはだれ？









　はや通りから、人の姿すがたは消えていた。

　空はすでに暗く、軒のきを並べた家々からは、うすく明りが漏もれている。

　二人はただ黙だまって、肩かたを並べて道を行く。

　空気はやや寒い。

　マントはタリム邸ていに置いてきたままなので、とりあえず今は、予備──と言うか、着き替がえの分を使っている。なで肩がた気ぎ味みのあたしとしては、マントだけではいまいち格かつ好こうがつかないので、きのう──じゃないか、今朝、宿に帰る途と中ちゆうに、革かわ製せいの肩シヨルあダー・てガードも買って、今はそれをつけているけど。

　──剣を忘れなくてよかったわ、ほんと。

　けど、あの大ガメの甲をけずり出してつくった肩あて、けっこう高かったんだが……この一件にかたがついたら取り返そう。

　道は上り坂にさしかかっていた。

　暗い道にはただ一人、黒マントの魔ま道どう士しが、街がい灯とうに『明ライテりイング』を灯ともしているだけ──

「──どこへ行くのかな……お二人さん？」

　突然に、聞き覚えのある、ねちっとした声が言った。あたしとガウリイは足を止める。

　近くにいるのは、こちらに背を向け、『明ライテりイング』を灯している魔道士だけ。

　魔道士──？　いや

　銀色の蓬ほう髪はつが、風になぶられ背になびく。

　街灯に伸ばした腕うでが異い様ように長い。

　あたしは、口元に小さな笑えみを浮かべて言う。

「足止め、ってやつね？　ギオ＝ガイアさん」

「いいや……」

　それはゆっくりとふりかえる。

　緑色の瞳ひとみがぬらりと光る。

「足止めではない、『始末』よ」

　ゆらりと風に揺れるがごとき足取りで、それは道のまん中に進み出る。

　ずたぼろのようなローブのすそが風にはためく。

「──ガウリイ、あれ、いつでも使えるようにしといて」

　あたしは低い声で言う。彼は小さくうなずいた。

　あれというのは言うまでもない、例の『光の剣』である。ギオやセイグラムのような純じゆん魔族には、物理的な攻こう撃げきは一いつ切さい通じない。魔法攻撃も効ききにくく、術じゆつによっては全まつたく効果のないものもある。

　この光の剣、物質的な破は壊かい力りよくもさることながら、相手の精神そのものを断たち切る、という性質をも持ちあわせている。いうなれば、存在そのものを破壊する剣なのだろう。それゆえに、魔族に対してもかなりの効果が期待できる。

　まあ、相手の器うつわがあまりにも巨大すぎた場合などは別の話だが──

　ギオやセイグラムになら、十分通用する武器のはずである。

「まあ──あなたには無む理りね、その仕事」

　あたしは静かに言い放った。

「白しろ仮か面めんといっしょ、ってぇのなら、どうかわからないとこだけど……」

「白仮面？──『無む貌ぼうのセイグラム』様のことか？」

　無貌のセイグラム？　とすると、あの仮面の下はがらんどうか？

「あのかたは別な用でいそがしい。お前達を倒すのに、おれでは役者不足かどうか……試ためしてみるか……？」

　足音すら立てず、滑すべるように近づくギオ。

「やめといた方が身のためよ」

　あたしは右手を静かに上げ、ぴたり、とてのひらをギオに向ける。

　呪じゆ文もんを唱となえるあたしを、静かに見つめるギオ。

「地ダグ雷・ウ波エイブ！」

　妖よう魔まの足下の地面が、大だい爆ばく発はつをまき起こす。

　むろん、これでギオにダメージを与えることはできない。目め眩くらましである。

『光の剣』を抜き放ったガウリイが、もうもうと上がる砂すな煙けむりの中に突っ込んでいく。

　同時に、真上に飛び出す双そう仮か面めん。ガウリイが舞まい上がる塵ちりの中にいるとは気づいていない。

「烈エルメ閃キア・槍ランス！」

　たて続けに呪文を放つ。ギオの着地地点を見越して放った、精神を衰すい弱じやくさせる魔法の槍やりを、ギオは空中にぴたり、と止まってやり過ごす。

「小娘が！」

　言って右手を大きく振り下ろす。とっさに不ふ吉きつなものを感じ、あたしは大きく横へと跳とんだ。

　ヴゥン！

　虫の羽音にも似た低い唸うなりが、あたしの耳をかすめて過ぎる。

　髪かみの幾いく筋すじかが切り飛ばされ、マントの端がぱっくりと裂さけた。

　妙な不ふ快かい感かんが残った。

　──瘴しよう気きの衝しよう撃げき波はか！

　物ぶつ騒そうな技わざを持っている。あんなものをまともに食らったら、たとえ巨人でもひとたまりもない。もしも受けたのが手足だったとしても、瘴気は傷口から体内にひろがり、やがては犠ぎ牲せい者しやを死に至らしめるだろう。

　これは──とてもじゃあないが、手を抜けるような相手ではない。

　戦いが長引けば、それだけこちらが不利になる。

「振ダム動・ブ弾ラス！」

　あたしは術じゆつを連れん発ぱつする。

　小さな赤い光の玉は、ぶつかったものに高こう振しん動どうを与えて自じ爆ばく、目標物を粉ふん砕さい、破は壊かい。

　大地がいたるところではじけ、盛大な、砂の煙えん幕まくができあがる。

　それが、互いの姿を覆おおい隠かくした。

　むろんこちらには、ギオのいどころは掴つかめない。

　魔族には、人の悪あく意いや敵てき意いを敏びん感かんに感じ取る能力があるが、今はあたしもガウリイも、気け配はいは完全に断たっている。あちらにも、こちらの居場所はわからないはずである。

　相手が瘴気の衝撃波のみだれ撃うち、というテを思いつく前に──

「そこかっ！」

　叫ぶと同時に、自分の足下に呪じゆ文もんを一発ぶっ放し、すぐさまその場を離はなれて身を小さくする。

　衝撃波が、煙を裂さいて飛来する。

　それは、つい今しがたまであたしのいた空間を、正確に切り裂いていた。

「うあっ！」

　まともにスカの一撃に、わざとあたしは悲ひ鳴めいを上げてやる。魔族をだますには、本当に痛かったような気にならなければいけない。まさに迫はく真しんの演えん技ぎ！

「は！　たわいもない！」

　あっさりと引っ掛かり、のこのこ出てくるギオ＝ガイア。戦士に自分を傷つけることなどできっこない、と踏ふんでいるのだろう、姿の見えないガウリイのことは、すでに眼中にないらしい。

　妖魔は、『光の剣』の存在を知らない。

　そこがあたしの狙ねらいだった。

　さきほどの一人芸と悲ひ鳴めい、単にギオをおびき出すためだけのものではない。

　ガウリイへの合あい図ずにもなっていたのだ。

「──はて……見当たらんが……」

　あたりを見渡す双そう仮か面めんに、気合いの声すらなく白はく刃じんが一いつ閃せんする。

「ごわああああああっ！」

　ギオの絶ぜつ叫きようがこだました。

　ガウリイの一撃は、妖魔の、異い様ように長い右腕うでを切り落としていた。

　それでも思わず反射的に身をよけたのが、惜おしいことにギオの命を永らえさせたのだ。

「おのれぇぇぇっ！」

　飛び下がりざま、左手を翻ひるがえす双仮面。

　衝撃波がガウリイを襲おそう。いくら彼とて、よけきれる距きよ離りではない！

「はあっ！」

　ガウリイが気を吐はいた。

　あたしとギオは目を見み張はる。

　妖魔の放った衝撃波は、ガウリイが受けた『光の剣』の刀身であっさりと砕くだけ散り、無害なただの涼風と化したのだ。
















「──馬ば鹿かな!?　『光の剣』だと!?　聞いておらんぞ！　そんな話はっ！」

　硬こう直ちよくしたまま叫ぶギオ。

　そりゃあそうである。

　こちらにこーいう秘ひ密みつ兵器があることを知っているのは、この街まちではあたしとガウリイ、そしてハルシフォム評ひよう議ぎ長ちようくらいのもんである。知らなくて当然──

　ついでに言うと、ギオの知らないことがもう一つ。

　すなわち、あたしはご立派な騎き士し道どう精せい神しんなどというものを持ちあわせてはいないこと。

　呆ぼう然ぜんと佇たたずむ魔族が、ショックから立ち直るまで待ってやるつもりはない。

「烈エルメ閃キア・槍ランス！」

　あたしの呪じゆ文もんは、今度こそ、妖よう魔まの体に突つき刺ささった。

「がぅあぁぁぁっ！」

　再び叫ぶギオ＝ガイア。

　相手の精神を衰すい弱じやくさせるこの術じゆつ、人間相手に使えば、極きよく度どの疲ひ労ろう感かんにとらわれ、しばらく衰弱状態が続くだけだが、ほとんど精神生命体に近い魔ま族ぞくにとっては、人間にたとえれば、まさに『バッサリやられた』というのに等しいダメージがある。

　しかし──まだ滅ほろびてはいない！

「ガウリイ！」

「おうっ！」

　走るガウリイ、跳とぶ双そう仮か面めん。

　闇やみに閃ひらめく『光の剣』は、髪かみ一ひと筋すじの差で届とどかない。

「今度会った時は殺す！」

　言い捨てて、闇の奥へと走るギオ。人間の追いつける速さではない。

「──ちいっ……」

『光の剣』を鞘さやに収め、ガウリイはあたしのそばにやって来る。

「逃げられちゃったわね……しかしまあ、月並みな捨てゼリフ残してくれちゃって……」

　砂すな煙けむりは、徐じよ々じよにおさまりつつあった。

　あれだけ派手な大おお騒さわぎをやったのだ。近所の住人たちが気づいてないわけもないのだろうが、関かかわりあいになるのを恐れてか、一人も外には出てこない。

　賢けん明めい賢けん明めい。こっちもその方が、なにかとやりやすい。

　と──いや、一人だけ。

　坂の上のほうに、静かに佇む男が一人。

　街がい灯とうのほのかな光が、男の髪を赤く照らし出していた。

「──ランツか」

　ガウリイが声をかける。

　ランツの顔は、なぜか蒼そう白はくだった。

「あ……あんたたち、一体今までどこに消えてたんだい……」

　震ふるえる声で彼は言う。

「──どうしたの？　何かあったの？　様子が変よ、あなた」

　あたしは言って彼に近づく。

　じりっ、と彼は後あと退ずさる。

「あんたら……デイミアんとこに行ったか？」

「──え？──」

　あたしとガウリイは顔を見合わせる。

　一いつ瞬しゆん、ハルシフォム評ひよう議ぎ長ちようの側についたのがバレたのかとも思ったが、それにしては態度がおかしい。

「──何があったの？」

「行ったか、って聞いてんだよっ！」

　あたしの問いに、ランツが叫ぶ。

　怒りによるものではなく、恐きよう怖ふを紛まぎらわせるための叫び──

「──ええ、行ったわよ。けど──」

「じゃあ！」

　再び彼は声を荒あららげる。

「じゃあ、あれをやったのもあんたたちなのか！」

　──あれ？

『あれ』というのはハルシフォムさんの救きゆう出しゆつのことかとも思ったのだが、それならばそう怯おびえることもないはずである。

「何なのよ、その『あれ』ってのは……一体デイミアの館やかたで何が起こったのよ！　あたしたち、確かにデイミアの家に行ったけど、何もせずに、すぐにとって返したのよ。別の事情があって、ここにいるだけで……」

　あたしはとりあえず嘘うそをついた。

　ここで事実を言ったところで、話がややこしくなるだけである。とりあえず何より、彼を納なつ得とくさせ、落ち着かせることが先である。

「何も……やってない……？」

　つきものが落ちたかのように、一転して、呆ぼう然ぜんたる口く調ちようで彼は言う。

「ええ。誓ちかって何もやってないわ。本当よ。あたしの目を見て」

　あたしはじっと、まっ正面から彼の瞳ひとみをのぞき込こむ。

　しばし二人は見つめあう。

　──『ここでいきなり目をそらす』などというギャグを飛ばしたい衝しよう動どうに駆かられたが、どうやらそーいう事態ではないようである。あたしは必ひつ死しでその誘ゆう惑わくに抵てい抗こうする。

「──お願い、話して。デイミアの家で一体何があったの？」

　視線を合わせたまま、あたしは尋ねる。

　ランツは大きく息を吐はいた。

「あれをどう説明すればいいのか……おれにはわからねえけど……とにかく、ついて来てくれ！」

　あたしとガウリイは顔を見合わせ、同時に大きくうなずいた。

「わかったわ、行きましょう」




　月の光を背に負って、デイミア邸ていは静かに佇たたずんでいた。

　あたしの体を、寒気にも似た緊きん張ちようが走り抜ける。

　見た目には、昨ゆう夜べと全まつたく変わりはない。

　が──

　昨夜あたしたちが訪れた時と今とでは、家に纏まとわりつく妖よう気きのレベルが違ちがう。

　──何がここで起こったのか？

「凄すげえ雰ふん囲い気き……」

　思わずぽつりとつぶやくガウリイ。

　その額ひたいに、小さな汗の珠たまが浮かんでいるのに、あたしは気づいた。

「さて──行きましょうか。……ヤだけどね……」

　あたしは一同を促うながす。

　ごくり……

　隣となりで、ランツが大きく喉のどを鳴らすのが聞こえる。

　三人は、開け放たれたままの門をくぐった。

　重く湿しめった冷たい空気が、あたしの体にからみつく。

　前の通りと門の内とでは、空気すらが全く別のものだった。

　むせかえるような敵てき意い、悲しみ、絶ぜつ望ぼう感かん──

　それらが絶ぜつ妙みようにブレンドされた空気──

　すなわち──瘴しよう気き──

　あたしたちは、それをそう呼び慣ならわしていた。

　玄関の扉とびらに、鍵かぎはかかっていなかった。

「く──」

　扉を開き、あたしは小さく声を上げる。

　家の中に満ちる、生なま臭ぐさい異い臭しゆう。

　生肉の臭におい。

「なんだ？　この臭いは……血けつ臭しゆうってのならまだ解るけど……」

　ガウリイは顔をしかめ、誰だれにともなくそうぼやく。

「──こっちだ……」

　気の進まぬ顔で、ランツはあたしたちを、屋や敷しきの奥へと誘さそった。

　異臭はますます強くなる。

「……きのうの夜、いきなりあんた達が姿を消しただろ……」

　いきなりランツが口を開く。

　──おそらく、内心の恐きよう怖ふを紛まぎらわせるために。

「なんとかかんとかあの化ばけ物どもをぶち倒して、ほっと一息ついてみりゃ、あんたら二人はいなくなっちまってる。やられちまったのなら、死体くらいは残っていそうなもんなんだが……で、夜出歩くのはマズいからってんで、夜が明けてから──今朝のことになるが、おれとロッドさんとで手分けして、あんたたちを捜さがそう、ってことになった。

　いずれにしろ、昼にいっぺんタリムさんのところに戻もどって、どんなぐあいかを知らせあう、ということにしといてな。ところが──だ。約束の昼になっても、こんどはロッドさんが帰って来ねえ」

「ロッドが？」

　あたしは思わず問い返す。

　あたしたちはむろん、ああいった事情があって戻らなかったわけだが、ロッドまでが姿を消すとは──

「一体何がどうなってるのかさっぱりわからねえ。とりあえず、おれは引き続き、こんどは三人を捜し始めたんだが……思いついて、ここにやって来たのが夕方さ。

　つまり──昨夜あんたたちは、何かの理由で敵──デイミアのこの家へやって来た。そこで捕つかまるか、やられるか……何かのトラブルがあった。ロッドさんはその可か能のう性せいに気づいて、やっぱりここにやって来て、同じトラブルに巻き込まれた……そういうことがあったんじゃねえか、って思ったわけなんだがな……

　で、来てみると、人の気け配はいはねえかわりに、なんとも言えねえおかしな雰囲気があるからよ……おっかなびっくり入ってみれば……このありさまだ……」

　言ってあたりを見回す。

　昨ゆう夜べあたしたちが通ったわけのわからん廊ろう下かである。ところどころ左右についている扉の中には、開きっ放しになっているものもある。

　あたしはなにげなしに、そんな中の一つをひょいっ、と覗のぞき込こんだ。

「えげげげっ！　何よこれっ！」

　床ゆかは、奇き妙みような色の液体で水みず浸びたしになっていた。

　落ちて砕くだけ散った、無数のクリスタル瓶びんの破は片へん。

　その中に、いまだうごめきつづけるいくつもの肉にく塊かい──

　目も体毛もない、猫のような生き物。床に横倒しになったまま、低い唸うなり声を上げ、異い様ように短い手足をばたつかせている。

　まっ白い色をしたコウモリのようなものは、内ない臓ぞうのような器官をあたりにまき散らし、血管が透すけて見える白い翼つばさを、こきざみにけいれんさせていた。

　ほかにも、蛇へびの目とウロコとを持った小犬、腹から生えた十本近い触しよく手しゆをもて余している鳥などなど……

　小さな子供になんぞ見せようもんなら、性格がユガむことうけあいの光景である。

「なっ……なんだぁぁっ！　こりゃあっ！」

　耳元の大声に、あたしは思わずのけぞった。ガウリイである。

「デイミアの合キ成メ獣ラたちよ！」

　あたしは思わずどなり返す。

　部へ屋やの隅すみにある机に、所ところ狭せましと置かれた、あやしげな道具の群むれに、あたしは見覚えがあった。

　かつてあたしはそれを、ある国の魔ま道どう士し評ひよう議ぎ会かいの建物のなかで見かけたことがあった。

　そこでは確か、愛あい玩がん兼けん護ご身しん用ようの小しよう竜りゆうをつくっていたが、今、この場にころがっている生き物たちは──

「行こう──目的の場所はここじゃねえ……」

　ランツは二人を促うながした。

　むろんあたしたちに異い存ぞんのあろうはずはない。思い出すたびに食事がマズくなるような光景なんぞに見とれる趣しゆ味みはない。

　開いている扉のなかみはさまざまだった。

　中には、あたしが見ても、なにやらよくわからないものもあった。

　例えば、さまざまな甲かつ冑ちゆうや武器をその身にめり込ませた、スライムのような何か。

　武ぶ装そうしたままミイラ化している、傭よう兵へいらしき男たちの死体が、所狭しとひしめく部屋もあった。

　そして──

「……何？　あの声は……？」

　あたしは足を止めた。

「声？」

　聞き返すガウリイ。

　どこからか──かなり離はなれたところから、かすかに、笑い声が聞こえてくる。

「笑い声──だろ？」

　ランツが言う。かすれた声で。

「聞こえたの？　あなたにも」

　彼は左右に首を振ふる。

「いや──あれなのさ……おれの見たのは……」

　彼の体が小さく震ふるえている。

「笑っていやがるんだ……」

「何なの？　その『あれ』って……？」

　あたしの問いに、ランツはなぜか答えなかった。







　そう──

　そこは、あたしたちが昨ゆう夜べやってきたのと同じ、大おお扉とびらの前だった。

　巨大な空間を利用して、強力な破ルー法ン・封ブレ呪イカーがしかれていた、あの部へ屋やの扉である。

　今朝もあたしたちは、これをくぐって出てきたのだが。

　聞き覚えのある笑い声は、ますます大きくなっていた。

　この扉の向こう──

　そこに声の主がいる。

　すなわち──青のデイミア──

　会った時からヘンな笑い方をする奴やつだったが、この笑いはさらに輪をかけて尋じん常じようではない。

「ここなの？」

　あたしの問いに、ランツは黙だまってうなずいた。

「開けるぞ」

　ガウリイは、あたしたちの答えも待たずに扉を押した。

　徐じよ々じよにひろがっていく扉のすき間から、狂った笑い声が流れ出る。

　室内に一歩踏ふみ出し、ぐるりとあたりを見渡したガウリイの視線が、ある方向を向いたまま、ぴたりと止まった。あたしの位置からは、そこは扉の死角になっていて見えないが。

「……なんだ……ありゃあ……」

　かすれた声が、その唇くちびるから漏もれる。

　あたしはちらり、とランツを見る。

　彼はげっそりとした顔で手を振った。

「……おれはここにいるぜ……あんなもん、もう二度と見たくねえ……」

　あたしはガウリイの横をすり抜け、立ちつくしたままの彼と同じ方に目をやる。

　そこに、それは転ころがっていた。

「──！──」

　あたしは、声もなく硬こう直ちよくした。




　それは、一個の巨大な肉の塊かたまりだった。

　むき出しの内ない臓ぞうをこね回してつくり上げたようなその表面は、絶たえず脈みやく打うち、うごめいている。

　じゃっ！

　それの一部が盛もり上がり、肉でできた小さな蛇へびを生み出す。

　醜しゆう悪あくな肉ダンゴから生えた蛇は、体の半分ほどができた時点でアーチを描き、肉にく塊かいの一部に食らいつき、それを食い破りながら、肉ダンゴの中に再び没していく。

　そんなことが、その肉玉のいたるところでおこっている。

　蛇が肉を食い破やぶるごとに、デイミアの哄こう笑しようがひときわ大きくなる。

　肉塊の中心に貼はりついた、デイミアの顔が発する笑いが。

「──屍ラウグ肉ヌト・呪ルシヤ法ヴナ──」

　あたしはぽつりとつぶやいた。

　頬ほおを汗の玉がすべり落ちる。

　あたしは、かつて立ち寄ったある王宮で、その名と噂うわさとを聞いた。

『英えい断だん王おう』として名高かった、ガイリア王国のディルス二世──ディルス＝ルォン＝ガイリアが、この世界の不ふ秩ちつ序じよの源みなもとと言われている、『北の魔ま王おう』を、五千の精せい鋭えいを引き連つれて討とう伐ばつに向かったのは、今からおよそ二十年前のことである。

　そして、彼と兵士たちは帰ってこなかった。おそらくは、『北の魔王』によって返り討うちになったのだろう──というのは、世間での噂うわさ。

　本当のところは──

　ディルス王は帰ってきた。たった一人だけ。

　夜が明けて、詰つめの兵士たちが謁えつ見けんの間にあらわれた時、それがいつの間にか届とどけられているのに気がついた。

　王の玉ぎよく座ざに転ころがる、大きな肉塊が。

　それは自みずからが生んだ肉の蛇に食われながら、兵士たちに哀あい願がんしたと言う。

　殺してくれ、と。

　ディルス王の声で。

　人間には扱あつかえぬ、闇やみの呪じゆ法ほうで変わり果てた、『英断王』の姿だった。

　あまりのことに見かねた一人の兵士が剣をふるった。

　が、それは、かつては彼らの王だったものに、苦痛を与えただけにすぎなかった。

　助けることも、楽にしてやることもままならず、重じゆう臣しんと兵士たちは、このことの一いつ切さいに口をつぐみ、それをどこかに幽ゆう閉へいしたという。

　今でもガイリア城では、夜になると、『殺してくれ』と哀願するディルス王の声が、通つう風ふう孔こうを抜ける風に乗って聞こえることがあるという。

　この呪法をかけられた者が死ねるのは、術じゆつ者しやが滅ほろびたその時のみ──

　デイミアがかけられたのも、それと同じ呪法だった。

　あたしは、こみ上げる吐き気を必ひつ死しにこらえる。

　人間という器うつわの中にいる以上、決して使うことのできぬ呪法である。ならば、この技わざをデイミアに使ったのは──

　白しろ仮か面めん、セイグラム。




　外の空気の、なんとおいしかったことか。

　あたしたちは、デイミアの屋や敷しきから逃げるように転ころがり出ると、夜の空気を胸いっぱいに吸い込こんだ。

「──で、説明してくれねえか……」

　しばしあってから、ランツが言った。

「あれが何だったのか、わかったんだろ、あんた。その表情からして……」

「……まあね……」

　あたしは力なくうなずいた。

　ガウリイやランツの顔色が青く見えるのは、月の光のせいだけではないだろう。

「あれが──『青のデイミア』だったものよ。魔ま族ぞくにしか使えない呪法で、変わり果てた姿になっちゃってるけど……」

「あれが──人だった、だって……？」

　ランツはかすれた声を上げる。

「じゃあ──じゃあおれたちが相手にしようとしているのは、人間をあんなものに変えちまうほどの力を持った……魔族ぅ!?」

　彼の声がひときわ高くなる。

「ち……ちょっと待てよっ！　ま……まさかとは思うけど、あんたらひょっとして、魔族相手にことを構かまえるつもりなのか！」

　どうやら、ようやく彼はことここに至り、自分が相手にしようとしていたものの正体を悟ったらしい。まともに顔色が変わっている。

　あたしはこともなげにうなずいてみせる。

「そのまさかよ。そもそもあたしたちがこの事件に首を突つっ込こんだのも、二匹の魔族にちょっかいかけられたからよ」

「に！　に！　二匹っ！」

　文字通り目を剥むくランツ。

「冗じよう談だんじゃないぜっ！　そんなもん相手にした日にゃあ、いくつ命があっても足りゃしねえ！　正気か？　あんたら!?」

「もちろん」

「……そーかなー……」

　あっさりと言うあたしに、首をかしげるガウリイ。

　二人を気き味み悪わるそうな目で見つめるランツ。

「──あんたら……一体何もんなんだ……？　もちろん、ただの傭よう兵へいと魔道士だ、なんて思っちゃあいなかったが──」

　実はその通りだったりするのだが……まあ、『ただの』かどうかは別として。

　口を開きかけるあたしを、あわてて止めるランツ。

「──いや、答えなくていい！　とりあえずおれはこのヤマからは降りるからな！」

　言いながら、彼はじりっと後あと退ずさる。

「いや！　何も言うなっ！　言わなくていい！　おれのことをフヌケだと思ってるんだろうが、そりゃあそれでもかまわねえ！──けどなあ、やめとけ！　悪いこたぁ言わねえ！　死んじまっちゃあなんにもならねえからな！　いいな！　やめとけよ！　おれは止めたからなっ！」

　言うなり彼は走り出す。途と中ちゆうで一度だけ、立ち止まって振ふり返り、

「いいかっ！　やめとけよっ！」

　そう声を上げ、そのまま夜の闇やみに姿すがたを消す。

　あたしとガウリイは、黙ってそれを見送った。

　彼を非ひ難なんするつもりはなかった。──と言うより、あそこで『おれも戦う』などと言い出される方が、じつはたいへん困るのだ。

　彼が弱い、と言うわけではない。

　しかし、相手は魔族である。

　彼もガウリイも魔法は使えず、『光の剣』は一本しかない。

　つまりは、いくら彼の腕うでがよくても、これからあたしたちが一戦交まじえようとしている相手に対しては、全まつたく戦力にはならない、ということなのだ。

「──しかしなあ、リナ」

　ランツの去っていった闇の奥に目を向けたまま、つぶやくように言うガウリイ。

「と、すると、あの魔族たち、この事件とどう関わってるんだ？」

「……え？……」

　あたしはしばし彼を見つめ──

「ああっ！」

　思わず大きな声を上げる。

　あたしは、魔族たちを動かしているのは、てっきりデイミアだと思っていたのだが──

　紫のタリム！

　あたしは、ランツが姿を消した方に目をやる。

　タリム邸の方向に。

「追うわよ！　ランツを！」

「──え？──」

　きょとん、とするガウリイ。

「彼が危ないわ！」

　言ってあたしは駆かけ出した。




「おい！　どーいうことだよ、あいつが危ないってのは」

　あたしについて走りながらガウリイが聞く。

「どうもこうもないのっ！　今回の事件の黒くろ幕まく、たぶんあの『紫むらさきのタリム』よ！」

「なにぃぃっ！」

　思わず一いつ瞬しゆん立ち止まり、慌あわてて再び走り出す彼。

「どーいうことだよ、そりゃ!?」

「つまり、よ、彼はデイミアを利用して、ハルシフォムさんを封ふうじたものの、あっさりと始末するつもりだったデイミアが思った以上に手て強ごわかった。彼が破ルー法ン・封ブレ呪イカーの結けつ界かいのそばにいる限り、二匹の妖よう魔まを送りつけても、倒せる保ほ証しようはあまりない。そこでタリムは、人間の傭よう兵へいを使って、彼を倒すことを思いついたのよ」

　走りながらの説明である。けっこーしんどいものがあるが、とりあえず今、彼に説明をしておかないと、彼は事情のわかんないままに、敵と刃やいばを交まじえることになりかねない。

　そうなれば、技わざのキレにも鈍にぶりが出てくる、というものである。

　彼はあたしの少し後ろを走りながら、あたしの言葉に耳をかたむけている──と思う。

「ロッドを雇やとい、そしてあたしたちを見つけた。でもあたしたちには、仕事を受けるつもりが全然なかった。そこで彼は、魔ま族ぞくを使ってあたしたちを挑ちよう発はつしたのよ。もしも魔族におどし入れられて、それでおとなしく引っ込むような相手なら、役にも立たないだろうし……」

「──で、まんまとノせられたわけか……」

「そーいうこと！」

　あたしは内心歯がみした。

「自分がどこかでこっそり造った人ホム造ン人クル間スや合キ成メ獣ラたちに家を襲おそわせ、あたしたちの腕うでだめしをした。そして白しろ仮か面めん──ギオは『無む貌ぼうの』ってなぜか呼んでたけど、あのセイグラムを使って、あたしたちをデイミアの家におびき寄せた。さもすべてを仕組んだのがデイミアであるかのように見せて……そこであたしたちがデイミアを倒す、というのが彼の立てたプランだったんだろうけど──」

「オレたちはあっさり落とし穴に落とされちまった」

「……まーね……それが彼の計算外だった。あたしたちはあそこで評ひよう議ぎ長ちようと出会い、彼を開放してしまった。何らかの形でそれを知ったタリムは、ことが公おおやけになることを恐れ、証しよう人にんであるあたしたちと、破ルー法ン・封ブレ呪イカーを壊こわされたデイミアとを一度に『処しよ分ぶん』することにした──」

「──じゃあ、ハルシフォムも危ないんじゃねーか！」

「いや──彼を殺さず、封ふうじ込めるにとどまったのには、きっとそれなりの理由があるはずよ。とすれば、事態は変わったにせよ、すぐに命の危険が迫せまる、というのは考えにくいわ。それよりも──ランツよ」

　あたしは言った。いまだに彼の姿は見つからない。あたしたちよりは、この街まちの地理に詳くわしい彼である。近道、裏道を使っているのかもしれない。

「彼は、タリムが黒くろ幕まくだってことには気づいていないわ。もしそんな状じよう態たいで彼のところにのこのこ帰って、ごていねいにことのいきさつを話しでもしてみなさい！　タリムにとって彼は、もはや用よう済ずみ。しかも事情をほんの少しでも知っている。その場で始し末まつされるおそれは十分あるわ！」

「けど──」

「何よ」

「コロコロ変わるなぁ、お前さんの『スルドイ推すい理り』ってやつは……」

　こけけっ！

　思わず足をもつれさせ、あたしは盛大にすっ転ころび──

　どきゅっ！

「ぐぺぺぺっ！」

　ひとを踏ふんで行くなっ！　ガウリイ！

　顔を上げると、彼は、すこし前の方で、駆かけ足をしながら頭を掻かいている。

「いやー、悪い。つい、勢いきおい余って……」

「『つい』じゃないっ！」

　あたしは立ち上がり、再び走り出す。

「状じよう況きようが変われば、当然そこから導みちびき出される結果も変わってくるってもんよ！　それにこれは『推理』じゃなくて、まだ『推すい論ろん』の段階なんだからっ！」

　走りながら、首をかしげるガウリイ。

「──どう違うのかはよく解らんが……ともかく、すべてはタリム邸ていへ行ってから、ってことだろう？」

「そういうこと！　急ぎましょ！」

　妙に不ふ吉きつな思いを胸に、あたしは闇やみに沈んだ道を行く。

　アトラス・シティの夜は、まだ始まったばかりだった。




「な──」

　あたしはその場に、声を失い硬こう直ちよくする。

　そしてガウリイもまた。

　玄関の扉とびらを開いたその奥──

　タリム邸は、すでに墓はか場ばと化していた。

　むせかえる血けつ臭しゆう。まさに『海』としか表現しようのない血ち溜だまりのなかに倒たおれ伏す傭よう兵へいたち──

　こみ上げる吐き気に、あたしは思わず口をおさえる。修しゆ羅ら場ばはいくどもくぐっているが、この強きよう烈れつな血の臭においにだけは、どうしても慣なれることはできない。

　──もっとも、これを『よい香り』だなどと思うようになって来たら、かなりアブナいことは事実だが。

　タリムの雇やとった傭兵たちである。中に、ぽつり、ぽつりと、いつかの夜に襲おそってきた人ホム造ン人クル間スの大男が倒れている。

　──まさか──用済みだからって──虐ぎやく殺さつ──

「ランツは!?」

　ガウリイのことばであたしは我にかえる。

「奥へ行ってみましょう！」

　言ってあたしは足を踏み出す。ブーツが、泥どろを踏むような嫌いやな音を立てる。

　廊ろう下かを曲がり、開け放たれたロビーの扉とびらをくぐり──

　あたしはそこで足を止めた。

　転ころがる家具と傭兵たちの死体の中に、彼が倒れていた。

　まだ息はあるらしく、腹を押えて低くうめいている。

　そして──その傍かたわらに佇たたずむのは──

　──ロッド。血に染そまる、抜き身の剣をひっさげて。

　彼は、昏くらい目をこちらに向けた。

「これでやっと戦えるな」

　わかっている。彼はガウリイに言ったのだ。

「──どういうことよ、これは……？」

　あたしはかすれた声で言う。

「味方のままでは、お前とは戦えん」

　言って彼は血刀を一振りし、こびりついた血の珠たまをふりおとす。壁かべの燭しよく台だいにかけられた『明ライテりイング』の光を照り返し、薄うす紫むらさきに輝かがやく刀身。

「なるほど──それで、ね……」

　ガウリイが言う。その言葉の奥に、静かな怒りの感情がある。

「だから俺おれは、タリムを離はなれ、ハルシフォムについた」

　な──！

　思わずあたしは目を見み張はる。

　そ……それじゃあ、これをやらせたのは──けど、だとすると──

　何な故ぜ！

「なるほど、ご立派な生き方だな。剣の道を究きわめるには、何をしてもいいってわけだ」

　ずいっ、とあたしの前に出てくるガウリイ。まだ手は剣にかけてはいない。

　ロッドの視線が、静かにあたしの方に移る。

「理由が不足だというのなら、その娘も斬きるが？」

「その必ひつ要ようはないさ」

　ガウリイが答える。あたしは思わず一歩、後あと退ずさる。

　ガウリイがはじめて放つ、『気』に圧され。

「リナ、ランツに回復呪じゆ文もんかけてやってくれ。それと──」

　あたしはこっくりうなずいた。

「わかってる。まちがっても手出しなんてしないわ」

　あたしは言うと、ランツのそばに寄る。いきなりロッドにばっさりとやられるかもしれない、という不安はなきにしもあらずだったが、もはや彼の目に映っているのは、ガウリイただ一人。

　ランツはかなりの傷だったが、まだ大だい丈じよう夫ぶ。あたしは彼の傷口にかるく手をかざし、『治リカバ癒リイ』の呪文を唱となえる。

「ここでやるかい？」

「場所は選ばん」

　ロッドはぼそりと答えた。

　ガウリイの手が、剣の柄つかに伸びる。

　一いつ瞬しゆん、たちこめる血けつ臭しゆうさえ忘れさせる緊きん張ちようがロビーにはりつめる。

　こくん……

　あたしは小さく喉のどを鳴らし、いつの間にかとぎれさせていた呪文を再び口ずさむ。

　ガウリイが──抜いた！

　ロッドが疾はしる！

　二条の銀光が交こう錯さくする。

　ロッドの一いち撃げきを受け流しざま、ガウリイの刃が相手の懐ふところにすべり込む。ロッドは身を退ひき、流された剣を翻ひるがえす。剣のリーチはロッドに分がある。あわてて剣を引き、一撃を受け止めにいく。

　ロッドの剣が突然その方向を変えた。足元をすくうような攻こう撃げきを、自分の剣で押え込むように防ぐガウリイ。

　そのまま剣を、ロッドの刃にそって、滑すべらせるようにすくい上げる。

　間ま合あいが浅い。ロッドはかるく身を引き、上体を反そらしてこれをかわす。

　二人が離はなれた。

　あたしの目は、かろうじて二人の動きをとらえていた。

　さきほどガウリイに、『手は出さない』と言ったが、これでは出したくても出しようがない。へたなちょっかいなんぞをかけようものなら、ガウリイの足を引っ張ぱることにもなりかねない。

　再び二人が走る。

　ロッドの上段からの一撃を受けるガウリイ。受けられた刀をすかさず引き、突きへと転じるロッド。

　ガウリイは、受けへと回った。

　次々とくり出されるロッドの攻撃を、なんとか受け、流しているように見える。

　が──

　じれているのはロッドの方だった。

　防戦一方にまわりながらも、ガウリイの『気』がどんどんとふくれ上がってきている。

　どうやら、何かをしかけるつもりらしい。

　ロッドもそれがわかっているからこそ、攻撃の手をゆるめるわけにはいかないのだ。
















　そして──

「はっ！」

　ガウリイが気を吐いた！

　しかしそこに、わずか一いつ瞬しゆんの隙すきができる。それを見逃すロッドではない。

　──と言うより、この瞬間こそが、彼の狙ねらっていた時だったのだろう。

　下段から、すくい上げるようなガウリイの刃。

　濃のう厚こうな殺さつ気きと共に、ロッドの剣がほとばしる。

　双方、互いの剣をかわせる体勢にはない。

　──相あい討うちになる！──

　が──

　キィン！

　澄んだ金属音。

　ロッドの剣は途と中ちゆうでその方向を転じ、ガウリイは慌あわてて左に跳とぶ。

　二人は静かに対たい峠じする。

　ロッドの剣が、短くなっていた。

　その刃が、半ば近くで折れて──いや、切り落とされていた。

　ガウリイが狙ねらったのは、ロッドの持つ剣だったのだ。

　ロッド自身を狙えば、彼は相討ち覚かく悟ごで仕掛けてくるだろう、ということを見越して。

　しかしロッドもまた、自分の剣が切り飛ばされたことを悟った瞬間、さらに踏ふみ込み、太た刀ち筋すじを変えたのだ。

　その切っ先が、とっさに跳んだガウリイを浅く捕とらえていた。

　剣を握にぎるガウリイの右腕うで──袖そで口ぐちに、血の染しみがひろがりつつあった。




「……どうやら、こっちの方が、ちょいとばかり分が悪そうだな……」

　言ってガウリイは、不ふ敵てきな笑えみを浮かべる。

「はじめてだ──本気になれる相手と出会ったのは──」

　ロッドもまた、笑みを浮かべていた。

　はじめて彼が見せた笑顔──

　それは、およそこの場にそぐわない、満ち足りた優しい笑顔だった。

「行くぜ」

　ガウリイは、両手で剣を握りしめ、正せい眼がんに構かまえた。

　無言で身を沈め、片刃の剣を右肩かたにかつぐような構えをとるロッド。

　ガウリイが疾はしる。

　ロッドの体が伸び上がる。

　刃と刃、気と気とが激はげしくぶつかり合い、瞬間、二人はたがいにはじき飛ばされるように大きく離はなれた。

　が──

　ガウリイの姿し勢せいが崩くずれる！

　利きき腕にダメージを受けている分、力負けしたのか、あるいは着地の時に、血ち溜だまりに足をとられたか──

　ロッドが跳ぶ。

　受けるにも逃げるにも、体勢は不十分──

　ガウリイは──

　そのまま前のめりに倒れた。床ゆかを蹴けりつけながら。

　頭から、ロッドに向かって突つっ込こむような形で。

　とっさに剣を振り下ろすロッド！

　その切っ先が、ガウリイの左肩を深々と切り裂さく──

　はずだった。

　剣に本来の長さがあれば。

　慣なれた間合いで反射的にくり出した剣は、アイアン・サーペントのショルダー・ガードを浅く薙ないだにすぎなかった。

　突き抜けるかのようなガウリイの一撃が、ロッドの脇わき腹ばらをまともに薙いでいた。




「……強いなあ……あんた……」

　ロッドは満足げな笑みを浮かべたまま、ガウリイを──自分を斬きった戦士を見つめていた。

　憧どう憬けいにも似たまなざしで。

　傷口から血を流し、立ち尽くしたまま。

　剣を握る手がだらりと垂たれる。

「いつかもう一度──あんたと戦ってみたいもんだなあ──」

　子供のような、無む邪じや気きな顔で彼は言う。その顔にははや、死の影が濃こい。

「オレはもう御ご免めんだ──」

　ミもフタもなく言うガウリイ。その額には、びっしりと汗の珠たまが浮いていた。

「そうか──残念だなあ……」

　ふうっ……と彼の体から気が抜けた。

　そのままがくりと膝ひざをつく。

　──彼は倒れなかった。

　折れた自分の長剣に身をもたせかけたまま、黒の戦士はこと切れていた。








　　　五、大マジメ！　命めい運うん賭かけた最終戦









　うーむ。

　あたしはとまどっていた。

　今回、この事件もそろそろヤマ場だというのに、ことの輪りん郭かくがまだ見えてこない。

　あのあと──

　ガウリイとロッドの死し闘とうに終しゆう止し符ふが打たれたあと。

　あたしたちはなんとか一命をとりとめたランツを近くの魔ま法ほう医いのところに運び込こみ、ガウリイの腕うでの傷を魔法で手当てし、再びタリムの館やかたに戻もどったのだ。

　いそがしい夜である。

　あたしの『タリム犯はん人にん説せつ』はあまりにも根こん拠きよが薄すぎるし、ロッドの言った、『ハルシフォムについた』という言葉も気にかかる。何かことの手掛かりになるようなものがないか──と思ったわけなのだが──

　タリム邸ていの奥まった一室で、あたしたちはそれを見つけた。

「……どういうことだ……リナ……？」

　ガウリイのつぶやきに、あたしは静かに首を横に振る。

　いくらあたしにも、わかるわけがない。

　乱れ、壊こわれた家か財ざい道どう具ぐの散らばる中に、それは転ころがっていた。

　紫むらさきのローブを纏まとう、太った男の死体──

　おそらくは──『紫のタリム』──

　で、なぜ『おそらく』なのかと言うと、答えはいたって簡単。

　首がなかったのだ──その死体には──




「どういうことなんだ？　こいつぁ一いつ体たい」

「わからないわ──」

　真夜中の道を行きながら、ガウリイは何度目かの同じ質問をくり返し、あたしはそれと同じ数だけ、同じ答えをくり返した。

　仮か説せつは立てることができる。

　あたしたちの手前、ああ言ったものの、やっぱりハルシフォムさんはプッツン来て、タリムに刺し客かくを送りつけた。

　あるいは、タリム邸で首をはねられていたのは彼の替かえ玉だまで、本人はまだのうのうと生きている。ロッドが『ハルシフォムうんぬん……』などと言ったのも、あたしたちを混こん乱らんさせるための手段である──などなど。

　しかし、どれにも全然根拠はない。

　だからこそ、こうしてハルシフォムの家へと向かっているのである。

「ハルシフォムの家へ行く、って言ったけど、行けばことがはっきりするんだな」

「さあ……」

　あたしはあいまいに答える。

「さあ──って……」

「なんにもわからないかもしれないし、全部わかっちゃうかもしれない。こればっかしは、行ってみないと、ね……」

「──あいまいだなァ──」

「だからこそ、それをはっきりさせるために行くのよ。──うまく忍び込こめればいいんだけど──」

「忍び込む……って、なんでわざわざ？」

　びっくり顔で言うガウリイ。

　あたしは思わずこめかみを押えた。

「……あのねぇ……もしもロッドの言った通り、タリム邸ていに刺し客かくを送りつけたのがハルシフォムだったとしても、玄関から入って、『あれはあなたがやったんですか？』なんて聞いたところで、『いやぁ、実はそーなんです』なんて答えると思う？」

「いや……気さくそうな奴やつだったし、ひょっとしたら……」

　ひょっとするかっ、そんなもん！

　あたしはそこで会話を打ち切った。

　ガウリイと話をするのに疲れたから──というのもあるが──

　あたしたちの前に、ハルシフォムの屋や敷しきがその姿すがたを現わしたからである。




　庭に警けい備びの手はなかった。

　あたしたちは、とりあえずぐるりと家を回り、入りやすそうなところを物ぶつ色しよくする。

　よく手入れの行き届とどいた庭である。

　夜鳥の声が低くひびいていた。

「──ここなんてどう？」

　あたしは小さな声で言う。

　地ち下か室しつの、明り取りの小窓である。

　むろん、それほど大きなものではないにしろ、あたしなら十分に入れるくらいの大きさはある。ガウリイには、ちょっとばかし無む理りのようだけど。

「じゃあ、ちょこっと行ってくるわね。無理をするつもりはないし、すぐに帰ってくるから、おとなしく待ってるよーに」

　あたしはかるく言って、ウインクを送る。

「ち──ちょっと待てよ！」

　慌てるガウリイ。

「一人で行く気か？」

「一人で残ってるのって、やっぱし怖こわい？」

「そうじゃなくて、だ、お前さんを一人で向かわせる、ってのが……」

「だぁいじょーぶよ。いきなり竜ドラグ破・スレ斬イブ、とか、ンなことやんないから」

　あたしはぱたぱたと手を振ふった。

「いや、そーいう意味じゃなくて、だなァ……」

　口ごもるガウリイ。──あ、こりはひょっとして──

「ひょっとして、あたしのこと、心配してくれてんの？」

　言うと、彼は鼻の頭を掻かきながらそっぽを向く。

「……心配しちゃあ悪いのか？」

「さては──あたしに惚ほれたな」

　真顔で言うあたし。うろたえる彼。

「惚れるかっ！　オレはお前の『保ほ護ご者しや』だぞ……心配して当然だろーが」

「──とかなんとか言って、照れちゃってこの、うりうりっ！」

「だぁぁっ！　やめいっ！……それよりも、だ！　なんでここでわざわざお前だけが行かなくちゃあならないんだ！」

「なんで……って、この窓、あたしならともかく、あなたじゃくぐれないでしょ」

「そうでもないさ」

　彼はやおら腰こしの剣を引き抜く。闇やみに閃ひらめく一筋の銀光。

　──キン！

　静かに再び剣をおさめる。

「……何をしたわけ？」

　あたしの問いに、彼は笑って小窓の桟さんに手をかけ、くいっ、と軽く引っ張ぱった。

　くぽん、と小さな音を立て、窓はまわりの桟ごとひっこ抜ける。

　彼が斬きったのだ。

「……へええ」

　ただ単に斬っただけなら、窓は枠わくごと地下室に落ち込むことになり、当然かなりの音がするわけだが──

　罪ざい人にんの斬ざん首しゆをする時、腕うでのいい処しよ刑けい人にんは、切り落とした首が飛ぶのを防ぐため、皮一枚を残して斬る、という話を聞くが、彼が今やったのも、おそらくそれと同じレベルの技わざなのだろう。……たとえが悪いけど……

「これなら、ヨロイを外せばなんとか通れるだろ？」

　言って彼は小さく微ほほ笑えんだ。




　窓から漏もれる、細い月の光だけが、ここにある唯ゆい一いつの光こう源げんだった。

　目が闇やみに慣なれるまでしばし、あたしたちは動きを止める。

　うかつに『明ライテりイング』なんぞをかけるわけにはいかなかった。見つかるおそれが大きくなる。

　普ふ通つうの人ならとっくに夢の中をうろついているような時刻だが、もしもタリム邸ていにロッドを送りつけたのがハルシフォムだったとしたら──

　そのロッドが帰ってこないというのに、のうのうと安心して眠っているわけはない。

　──とは言え、こうも見えにくくては話にもならない。

　なんとか少しずつ目も慣なれてきたとは言え、『……これはたぶんテーブルだな』とか、『あれはタンスじゃないかと思ふ……』と言った程度のもんである。これでは手がかりを探すも何もあったもんではない。

「参ったわね……」

　あたしは小声でぶうたれる。

「ガウリイ、どう？　あなた目はいいでしょ。何かあやしいもの、見えない？」

「見えないか……って言われたって……」

　彼は困ったような声を出す。

「魔ま道どうの道具らしきものもいろいろとあるってことはわかるけど──どれが『怪しい』のか見当がつかん……」

　──なるほど……そりゃそうだ。彼には魔道の知ち識しきはないに等しいんだから……

　うーむ……

　考えてみれば、かなり間ま抜ぬけな話である。

　あたしはあたりを見回した。

　家具だの小物だのが、黒い無む数すうの影となり、所ところ狭せましと林りん立りつしている。

　──はて？

　あたしの目は、影の密みつ度どが妙に薄い部分を見つけていた。

　足もとに注意しながら近づいていく。

　他のところは、床ゆかの上だろうとものの上だろうと、やたらとものが置いてあるというのに、そこだけが違ちがっている。

　壁かべに貼はりつけてある大きなタペストリー。そこに木のテーブルが一つ置かれているのだが、テーブルの上にも下にも、なにも置かれてはいない。

　かえってよく見えていれば、まわりのごちゃごちゃにごまかされて、見逃していたところだろう。けがの功こう名みよう、というやつである。

　なんでそこだけがそんなふうになっているのか──答えは二つに一つ。

　ごく最近に片づけられたものなのか、そうでなければ──

　ひんぱんに使われているか、のどちらかである。

　あたしはできるだけ静かにテーブルをどけると、やおら壁のタペストリーを引っぺがす。

　壁を撫なでるように手を這はわせる。指先にこつんと、小さな感かん触しよく。

　なぞって行くと、それは扉とびらの形を取った。

　いきなり大当り！

　これもひとえに、あたしの日ひ頃ごろの行ないのたまものである。

　──と言っても、本当にこの隠かくし扉の奥にあるものが、今回の事件に直接関係しているかどうかは定かではない。

　魔道士の家にこういった隠し部屋があるのは、決して珍しいことではないのだ。

　というのも──これは、魔道士仲なか間まの恥はじをさらすようなので、あんまし話したくはないのだが──

　魔道士はたいてい、何かの研究をしている。例えばタリムなら呪じゆ語ごの研究（但ただし、本人談）、ハルシフォムなら生命の研究。しかしやはり悪いやつとゆーのはどこにでもいるもんで、他ひ人との研究を盗ぬすんで自分のものにしてしまおう、などというたわけた魔道士も、一時は結けつ構こういたのである。

　そこで、そういったことを防ぐために、魔道士たちは自分の家に隠し部屋を造り、その中でねちねちと研究にふける、などとゆー不健康極きわまる構こう図ずができ上がってしまったわけである。

　この扉の奥にも、そーいった研究施し設せつがあるだけかもしれない。

　しかしともあれ、実際に中を見てみないことには何とも言えない。

「ガウリイ！　こっちよ！」

　あたしは彼を呼ぶ。昼の大通りを行くような足どりで彼はこちらにやって来る。やはり、この闇やみの中でも、ある程てい度ど見えているらしい。

「どうもね……ここの壁かべが隠し扉とびらになっているらしいのよ。開かい閉へい装そう置ちがたぶんどこかにあるんだろうけど、この暗闇じゃあ、見つけるのは不ふ可か能のうに近いだろうし──とゆーことで、ここをさっきみたいにバッサリとやっちゃってほしいんだけど……」

「おいおいおいおいおいっ！」

「……しーっ！……声が高いわよっ！」

「──いやすまん……しかしなぁ、いくらなんでもそいつぁ過か激げきじゃないか？　タリムにロッドを送りつけたのがハルシフォムだって、決まったわけでもないだろう」

「そうだけど……それを確かく認にんするためにここに来たんだし、この奥が怪あやしいってことは事じ実じつよ。もし何もなかったら、後でちゃんと謝あやまれば、きっとわかってくれるわよ」

「……そーかなー……」

「と・に・か・くっ！　ここにこうやってただ立てこもっていたところで、何の解決にもなんないことだけは確かなんだからっ！」

「まあ──そりゃあ確かにその通りだけどな……やれやれ……」

　彼はため息をひとつつくと、腰こしの剣を抜く。

「──ちょいとさがってろよ」

「あ、ちょっとタンマ」

　あたしは彼を制して呪文を唱となえる。

　空気が、あたしたちのまわりでその流れを変える。

『翔レイ・封ウイ界ング』などに使う、風の結けつ界かいを、少々強化したものである。

　この結界の中でなら、少々のことをやっても、音は外まで伝わりにくい。食器を載のせたテーブルをひっくり返す、くらいのことをやったとしても、外にいる人には、『何か音がしたような気がしたが……』くらいにしか聞こえない。

「さ、どーぞ」

　あたしの言葉に彼は無む言ごんでうなずき、その剣を閃ひらめかせる。

　一いつ瞬しゆんの間まを置き、切り抜かれた壁かべが、奥に向かって倒れこむ。

　ごがらん！

　かなり景気のいい音がする。が、結界の外からならば、ほとんど聞き取れないはずである。ましてやここは地下室。今しがた切り落とした扉の向こうに誰だれかがいる、というようなことでもない限り、気づかれるおそれは全まつたくないに等しいはずだった。

「ほう……」

「へえ……」

　あたしとガウリイは、同時に感かん嘆たんの声を上げる。

　壁かべの向こうには、長い廊ろう下かがつづいていた。

　天てん井じようと床ゆかが、淡い光を放っている。一瞬、よく洞どう窟くつなんかに生えている、ヒカリゴケを植えつけてあるのかとも思ったが、よく見ると、そうでもない。

　見み慣なれぬ石のようなものでつくられた壁自体が、薄く光を発しているのだ。土壁のようなものの中に、ヒカリゴケのエキスを混まぜて作った、といったところか。

　一応、外したタペストリーで、外からこの入り口を塞ふさぐ。

　道は思っていたよりもはるかに長かった。

　あたしたちは足音を殺して廊下を進む。

　この奥にハルシフォムがいる、という可能性だって、ないわけではないのだ。

　通路は一本道だった。しばし歩いて角をまがり、またまたえんえんと歩き続ける。

　二度目に角を曲がってしばらく行ったところで、道は終わっていた。

　突き当たりの右側に、観かん音のん開びらきの扉がひとつ。

　鍵かぎはかかっていないようだ。

　中に人の気け配はいはない。

「開けるぞ」

　ノブに手をかけ、ガウリイが言う。あたしは黙だまってうなずいた。

　彼は、ためらうことなく扉を左右に大きく開き──

「……なっ！……」

　二人はその場に硬こう直ちよくした。




　広い──広大と言ってもよさそうなほどの部へ屋やだった。

　以前に行ったデイミア邸の、『結けつ界かいの間ま』も、いーかげん十分に広かったが、ここには、あるいはそれすらも凌しのぐほどのスペースがあった。

　その室内に、天てん井じよう近くまで、所ところ狭せましと並べ立てられた、大小さまざまの、クリスタルの水すい槽そう、ありとあらゆる魔ま道どうの実じつ験けん機き材ざい──

　しかしあたしたちが驚いたのは、その大きさや設せつ備びにではない。

　手近に並ぶ、大きな水槽の中──

　体に無数のトゲを生やし、紫のウロコを纏まとった狼おおかみ──

　禿とく頭とうの、全く同じ顔をした大男たち──

　それらが、『生命の水』──生命活動に必ひつ要ような成分を含んだ培ばい養よう液えきの中で、体を丸めて静かに眠っている。

　タリム邸に夜や襲しゆうをかけた、セイグラムの率ひきいる人ホム造ン人クル間ス部隊のメンツである。

「……な──なんでこいつらがこんな所に……？」

「……あたしの方が聞きたいわよ……」

　あたしたちは、立ち並ぶ水槽に視線を貼りつかせたまま、引き込まれるかのように部屋の奥へと向かう。

　そこはさながら、合キ成メ獣ラたちの見本市だった。

　翼つばさある毒どく蛇へび、虫のような足を持つ肉食魚、果はては竜りゆうとトロルとのハーフ、などという物ぶつ騒そうなことこの上ないシロモノまで揃そろっている。

　共通していることは──

　すべてが、戦闘向きの合キ成メ獣ラだということ──

　デイミアの家で見た、常じよう軌きを逸いつした合成獣たちも、おぞけをそそるものがあったが、ここにはそれ以上の悪意が渦うず巻まいている。

　しかし──

　ここにこうしてある以上、これらを造り出したのは、他ほかならぬハルシフォム当人なのだろう。いくら何でも、他人がこれだけのものをここに運び込んだとは考えにくい。

　とすると、タリム邸ていを二度にわたって人ホム造ン人クル間ス兵たちに襲おそわせたのは、他ならぬハルシフォム、ということになるのだろうが……

　またもや話の構こう図ずがからみ合ってきた。

　一いつ体たい何がどうなって──

「──おお、お嬢じようちゃんじゃないか──」

　唐とう突とつに、後ろからくぐもった声がかかる。あたしはとっさに振ふり返る。

　人はいない。

「なんだってこんな所にいるんじゃ？」

　くぐもってはいるが、聞き覚えのある声──

　あたしは──声の主を見つけた。

　最初、それが一体何なのか──頭で理解するのに、一いつ瞬しゆんの時を要した。

　そして──

　あたしは思わず、その場で床ゆかにへたり込んでいた。




「どうした？　リ……」

　ガウリイは、あたしの視線の行く先に目をやり、やはり絶ぜつ句くする。

「まあ……驚おどろくのも無む理りのないことじゃわな……」

　それは言った。

　ちょっと大きめの、金きん魚ぎよ鉢ばちほどの水すい槽そうだった。いっぱいにまで『生命の水』で満たされ、どこからか伸のびた何本ものチューブが、その中にあるものと繋っていた。

　──まだ生きている、『紫むらさきのタリム』の生なま首くびと。

「た……た……」

　あたしはへたり込んだまま、かろうじて震ふるえる声を絞しぼり出す。とうてい言葉にはならないが。

　首は、なぜか胴どう体たいについていた時よりも器き用ようにウインクをして見せた。
















「そう、まぎれもなくわしじゃよ。まあ、だいぶ見み栄ばえは変わったじゃろうがの。まちがいなく『紫のタリム』本人じゃ」

「け──け──」

　ガウリイもまた、言葉にならない声を出す。

「け──？──おお、なるほど、『けど、どうしてこんなことに──』つまりは事情がさっぱり飲み込めん、とまあ、こういうことじゃな」

　こくんこくんこくん、とうなずくガウリイ。

　し……しかし、一体何があってこうなったのかは知らないけど、この人、なんでこんなことになってなお、以前と変わらないしゃべりかたができるんだろう？

「そうよなあ……どこから話したもんかのう……」

『首』は、水槽の中で遠い目をした。

「そもそも、わしがお嬢ちゃんたちを十分に信用せず、本当の事情を説明せんかった──それがおおもとの間ま違ちがいじゃった。

　お嬢ちゃんたちがハルシフォムをデイミアの結けつ界かいから解放してしまった時、あやつに聞いたじゃろう？　わしとデイミアが、二人がかりであれをたばかって封ふうじ込こめた、という話を……」

「あれ……って……ハルシフォム評ひよう議ぎ長ちよう？」

　ようやく少し気分もおさまって、あたしは口を開いた。声はまだかすれていた。

　ガウリイは、硬こう直ちよくしたまんまである。

　しばしの沈ちん黙もくがあった。どうやら『首』は、うなずこうとしたらしい。

「──うむ……その話自体は本当じゃよ。しかしの、評議長が邪じや魔まなら、なぜ一思いに殺さなんだのか──そうは思わんかったか？」

「……思いましたけど──『なんであなたを殺さなかったのか』なんて……」

「確かに、当人にそんなこと聞けんわな。──実はの──殺さなかったんじゃなく、殺せなかったんじゃよ、あれは」

　──それはつまり……どういう……？

　あたしの顔色を見て、彼は言葉を続ける。

「いつか──お嬢じようちゃんがわしに、尋ねたことがあったの。ハルシフォムは、何の研究をしていたのか、と……あの時わしは、曖あい昧まいに、『生命の研究』なんぞと体てい裁さいよく言ったがの……あれのやっていたのは、『不死の研究』じゃよ」

　あう……

　あたしは思わず小さく呻うめいていた。




「じゃあ──じゃあ、不死の研究をやってたのは、デイミアじゃなくてハルシフォムの方だったの」

　あたしは尋ねる。

「いや──デイミアのやつも、『不死の研究』はやっておった。──実は、デイミアなんぞを副評議長につけたのは、他ほかならぬハルシフォムじゃった。おそらく、自分の研究をサポートするならば、副評議長にしてやる、などという裏取引でもしておったんじゃろうのぅ……デイミアの強力な魔ま力りよくと、常人とは違った発はつ想そうが、あるいは何らかの糸口を見いだすかもしれぬ──とでも思ったんじゃろうな……

　しかし思おも惑わくに反して、デイミアのやつは愚ぐにもつかん気き色しよくの悪い合キ成メ獣ラを造るのに熱を上げ、全まつたく成果を上げん。そんなこんなで、二人はだんだん互いをうとましく思うようになってきたらしい。そんな時じゃった。わしが、ハルシフォムの研究のことを知ったのは……」

「彼の──研究？」

「そう。表向きは、長ちよう寿じゆ延えん命めい、健康保持の研究、などと言っておったが……

　ある日、一人の魔道士がわしの所に転ころがり込んできての……ハルシフォムの研究を盗ぬすむために、屋や敷しきに忍び込み、そこでとんでもないものを見た、と言うんじゃ。

　つまり──やつのやっているのは、健康法などではなく、『永遠の命』の探究だった、とな。

　ハルシフォムは、不死の研究がもっとも盛んじゃった頃──何百年か前のことかの、そのころの書物を、どうやってか手に入れ、そこに記されたさまざまなことを、自分なりに研究、実験していたらしい」

「実験……と、いうと……」

　しばし目を閉じ、彼は言った。

「……そのころ街まちでは、妙な失しつ踪そう事件が連れん続ぞくしていての……」

　な──！

「わかるじゃろう、それを聞いて、わしが何を想そう像ぞうしたか──」

　こくん、とあたしはうなずいた。

「──どういうことなんだ？　一いつ体たい……」

　ガウリイが尋ねる。

「つまり、よ──」

　あたしは、水すい槽そうに沈む首から目が離せぬままに言う。

「ハルシフォムが街の人を誘ゆう拐かいして、不死の研究のための実じつ験けん台だいにしているんじゃあないか──ってことよ……」

「なんだってぇぇっ!?」

「しっ！　声が高いわよ！　ここはハルシフォムの家なんだから……」

「あ──ああ……」

「──で？　当然ことの確かく認にんはしたんでしょ？」

　あたしは話を促うながした。

「むろんじゃ。そいつの話では、いろんな人間が実験材料に使われていた、ということじゃったんじゃが、その話だけでは、使われていたのが、失踪した住民なのか、はたまたそういった実験のために造り出された人ホム造ン人クル間スなのかはわからん。そこで、わしはあやつの屋や敷しきに密みつ偵ていを送った……」

　──住人ならマズいが、人ホム造ン人クル間スなら人体実験の道具にしてもよい、などという考え方には賛同しかねるものがあるが、ここで討とう論ろん会かいを開いている余よ裕ゆうはない。あたしはとりあえず、黙だまって話の続きを聞くことにする。

「結果は──」

　彼は水槽の中で、しばし目を閉じ、意を決して口を開く。

「思っていた通りじゃった──」

　あたしは思わず息を飲んだ。

「──いや、あるいはそれ以上に悪いものじゃった。その時すでに、あやつは『かりそめの不死』を手に入れておったのじゃよ……」

「かりそめの……不死……？」

　つうっ、と冷たい汗が背中をつたい落ちる。

　──まさか──

　脳のう裏りを、セイグラムの白い仮か面めんがよぎる。

「──魔ま族ぞくとの……契けい約やく……」

　タリムの表情が、あたしの予想を肯こう定ていしていた。




　かつて──

　魔族と、『不死』の契約を交かわした魔道士は、何人かいたらしい。

　──と言っても、おおざっぱな記録しか残っていないのではっきりしたことは何とも言えないが、完全なる不死ではなく、あくまでもかりそめのもののようだった。

　なんでも、魔族と不死の契約をとり交わしたものは、自らの魂たましいを『契約の石』とやらに封ふうじ込こめたらしい。かりそめの不死を得た者は、たとえ切ろうが突こうが死ぬことがなく、契約を交わした若さのままで生きたという。

　契約の石がうち砕くだかれた時、もしくは約束を交わした魔族の滅ほろびたそのときこそが、不死が失われる時だと言う。

　だからこそ──

　セイグラムは、あたしたちとの戦いを避さけていたのだ。

「それを知ってから……わしは、かつて『永遠の命の研究』が全盛をきわめた頃の資し料りようを調べ上げ、なんとかあやつを倒す方法を探した。──むろん、評ひよう議ぎ会かいやリトハーン公に相談する、という手も思いついたんじゃがな……そうしたところで、奴やつを封ふうじる手がないでは、話にもならんしの……

　あれを滅ぼすことのできる方法は、決して多くはない──」

「──すなわち、魔族を倒した時、あるいは『契約の石』を打ち砕いた時──」

「ほう──」

　彼はあまり大きくもない目を見開く。

「さすがによく知っておるな……そしてもう一つの方法──」

　もう一つの方法……？

　ンなもんがあるのか。

「契約を交わした魔族よりも、高位の魔族による干かん渉しようがあった場合。すなわち、この世界すべての『闇やみ』を統すべる『赤ル眼ビのー魔ア王イ』の力を借りた呪じゆ文もん──つまりは竜ドラグ破・スレ斬イブをもってすれば、ハルシフォムを滅ぼすことも可能かもしれん、ということじゃ」

「ど……どらぐすれいぶ……って、簡単に言いますけどね……」

　竜ドラグ破・スレ斬イブ──黒くろ魔ま術じゆつ中、最大の攻こう撃げき力りよくを持つ──すなわち、この世界で最強と言われている術である。が──

　首は、正面からきっ、とあたしを見み据すえる。

「──使えるじゃろう？　リナ＝インバース。お前さんならば、な……」

「使えますけどね……けど、こんな街のまん中で使ったら……」

「──わかっておる──」

　首は、深いため息（？）をついた。

「この屋敷だけを吹き飛ばす、などというわけにもゆかぬじゃろう。一度わしも見たことがあるが、あれはちと強力すぎる……へたをすれば、この街の半分近くが壊かい滅めつすることにもなりかねん……しかしな、嬢じようちゃん、あれの目的が、単に永遠の命を求めることだけとは思えん……まあ、何をもくろんでいるにせよ、なんとしてでも止めねばならぬことだけは確かじゃろうて……」

　こくん……

　あたしは小さく息を飲んだ。

「で──でも、とどのつまりは、『契約の石』をみつけ出して壊しちゃえば、わざわざンな物ぶつ騒そうな手段に訴うつたえなくてもいいわけでしょ？」

「ああ。それはそうじゃ。それはそうじゃが──問題は『石』を見つけることができるかどうか……

　そもそも、その『石』とやらがどんな形をしているのかすらわからんのじゃよ。

　わしもそれゆえに、結局は、そのころハルシフォムとの仲が険けん悪あくになっておったデイミアを、評ひよう議ぎ長ちようの椅い子すはほしくないか、なんぞと言ってたきつけ、ハルシフォムを封じ込めるにとどまったわけじゃ……」

「──それを、あたしたちが解放してしまった……ハルシフォムに踊らされて……」

　あたしは唇くちびるを噛かむ。

　ようやっと、事件の構こう図ずが見えたのだ。

　ハルシフォムは、何らかの方法──おそらくは『思テレ念パ波シー』で、セイグラムと連れん絡らくをとり、彼を結けつ界かいの中から解放する力と可能性とを持った人間を探させた。

　そして──あたしたちに白しら羽はの矢は立ったのだ。

　事件に関かかわりあうつもりがないと見てとると、魔ま族ぞくたちはわざわざ『この件には関わるな』などと『警けい告こく』し、あたしたちの好奇心と負けん気とをおおいに刺し激げきしてくれた。

　あとは、セイグラムを使って、あたしたちをデイミア邸ていに案内し──

　おそらくあの時は、デイミアを倒させた上で、『思テレ念パ波シー』であたしたちに話をつけて、結けつ界かいを破らせるつもりだったのだろうが。

　しかしどちらにせよ、結果としてあたしたちがハルシフォムに踊らされ、彼を解とき放ってしまった、という事実には変わりはない。

「あやつは自由になるやいなや、ロッドを抱き込み、人ホム造ン人クル間スの暗あん殺さつ者しやたちを連れてわしの家を襲おそってきよった……やつは笑って言いよった……『あなたには、お世話になったささやかなお礼として、ちょっとした実じつ験けんにつきあってもらいますよ』──で、わしは首をはねられ、気がつくと、この、生かさず殺さずのありさまじゃ。おそらく、デイミアのやつも、似たような目に遭あわされているんじゃろうのぅ……」

　脳のう裏りに、呪じゆ法ほうで肉にく塊かいと化したデイミアの姿すがたが浮かぶ。

「しかしな──気に病むことはないぞ、嬢じようちゃん」

　彼は言う。……ふつー気にするって、それは……いくらなんでも……

「あやつに踊らされておったのは、皆同じじゃよ。デイミアもわしも、いざこざの後ろで糸を引いているのが、封じ込めたはずのハルシフォムだとは思わんかったしの……

　それにわしは、お前さんたちの実力に気づきながらも、評議会の体面が傷つくことをおそれ、事実を打ち明けようとしなかった……それがそもそもの間ま違ちがいじゃった。しかし、わしにはできなんだがの、嬢ちゃんたちになら、あやつを倒すことができそうな気がするんじゃよ、わしはの……」

　あたしは決然とうなずいた。

「倒してみせます──必ず──」

「そうか……今のわしにゃあ、アドバイスすることさえできんが……気をつけて行ってくるんじゃぞ。──と、あやうく言い忘れるところじゃったが、この部へ屋やを出ていく前に、わしの願いをひとつ、聞いてやってはくれんかの」

「ええ──あたしたちにできることなら、何でも──」

「この──わしの入っておる水すい槽そうからはみ出した、このいまいましいチューブを、ちっと引っこ抜いてくれんかの？」

「!?」

　あたしは言葉を失った。

　彼の不安定な命をかろうじて繋つないでいるのが、その、色とりどりのチューブの束たばである。むろんそんなことは、彼自身にもよくわかっているはずだった。

　つまり。

　彼はこう言っているのだ。

　殺してくれ、と。

「──で──」

　あたしはかすれる声で言った。

「できません──そんなことは……」

「……頼たのむよ、嬢じようちゃん……」

　とタリムさん。

「でも……だって！」

「確かに、わしは今も、話をすることもできるし、ものを考えることもできる。じゃがのう、息を吸うかわりに水を吸い込み、水を震ふるわせて言葉を紡つむぐ、というのは、これで結けつ構こうつらいところがあっての……それに、これでは、好物のハマキを吸うこともできんし、うまいものを食うこともできんて。

　こんな生になんぞ、なんの意味がある……

　──『紫むらさきのタリム』は、もう死んだんじゃよ……」

「けど──けど、それでも……」

　それでもあなたは生きている──

　そう続けようとした瞬しゆん間かん──

　背はい後ごに殺さつ気きがふくれ上がる。

　タリムさんが大きく目をむいた。

「よけるんじゃ！　嬢ちゃん！」

　ガウリイが横からあたしの腕うでを引く。

　強圧的な破は壊かい力りよくを持った、颶ぐ風ふうが脇わきを駆かけ抜ける。

　たった今まで、あたしの立っていたその空間を。

　たなびくあたしのマントを吹きちぎり──

　それは、タリムさんの水槽を、粉こな微み塵じんに打ち砕くだく。

「──！──」

　あたしは、声にならない叫びを上げていた。




「いやー、外れてしまいましたね、はっはっは……その男の人がいなきゃあ、ちゃんと当たってたんでしょうにねー」

　後ろで、この場にそぐわぬ、陽気な声がする。

　あたしはゆっくりと振ふり向いた。

　白のハルシフォム──

　評ひよう議ぎ長ちようどのは、前に見たのと変わらぬ笑えみを浮かべたままで、静かにそこに佇たたずんでいる。

　──瞳ひとみの奥に、無限の悪意と狂気をたたえて。

「おやおや……そう怖こわい顔で見ないでくださいよ。私はただあなたを、楽に死なせてあげようと、そう思っただけなんですから──まあ、結果として、試験サンプルを一つ、使い物にならなくしてしまいましたけどね」

「サンプル……ですって!?……」

　あたしはかすれた声で言い、足を一歩、踏ふみ出した。

　隣となりのガウリイも、いつのまにかもう、『光の剣』を抜いている。

「おや──気に入りませんか？　あのおしゃべりな首をサンプルと言ったことが……」

「ええ……気に入らないわね……」

「そうですか。しかし──」

　すうっ、とハルシフォムは目を細める。唇くちびるの端はしに浮かぶ笑えみ。

「だからといって、あなたに何ができるんです？」

　──このっ！

　あたしは床ゆかを蹴けっていた。呪じゆ文もんを唱となえ、解とき放つ。

「『炎フレアの・矢アロー』！　よ」

　十数本の灼しやく熱ねつする矢が、ハルシフォム目指して飛んで行く。

　彼は動かない！

　直ちよく撃げき！

　すくなくとも数本は、その体にまともにめり込んだはずである。

　その脇わきをあたしは駆かけ抜け、反対側をガウリイがゆく。

　すれ違ちがいざま、『光の剣』が一いつ閃せんする！

　もろにハルシフォムの胴どうを薙なぐ。

　そのまま二人は、あとも見ずに通路に駆け出した。

　後ろを殺さつ気きが追ってくる。

「ちくしょう！　本当に死なねえぞ、あいつ！」

　ガウリイが叫ぶ。

　相手が、石を壊こわさぬ限り不ふ死じ身みだ、というのはもとより覚かく悟ごの上である。

　覚悟の上だが、やはりいざ実際に、相手にするとなると──

　後ろから、かすかに呪文を唱える声が聞こえる。

　この呪文のリズムからすると──

　あたしはあわてて、対抗呪文をとなえはじめた。

　ちらり、と後ろをふり返る。

　来た！　思った通りの『炎フレア・の矢アロー』！　目には目を、というつもりか。

　あたしは左手を、後ろに大きくつき出した。

「誘モス・蛾ヴア弾リム！」

　あたしが放った白く輝かがやく光の球は、不規則な軌き道どうを描きつつ、ハルシフォムの『炎フレアの・矢アロー』をことごとく撃げき墜ついする。

「なにぃっ！」

　思わず立ち尽くすハルシフォム。

　かつて、とある人から教わったこの術じゆつ、実は火災消火用の術に、若じやつ干かんの手を加えただけのものである。しかし、火炎球や炎の矢など、『火』の系列のポピュラーな攻こう撃げき呪文になら、たいていかなりの効果がある。

　この機をのがさず、一気に通路を駆かけ抜ける二人。

　地下室に辿たどり着くなり、『振ダム動・ブ弾ラス』の二連発で、通路の出口を潰つぶして埋うめる。これでかなりの時間がかせげるはずである。

　逃げるには充じゆう分ぶんな時間があった。

　しかし、お目当ての石を探すには、とてもじゃないが充分とは言えない。

　そもそも、それが一いつ体たいどんな形をしたものなのかすらわからないのだ。

　とは言っても魔ま道どうの産物。何らかの魔法的な特とく徴ちようはあるはずだが……

　それにしても、あまりにも手がかりがなさすぎる。

　みつけ出すのは不ふ可か能のうに近いだろう。

　かと言って、一いつ旦たん退たい却きやくなどというゆーちょーなことをしている場合ではない。

　ここでわざわざハルシフォムに時間を与えれば、それこそ取り返しのつかないことにもなりかねない。

「とりあえず地下室から出るわよ！」

「ここは探さんのか!?」

「ここにはないわよ！」

　問うガウリイに言い切って、あたしは階段へと走る。

　確かに、大切なものをこんなところに隠かくしておくというのは意表をつくが、ものは自分の命である。こんな所に置いておいたんじゃあ、いつ間ま違ちがってなくなったり、壊こわれたりはしないかと、おちおち眠れもしないだろう。

　かと言って、ばか正直に、かぎのかかった金庫だの戸と棚だなだのに後ご生しよう大だい事じにしまってあるとも思えない。

　ならばどこに──

　言うまでもない。

　探しながら考えるのだ。

　もうこうなったら、こっそりも何もあったもんではない。あたしは『明ライテりイング』を天てん井じよう付近に放ち、階段を駆かけ登る。少し遅おくれて続くガウリイ。

　──あたしたちの目の前で、地下室の扉とびらがかってに開く。

　その向こうで立ちつくす赤毛の女性。

「らっきーっ!!」

　あたしは声を上げるやいなや、うむを言わさずルビアの首根っこを捕つかまえた。

　問答無用で壁かべに押しつける。

「さあて、教えてもらいましょうか」

　あたしの言葉に、彼女はかすかな怯おびえの表情を浮かべる。

　どうやらあたし、かなり殺さつ気き立だったご面めん相そうをしているらしい。

　おそらく彼女、地下室でドンパチやったその音を聞きつけてやって来たのだろうけれど。

「評ひよう議ぎ長ちようさんのだいじなだいじな『契けい約やくの石』、いったいどこにあるのかしら？」

「……少しおちつけ、リナ」

　いさめるガウリイをあたしは無む視しし、ま正面から彼女をにらみつける。

　──その瞳ひとみに、深い悲しみの色が宿った。──え？

　彼女をおさえる手がゆるむ。

「それが──」

　ルビアは静かな声で言った。

「その石があれば──あのひとを──ハルシフォム様を止められるんですね……？」




「──どういう……こと……？　その『止められる』ってぇのは……」

　あたしは、彼女の襟えり首くびをつかんでいた手を離す。

「わたしは──」

　彼女は言う。

「わたしは、あのひとがやっていることを知っていました……何度も、もうこんなことはやめてほしいと、説得しようとしました──

　けれど──やっぱり──」

　唇くちびるを噛かみ、彼女はうつむく。

　やはり彼女にもできなかったのだ。ハルシフォムを止めることは──

　だからこそ、あたしに言ったのだ。

　この事件にはかかわるな、と。

　タリムさんとデイミアに封じられたハルシフォムを、二度と解とき放たぬために。

「──誰だれかに……そうだな、例えばリトハーン公あたりに相談しよう、とは思わなかったのか？」

　と、ガウリイ。

「……あのねえ……」

　あたしはため息をついて言う。

「言えなかったのよ、彼女は。誰かにこのことを相談することはたやすいわ。その誰かが、ハルシフォムのやっていることを公表し、糾きゆう弾だんすることもかんたんよ。──けどね、もしもそれで、ハルシフォムが開き直って牙きばをむいた時、彼を止めることのできる人は、一人として存在しなかったんだから……そういうことね」

　ルビアはこっくりとうなずく。

　あたしはその肩かたに手を置き、まっこうからその瞳の奥をのぞき込む。

「けどね──よく聞いて、あたしたちがハルシフォムを止める、というのは、つまりは彼を倒す──そういうことなのよ」

　再び彼女はうなずいた。

「わかって──いるつもりです──」

　……ううっ、なーんか悲ひ壮そうだなー……ええいっ！　つられて落ち込んでたまるかっ！

「──おしっ、じゃあ話は決まりね。で、『契けい約やくの石』だけど……」

「……その石かどうかはわかりませんが、あのひとが以前、占うらない士がよく使うような、水すい晶しよう球きゆうほどの大きさの──」

　ゴウン！

　彼女の言葉をさえぎるかのように、くぐもった轟ごう音おんが響ひびく。

　地下室からである。

　まさか──もうあれを突とつ破ぱした!?

「とにかくそこに案内して！」

「わかりました！」

　言うと彼女は駆かけ出した。




　通路を走るあたしたちの背はい後ごに、異い様ような殺さつ気きが追いすがる。

　しかも、なぜか複ふく数すう。

　あたしはちらり、と振ふり返り──

　ひえええええええっ！

　毎度お馴な染じみ大男の人ホム造ン人クル間スをはじめとして、種しゆ々じゆ様さま々ざまな合キ成メ獣ラたちが、あたしたちのあとを追いかけてくる。みんな、あの実じつ験けん室しつで見たやつばかり。

　ハルシフォムが、通路をふさがれたと知るや否いなや、実験室にとって返し、合キ成メ獣ラたちを水すい槽そうの中から解とき放ち、閉ざされた通路を開通させる人足がわりにしたのだろう。

　このままでは、追いつかれるのもそう先ではない。

　そうなれば、通路の幅がけっこうあるぶん、モロに多た勢ぜいに無ぶ勢ぜいである。

　ええいっ！

　あたしはくるり、とふりむくと、右手のひらを廊ろう下かの壁かべにおしつける。

「氷ヴア窟ン・レ蔦イル！」

　右手を起点に、十数条の氷の糸が、螺ら旋せんを描いて壁かべと床ゆか、そして天てん井じようを這はい回る。通路の奥──迫せまり来る、合キ成メ獣ラの軍団に向かって。

　触ふれるや否や、氷の糸は、合キ成メ獣ラたちの足にからみつき、這い上がる。

　瞬しゆん時じにして、何体もの氷の彫ちよう像ぞうができあがる。これで後続の足止めにもなるはずである。
















　再び、りちぎにも待っててくれたガウリイたちといっしょに走り出す。

「しっかし──」

　誰だれにともなくあたしは言う。

「一体何を考えて、あんなわけのわからん合キ成メ獣ラの群むれなんぞつくったんだろ……」

「実験の一いつ環かんだ、って言ってました」

　ルビアが答える。

「生命力の強いものどうしをかけ合わせていたみたいですけど……」

　なるほど──

　それが結果として、ああいった、やたらと戦闘向きの合キ成メ獣ラを生み出す結果になった、というわけなのだろう。

　……ひたすら迷めい惑わくな話ではある。

「こちらです！」

　ルビアは二階へと登る階段をさし示す。

　あたしは階段を駆かけ上る。その時──

　大きな羽音がした。

　背後に感じた殺さつ気きに、あたしは振り返らず、とっさに身を低くする。

　ぶんっ、などという、低い唸うなりが頭上すれすれを過ぎていく。

　──かわした──

　思った瞬しゆん間かん、重いものがあたしの背中をはじきとばす。

　べぐっ！

　そのまま倒れ、階段のかどでモロに顔を打つ。

　い……痛ひよぅ……

　しかしとりあえず、めそめそしている場合ではない。あたしはあわてて身を起こす。

　それは、階段の一番上に降り立った。

　レッサー・デーモンの面つら構がまえをより凶きよう悪あくにしたような顔。生白い肌はだに、背中の翼つばさ。

　あたしたちが実じつ験けん室しつで見た、トロルと竜りゆうとのあいのこである。おそらく、氷ヴア窟ン・レ蔦イルで障しよう害がい物ぶつと化した合キ成メ獣ラたちの頭上を飛び越えて来たのだろう。

　──また、やっかいなのがきたもんだ。

「大だい丈じよう夫ぶか、リナ!?」

　ガウリイが問う。

　おそらく、爪かなにかの攻こう撃げきをかわしたあと、しっぽにはり倒されたのだろう。衝しよう撃げきはかなりあったが、それほどのダメージはない。

「だいじょうぶ。それよりこいつをなんとかしなくちゃ」

　あまりここで手間どっていると、後続が──そしてハルシフォムがやって来る。

「火を噴ふいたりしねーだろうな、こいつ……」

　ルビアを後ろにかばいつつ、ガウリイが言う。

「だいじょーぶなんじゃないの」

　あたしは言った。ハルシフォムとて、自分の家を丸焼きにしかねないようなものをさしむけたりはしないだろう。

　それが飛ぶ。

　ガウリイは剣を抜き、あたしは呪じゆ文もんを唱となえる。

　彼の一撃が、それの強固な皮膚を引き裂さき、胸板を深々と貫つらぬいた。

　構かまわず爪つめをふるう『竜』。

「ちいっ！」

　剣を引き抜いている時間はない。彼は『竜』の胸に剣を残したまま、階段をうしろ向きにとびおりる。あやうくぶつかりそうになり、慌あわてて横によけるルビア。

「炎バム熱・ロ鞭ツド！」

　なおも追いすがろうとする『竜』に、あたしは呪文を解とき放つ。

　手のひらから伸びる炎のムチが、それの頭を灼やきつくす。

　──かと思いきや──

　ばぐん！

　開いた顎あごが、炎のムチを噛かみ切った！

　ふつーするか!?　こんなこと！

　存在させるのに魔ま力りよくを介しているとはいえ、炎はやはり炎である。竜族の中でも火に強いものなら、たしかにこれくらいの真ま似ねはできるだろうが……

　それは、ターゲットをこちらに変えた。

　あたしは腰こしの剣を抜く。しかしパワーに欠けるあたしの剣技で、『竜』の皮膚を貫いて致ち命めい傷しようをおわせることはできない。

「ガウリイ！」

　ためらわず、剣をガウリイにほうり投げた。

「おうっ！」

　彼はそれを受け止めると、『竜』に向かってダッシュをかける。

　それの注意がそちらにそれる。

　あたしは呪文の詠えい唱しようを始めた。

　ガウリイは『竜』の翼つばさの片方を切り落とす。バランスを崩くずして倒れ込む『竜』。

　しかしガウリイもまた、左の肩かた口ぐちに手傷を負う。

　隙すきを逃さず切りかかる彼に、『竜』のしっぽが唸うなりを上げる。

「ぐっ！」

　よけきれず、しっぽの先ではじかれて、階段の手すりによりかかるガウリイ。

　立ち上がる『竜』。

「振ダム動・ブ弾ラス！」

　直ちよく撃げき！

　こんどこそ、あたしの術は、『竜』の頭をまともに砕くだく。

　が──

　階段の下に転ころがり落ちたその体は、なおもじたばたともがいている。

「……とことんしぶとい奴やつだな……」

　ガウリイがつぶやく。

「ガウリイみたいだね。──あ、でもあなた、頭つぶされても平気だけど、熱ねつ湯とうかけられたら死んじゃうもんね」

「……オレはゴキブリ──」

　こちらを向いて反論しかけたガウリイは、ぷっ、と小さく噴き出した。

「……何よ？」

「お前さん……顔に横線はいってるぞ……」

「え……ええええーっ！」

　す、するとやっぱし、さっき階段でコケて打ったときに……

「ええいっ！　そんなことより早くっ！」

　あたしたちはなんとか『竜』にとどめを刺し、その胸につき立った剣をとりもどす。

「二階です！」

　ルビアが二人をうながした。




　長い廊ろう下かが左右に伸びていた。

　向かいあって並ぶ何枚ものドア。そして、ドアの横に並ぶ石ガー魔ゴイ獣ルの像。

　ガーゴイル像は、みな一様に同じデザインで、開いた口に石の球をくわえている。

　あ……あやしいーっ！

　知らない人は知らないだろうから、一応解説をしておくが、ガーゴイルというのは石像にそっくりの魔ま獣じゆうで、人が油ゆ断だんしてちかづくと、いきなり襲おそいかかってくる、というなんぎなシロモノである。

　正面切って戦うのなら、あたしやガウリイにしてみれば、それほど苦労するような敵でもないのだが……

　今ここで、『ただの像かなー、それとも本物のガーゴイルかなー、どきどきっ[image: ]』などと、余計な時間を食っている暇ひまはない。

　あたしはちらり、とルビアを見る。

「……まさか、あの彫ちよう像ぞうのなかに、本物のガーゴイルが混まじっている──なんてことはないでしょーねぇ……」

「それは……だいじょうぶです」

　彼女は言う。

「何度もわたし、拭ふき掃そう除じをしてたりしますし……正しよう真しん正しよう銘めい、ただの彫像です。ハルシフォム様が以前、『これは大切な珠たまだから……』と、赤い、水すい晶しよう球きゆうほどのものを、ただの石のように表面を覆おおって、このガーゴイル像のどれかにくわえさせたことがありました。おそらくはあれが……」

「なるほど、くさいわね──で、どの像がくわえてるのがそれなの？」

「それが……」

　彼女は口ごもる。

「二階の像の一つにくわえさせるから、掃そう除じの時は気をつけて……と聞いただけで……」

「ふぅむ……と、いうことは、結けつ局きよくのところ、一つ一つ調べるっきゃないわね」

「時間があれば、の話だがな……」

　！

　あたしたちは、声の方をふりかえる。

　通路に佇たたずむ彫像の影から、ゆらり、と闇やみがわき出した。

　深く被かぶったフードの奥に、はりつく白い悪あく魔まの仮か面めん。

「──セイグラム──」

　あたしの背を、冷たい汗が流れ落ちる。

　ハルシフォムが『思テレ念パ波シー』で連れん絡らくを取ったか──

「時を稼かせげ、との命を受けた。家の中が荒らされるのはお断りなのだそうだ。なかなか勝手なことを言ってくれるものだな……人間というものは」

「へえ、わざわざ出てきてくれたんだ」

　あたしは虚きよ勢せいを張はる。

「確か、あなたを倒しても、ハルシフォムの不死は失われるんだったわね」

「──我を滅ほろぼすことができれば、な……」

　く……

　あたしは言葉につまった。

　かりそめの不死を得たハルシフォムがこの場に着けば、残された手段はない。

　いまだ姿を現わさぬギオ＝ガイアの存在も気にかかる。

　この二人のいずれかが現われるまでに、セイグラムとの決着をつけるか、あるいは『契けい約やくの石』を見つけだすか──

　残された勝ち目は、それくらいのものである。

　竜ドラグ破・スレ斬イブあたりが使えれば、ことはあっさりと決着がつくのだが、ここは荒こう野やのど真ん中ではない。ンなもんぶっ放したりすれば、街まちにとてつもない被ひ害がいが出る。

　薄い勝ち目ではあったが、それに賭かけるしか手がない以上、やるっきゃないっ！

「倒すわ」

　あたしはきっぱりと言い放った。

「倒す。必ず。あいつが来る前に」

「いやあ……そりゃあ無む理りなんじゃあありません？」

　びくん！

　背後の声に、あたしは凍こおりつく。

　ゆっくりと、おそるおそる振ふり向くあたし。

　白いマントとローブをたゆたわせ、それは静かに佇たたずんでいた。

「もう、来てしまいましたから」

　白のハルシフォム。

　いつもと変わらぬ笑えみを浮かべて。




「ルビア、さあ、こっちにおいで」

　ハルシフォムは優しい声で言う。

　悲しい顔で、首を横に振るルビア。

「──お願いです、ハルシフォム様……もうやめてください……こんなことは……」

「何を言っているんだ、ルビア……これも、もう二度とお前を失いたくないから……」

「違います！」

　激しい口く調ちようで言う彼女。

「あなたが追っているのは、死んでしまった人の幻まぼろしです！　わたしは──わたしは、あなたの愛したルビアさんにはなれません！　いくら──いくら彼女をもとにしていると言っても、わたしは──やはり、あなたの造った人ホム造ン人クル間スのルビアにしか過ぎません！」

　え──

「ルビア──違うよ──」

　ハルシフォムの顔に、とまどいと、悲しみの表情とが浮かぶ。

「お前はルビアだ──他ほかの誰だれでもない──私の──大切な──」

「ハルシフォム殿」

　セイグラムの重い声が、二人の会話を中断する。

「戯ざれ事ごとは、後でもできましょう──」

「ざれごと、だと!?」

　ぎっ、と彼はセイグラムをにらみつける。

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もく。

　ハルシフォムは静かに息を吐はいた。

「──まあいい。とりあえず、決着が先だ。セイグラム、お前はそこで見物でもしているがいい」

「御ぎよ意いに──」

　あざけりを含む口調で答える白しろ仮か面めん。

「ハルシフォム様！」

「──ルビア、さがってて」

　ハルシフォムの前に立ちふさがろうとする彼女をあたしは制した。

「──え──」

　彼女はあたしを呆ぼう然ぜんとみつめる。

「いずれにしろ、つけなくちゃならない決着なのよ、これは……」

「そういうことですね、まあ……」

　言うハルシフォム、無言でうなずくガウリイ。

「──ミスター・タリムは、あなたが『不死』以上のどえらいことを狙ねらっている、って危き惧ぐしてたけど……」

　あたしは言う。となりでガウリイが、『光の剣』を抜き放つ。無む造ぞう作さに、間ま合あいを詰つめるハルシフォム。

「私はただ──『永えい遠えん』を手に入れたかっただけなんですよ──大切なものを、二度と失わないために──」

　──勝てないかもしんないな……この男には……

　そんな思いが、ふと、あたしの脳のう裏りを横ぎった。




　白しろ仮か面めんさえ倒せば、ハルシフォムの不死は失われる。

　──だからこそ、うかつにセイグラムに手出しをすることはできなかった。

　一いち撃げきで倒せなければ逃げられる。

　そうなればおしまいである。

　しかし、格下のギオ＝ガイアでさえ、烈エルメ閃キア・槍ランスの直撃を受けても倒れなかったのだ。それよりかなり高位にいるらしいセイグラムを、はたして一発で仕し留とめる、などということが可か能のうかどうか……

　──となれば、あの手を使うしかないか。

　あんまし知的とは言えないけれど……

　ハルシフォムの右手が静かに上がる。

　それが戦闘開始の合あい図ずだった。

　その唇くちびるから、低い呪じゆ文もんのつぶやきが漏もれる。

　まったく同時に床ゆかを蹴けり、あたしとガウリイは駆かけ出した。

　あたしも剣を抜き放ち、口のなかで呪文を唱となえる。

　ハルシフォムの呪文が終わる。その瞬しゆん間かん──

　あたしは右に、そしてガウリイは左に跳とぶ。

　なんのことはない、左右の位置を交代しただけの、ごく単純なフェイントである。

　しかし、ハルシフォムに一瞬のためらいを生じさせるのには十分だった。不ふ死じ身みとはいえ、戦いのかけひきにおいてはただのアマチュア。

　あたしは呪文を唱え終わる。

「裂フレ火ア・ビ陣ツド！」

　数十発の小さな光の球が、ハルシフォムの周まわりに着ちやく弾だん、無数の小しよう爆ばく発はつを引き起こす。

「ぐうっ！」

　その姿すがたが一瞬、爆ばく炎えんの中にかき消えた。

「石を！」

「おうっ！」

　一言で、ガウリイは、あたしのやろうとしていることを察してくれた。

『光の剣』の一振りで、手近にあったガーゴイル像の、口にくわえた石の玉を両りよう断だんする。

　薄れゆく爆炎の中から、数十本の『炎フレアの・矢アロー』が飛来する。

　狙ねらいなしでの乱射である。難なんなく身をひねってよける二人。

　流れ弾だまの一本が、あたしたちの後ろで見物を決め込む、セイグラムの顔面に向かって飛んでいく。

　──これが当たったら笑えるだろーなー

　思ったが、白仮面は、ひょいっ、と無む造ぞう作さに身をかわす。

　ちちいっ！　惜おしいっ！

　……しかしよく考えてみれば、物質を介する『火』の呪じゆ文もんなんぞ、直ちよく撃げきしたところで、魔ま族ぞくの彼にとっては痛くもかゆくもないわけである。

　……期待してソンした……

　爆炎もまだ消えやらぬそのうちに、あたしは次の呪文を開放する。

「破バル砕ス・ロ鞭ツド！」

　目もく標ひようは、ハルシフォムではない。

　あたしの手から伸びる光のムチは、二体のガーゴイル像の頭を砕くだく。口にくわえた玉といっしょに。

　つまり、どれがその『契けい約やくの石』かがわからない以上、とりあえずみんなぶっ壊こわしてみましょーか、という、まあ、ミもフタもないことは事実だが、一番確実な策さくである。

「くっ！」

　さすがに気づいたのか、顔色を変えるハルシフォム。

「火フア炎イアー・球ボール！」

　光の球が、あたしに向かって飛んで来る。

「ちいっ！」

　ガウリイは足下に落ちた石像のかけらをひっ掴つかむと、光球にむかって投げつける。

　みごと直撃！　光の球は炸さく裂れつし、空中に、紅ぐ蓮れんの炎を撒まき散ちらす。

　爆ばく風ふうのおさまりきらぬそのうちに、再び炎の矢が降り注そそぐ。

　ガーゴイル像を盾たてにして、あたしはなんとかそれをやりすごす。

　後ろに跳とんだガウリイの、着地地点の足元に、一条の『炎フレアの・矢アロー』が突き刺さった！

　バランスを崩くずすガウリイ。宙を掻かいた左手が、ガーゴイル像の顔をとらえる。

　それを支えに、なんとかバランスを取り戻もどす。

　──つもりだったのだろう、彼は。

　そのまま左手はすっぽ抜け、彼はまともに尻もちをつく。

　その手の中に、石の球がおさまっていた。

　手掛かりにするつもりのものが、あっさりと像の口から外れたのだ。

　──外れた、ということは。

「ガウリイ！　その石よ！」

　あたしは叫ぶ。

「なっ！」

　まともに顔色を変えるハルシフォム。

　ガウリイは理解した。

　あたしは呪じゆ文もんを唱となえる。

「これで──」

　ガウリイのふり下ろす『光の剣』が──

「終わりだ！」

　手にした石を打ち砕くだく！

　表面を、普ふ通つうの石でおおわれた、紅い宝玉は無数の破は片へんと砕け散る。

　ハルシフォムのくぐもった叫び。

「振ダム動・ブ弾ラス！」

　あたしの呪文が、まともに彼の胸むな板いたに命中した。

「やった！」

　ガウリイが叫ぶ。

　その瞬しゆん間かん──

　彼に向かって爆ばく炎えんの雨が降りそそいだ！

「ぐあっ！」

　なんとかかわすガウリイ。──いや──

　左足を、彼は小さくひきずっている。

　いまの爆炎でやられたか！

　まずい。

　──しかし、なぜ──

「ばかな……」

　ガウリイがつぶやく。

　額に汗の玉を浮かべて。

　その視線の先には──依い然ぜんとして静かに佇たたずむハルシフォム。瞳ひとみの奥に怒りをたたえて。

「『契けい約やくの石』は砕いたぞ!?」

　彼の言葉に、白の魔ま道どう士しは、けげんな表情を浮かべる。

「契約の──石……？」

　冷笑が、唇くちびるの端に浮かび上がる。

「ははあ、あなたたち、さてはあれが『契約の石』だと思ってたわけですか──」

「──え？」

　あたしは思わずルビアに目をやる。

　ハルシフォムは、ちらり、と彼女に視線を送る。

「なるほど……ルビアが言ったんですか……ルビア、お前の気持ちは──いや、まあ、この話はあとにしよう。

　ガウリイさん、あなたが砕いたのは、いままでの『不死』の研究データを憶おぼえ込ませた、単なる記メモリ録ー・球オーブですよ。──まあ、私にとって大切なものであるには変わりはありませんが……どうやらルビアが、何か勘かん違ちがいをしていたようですけどねえ」

　──ンなのアリかっ！

　しかし、かと言って彼女を責めてどうなるものでもない。

　なら、本当の『契約の石』はどこに？

　……こうなってしまった以上、打つ手は──

　──いかん、何も思いつかん……

「──けど、記メモリ録ー・球オーブを壊こわしたおわびくらいはしてもらいたいもんですねぇ……」

　ハルシフォムの右手に、白い光がぼうっ、と灯った。

　ガウリイを狙ねらっている！

　あたしは呪文を唱えながら、彼に向かって疾しつ走そうする。

「火フア炎イアー・球ボール！」

　呪文を放つハルシフォム。

「翔レイ・封ウイ界ング！」

　あたしはガウリイにしがみつく。

　そのまま二人は宙ちゆうを飛ぶ。

　まさに間かん一いつ髪ぱつ、後ろではじける火炎球。

　爆ばく風ふうにあおられ、思った以上の加速がつく。このままでは、廊ろう下かの奥に激げき突とつである。

　視界の片かた隅すみに映る、通路の奥に佇たたずむセイグラムの白い仮面が、嘲ちよう笑しようを浮かべているような気がした。

　その時──

　あたしの頭に、ふとある考えが閃ひらめいた。

「くっ……！」

　翔レイ・封ウイ界ングの軌き道どうをコントロールしながら、鞘さやごと剣を抜く。

　壁かべの手前で、飛行の軌道をあたしは変えた。

　セイグラムに向かって。

「なっ！」

　声を上げるセイグラム。よけられる間合いではない。

「よけろ！　セイグラム！」

　ハルシフォムが叫んだその瞬しゆん間かん──

　逆さか手てににぎった剣の柄つかが、白い仮面を打ち砕く。

『無貌のセイグラム』が被る、石で造った悪魔の仮面を。

「があああああああっ！」

　ハルシフォムの絶ぜつ叫きようが響ひびいた。




　ごすっ！

「くぁっ！」

　あたしは、音を立てて壁かべに激げき突とつする。

　翔レイ・封ウイ界ングをあわてて減速しようとしたのだが、やはり間に合わなかったのだ。

　壁とガウリイの体にはさまれ、骨がいやなきしみ音を立てる。

「リナ、お前──」

　たまらずしゃがみ込んだあたしを支えおこしながら、ガウリイが言う。

「わざと……オレのクッションになってくれたのか……？」

「……気のせいよ……」

　あたしは痛みをこらえつつ、笑いながらにそう言った。


















「お──」

　セイグラムは、割れ落ちた仮か面めんの破は片へんを、いとおしそうに拾い上げた。

「おお……」

　顔なき顔──フードの中の暗黒が、手の中のそれを見下ろしている。

「我が──我が『契けい約やくの石』が──」

「なに!?」

　思わず声を上げるガウリイ。

　そう──

『契約の石』──セイグラムの顔（？）を覆おおった、悪あく魔まを象かたどる白い石仮面こそが、まさにそれだったのだ。

　なぜあれほど、セイグラムがあたしたちと戦おうとしなかったのか。

　白い仮面をつけた魔ま族ぞくが、なぜ仲なか間まからは『無む貌ぼうの』などと呼ばれていたのか──

　その答えがこれだったのだ。

「──セ……セイグラム……！」

　床ゆかに膝ひざをついたハルシフォムが、苦しげな声をしぼり出す。『不死』を失った代だい償しようか、かなりの脱だつ力りよく感かんだか苦痛だかが、その体をさいなんでいるようである。

「倒せっ！　そいつらをっ……！」

「やかましいっ！」

　あたしの放った『炎フレア・の矢アロー』が、その体をくし刺しにする。

　顔をそむけるルビア。

　白の魔ま道どう士しは、そのままそこに崩くずれ落ちた。

「──さあて──」

　あたしはセイグラムに視線を向ける。

「オーナーさんは遺ゆい言ごんでああおっしゃったけど……どうする？」

　彼はゆっくりと、その『顔』をあたしに向ける。

「……我があの男とかわした契約を記した石が砕けた以上、あの男の命に従ういわれなどはない……」

　うむうむ、なかなか潔いさぎよい。魔族ながら殊しゆ勝しような心がけである。

　こちらとて、だいぶへばっていることは事実である。できればこれ以上の戦いなんぞはやりたくない。

「──しかし──」

　……おいおい……

「汝なんじらとの決着は、つけておかねばなるまい。我が誇りのためにも」

　──前言撤てつ回かい。

　セイグラムはふわりと跳とぶと、音も立てずに、倒れたハルシフォムのそばに立つ。

「ゆくぞ！」

　その手のひらが、青白い火炎球を生み出した。

　あたしは跳んだ。ガウリイは──

　よけない!?

　身をひねり、紙かみ一ひと重えの差で火炎球を見切ってかわす。

　それは、彼の後ろ、つき当たりの壁かべにぶつかり爆ばく発はつする。

　ガウリイが跳ぶ！

　爆風に乗って！

「くらえっ！」

『光の剣』をふりかぶる。

　その時──

　セイグラムの体を闇やみが飲み込んだ。

　それは一瞬にして消しよう滅めつする。

　そこにいたはずの魔族とともに。

「なっ!?」

　ものの見事にスカをくらって着地するガウリイ。足のきずは思ったよりも深ふか手でなのか、大きくバランスを崩くずす。

「逃げるのよ！　ガウリイ！」

　あたしは叫ぶ。

　彼はふりむきかける。

　その背に、プラズマ・ボールが炸さく裂れつする！

「ぐあっ！」

　ガーゴイル像にまともに叩たたきつけられる。その手から、『光の剣』が抜け落ちる。

「ガウリイ！」

　──彼は動かない。

「……さて……」

　顔なき顔が、ゆっくりと、あたしの方をふり返る。

「まずはこれで一人──」

　セイグラム──

　闇を使い、空間を渡る魔族──




「烈エルメ閃キア・槍ランス！」

　再び闇に飲まれるセイグラム。

　あたしの呪じゆ文もんは、いともあっさりとかわされる。

　背はい後ごに凝ぎよう固こする、『闇』の気け配はい。

　あたしはあわてて振ふり返る。

　目の前に、光球が迫っていた。

「どぉうわっ！」

　身をのけぞらし、なんとかかわす。光の球は、あたしの鼻の頭を灼やき過ぎる。

　──このっ！

　あたしは手にした剣をほうり投げ、懐ふところから、小さなナイフを取り出した。

　細い銀光が宙を裂さく。

　あたしのナイフは、セイグラムの影を大地に縫ぬい止める。

『影シヤド縛ウ・スりナツプ』──

　相手の動きを、精アス神トラ世ル・界サイ面ドから封ふうじる技わざ。

　この術自体には何の攻こう撃げき力りよくもないが、精神生命体に近い魔ま族ぞくにも、有効なはずである。

「──ほう──我が影を縫ぬい止めるとは、人間にしてはなかなかの魔キヤ力パ容シ量テイだな」

　動けぬままに言うセイグラム。軽口のひとつも返したいところだが、そんなことをやっていられるような相手ではない。あたしは『烈エルメ閃キア・槍ランス』の呪文を唱となえはじめる。いかなセイグラムとて、これをくらえば、さすがにノー・ダメージというわけにはいかないだろう。

「しかしそれ故にか……相手を甘く見すぎるきらいがある」

　みりっ……

　小さな音がした。

　あたしは目をみはる。

　セイグラムの影を縫い止めた、あたしのナイフ──床ゆか材ざいのひびにがっちりと食いこんだはずのそれが、床の中からじわり、と押し出される。

　ちりん。

　澄んだ音を立て、それは完全に床から抜ける。

　ゆらり、と動くセイグラム。

「精アス神トラ世ル・界サイ面ドの『ナイフ』の干かん渉しよう力りよくに、わが精アス神トラ世ル・界サイ面ドでの力が勝った……ただそれだけのことだが……そう見られる光景ではなかろう」

「くっ！」

　あたしはとぎれた呪文を続ける。

「烈エルメ閃キア・槍ランス！」

　闇やみにまぎれ、魔族の姿がかき消える。──ちいっ！

「ぐっ！」

　脇わき腹ばらに灼しやく熱ねつ感かんが走る。

　炎の矢が、後ろから、あたしのそばをかすめて過ぎたのだ。

　倒れたガウリイの、すこし後ろにやつはいた。

　その足下に『光の剣』。

　あたしは走る。

　──やれるかどうかっ！

「火フア炎イアー・球ボール！」

　あたしの放った光球は、ガウリイのすぐそば、セイグラムの足下で爆ばく発はつする。

　爆風に乗って飛ぶ、床材の破片、そして──

　あたしの右手が伸びる。

「愚おろかな！」

　煙を割ってとび出す魔ま族ぞく。火炎球を無む視しし、あたしが次の呪文を唱える前に決着をつけるつもりだ。

「仲なか間まを殺すつもりか!?　我に炎の呪文などが通用するものか！」

　迫るその手に、赤い光がともる。呪力を直接、あたしに叩たたきつけるつもりだ。

　呪文を唱えている時間はない。──が。

「光よ！」

　あたしの叫びとともに、光の刃が、セイグラムの闇の体を貫つらぬいていた。




「ぐおあああああっ！」

　セイグラムの絶ぜつ叫きようが響ひびく。

　右手を大きく振り上げたまま、魔族の上体がぐらり、とかしぐ。

「い……いつ……？」

　中身のないフードは、あたしの手元に向いていた。

　彼を貫く『光の剣』に。

　いまの火炎球、あれは攻こう撃げきのためのものではない。床ゆかに落ちた『光の剣』をはじき飛ばすのが目的だったのだ。

　それを、あたしがキャッチした。

　むろん、口で言うほど易やさしいことではない。──白状するけど、あたしにしても、うまくいく自信はほとんどなかったのだ。

　しかし、空間を跳とび回る、などという非ひ常じよう識しきな芸を持ったセイグラムの裏をかくには、こちらもそれくらいのことはやらなければならなかったのだ。

　そして、あたしは賭かけに勝った。

「お……おのれ……おのれっ！」

　セイグラムの右手に力がこもる。

　させるかっ！

「滅ほろびろっ！」

　ありったけの気力を、あたしは『光の剣』に叩たたき込む。

　剣は魔族を縦たてに裂さく。

「！」

　悲ひ鳴めいを上げることすらできず、よろよろと数歩後退り、かくりと膝ひざをつくセイグラム。

　……終わった……やっと……

「……ま──まだだ……」

　つぶやく魔族。──ばかな!?

「まだ──我は……滅びん……」

『光の剣』の破は壊かい力りよくは、使い手の意志力に比例する。あたしの意志を込めた一いち撃げきでまだ滅ぶことがないというのは──こいつ一体、どれほどの魔キヤ力パ容シ量テイがあるのか……

「いつか……必ず……！」

　セイグラムの体が闇にかすむ。まずいっ！

　今逃がせば、あとあと面倒になる。あんなのにつけ狙われた日にゃあ、安心して眠るわけにもいかない。

「逃がすかっ！」

『光の剣』が宙ちゆうを薙なぐ。

　──しかしあたしが斬ったのは、かすかな闇の残ざん滓しのみ。

　逃がしたか……

　しかしとりあえず、これで一応の決着はついた。

　最後まで姿を見せなかったもう一人の魔族──ギオ＝ガイアの存在が気になったが、ここまできて姿をあらわさない以上、いまさらのこのこと出てくる可能性は薄い。

　さて──

　あたしは、倒れたままのガウリイに目をやった。

　──たいしたダメージじゃなければいいけど──

　あたしは、ややもつれ気味の足取りで、彼の方へと歩き出す。

「リナさんっ！」

　ルビアの叫び。

　背はい後ごに殺さつ気きが膨ふくれ上がる。

　──!?──

　背中ではじける熱い塊かたまり。

　吹き飛ばされて、あたしはまともに壁かべに激げき突とつしていた。




　ほんの一いつ瞬しゆん、あたしは気を失っていたらしい。

　あわてて体を起こそうとする。とたん──

「うくぁっ！」

　全身に、たまらぬ痛みが走り抜けた。

　あたしはなんとか顔だけを、通路の奥に向ける。

『光の剣』は、今のを受けた時にはじき飛ばされたのだろう。そこに立つ、男の足下にころがっている。

　──白のハルシフォム。

　ローブから伸びるその手が、妙に長く見えるのは、あたしの気のせいだろうか？

　乱れた白い蓬ほう髪はつは、ハデな戦いのせいか。しかし──

　なら、彼の左目に灯ともる緑の光は？

「まさか……」

　あたしはつぶやく。

「ギオ……ギオ＝ガイア？」




「ギオ＝ガイアはもういませんよ」

　凄せい絶ぜつな笑えみを浮かべて言うハルシフォム。

「あなたたちを討うちとりそこねた罰ばつにね……私が『食って』しまったんですよ……」

　──食った!?

　ハルシフォムはちらり、と足下に落ちた『光の剣』に視線を落とし、足で後ろに蹴けり飛ばす。

「ルビア、それを拾っておいておくれ。あとで何かと実じつ験けんの役にも立つだろうし」

　彼女の方には目も向けずに言う。

「不死の研究をしていくうち、ある古い記録を見つけましてね……他人を『食う』ことによって、その能力のいくらかを、自分のうちに取り入れることができる、というものでしてね」

「そ……それじゃあ……」

　白の魔ま道どう士しは静かに首を縦に振る。

「その実験者は、相手の生命力を吸収することによって、命を永らえさせようとしたわけですね。しかし結局、これは成功しなかった。そこで私は思いついたんですけどね、より長い寿じゆ命みよう、より高い能力を持つものを『食って』みたらどうなるのか、と。そこで白しら羽はの矢を立てたのが──」

「──魔族──」

「──そう。しかし彼らが、そうあっさりと『食われて』くれるはずがない。そこで私は、あなたたちと戦いたがっていたギオに言ったんですよ。もしも負けたら、私の実じつ験けんにつきあえ、とね……」

　──なるほど……

　だからこそ彼は、ギオに教えていなかったのだ。

『光の剣』の存在を。

　魔族のバイタリティを取り込んでいたからこそ、『不死』の契けい約やくが破れたあとであたしの放った『炎フレア・の矢アロー』を受け、なおかつ生きていられたのだ。

「──さて、お話はこれで終わりです」

　言って静かに、足を踏ふみ出すハルシフォム。

　状じよう況きようは、とことんあたしに不利だった。

　あたしは身をかわせる状態にない。呪文を彼より先に放ち、それをハルシフォムに命中させることができなければ、それであたしの負けである。──いや、よしんば烈エルメ閃キア・槍ランスあたりが命中したとしても、それ一発で倒せるとは限らない。

「安心してください……」

　にっこりと微ほほ笑えむハルシフォム。

「あなたをここで、完全に消し去るつもりはありませんよ。あなたをもとにした、強力な魔キヤ力パ容シ量テイを持つ人ホム造ン人クル間スを造り、いろいろな実験を行なってみるつもりですし、あなた自身は──」

　──まさか──

　あたしの背を、冷たいものが走り抜ける。

「私に『食われる』ことによって、その能力を永遠に生かしつづけることができるんですからねぇ……」

「──もうたくさんです！」

　ルビアが声を上げる。

　振ふり返るハルシフォム。

　彼女は、震ふるえる両手に『光の剣』を構かまえていた。

　悲しい決意を瞳ひとみの奥に宿して。

「──ルビア……？」

　つぶやく白の魔ま道どう士し。

「もう……もうやめてください！　これ以上……こんなことは──」

「何を言ってるんだ……馬ば鹿かなことはおやめ。さあ、そんな剣なんて振り回さないで、階し下たにでも行って待っておいで。──大だい丈じよう夫ぶ、すぐに終わるよ」

　いまにも泣き出しそうな顔で、彼女は左右に首を振る。

「……違う……」

「……さあ、言うことをお聞き。私のかわいいルビア……」

「──違う！」

　叫んで走り出すルビア。ハルシフォムに向かって。

「ルビア！」

　右手をつき出すハルシフォム。その手のひらに光が灯ともる。

　だめっ！　ルビアっ！

　二人の影が交こう錯さくする。

「──あ──」

　あたしは言葉を失った。

　ハルシフォムは──

　右手の光を解とき放てぬまま、ルビアの手にした『光の剣』に貫つらぬかれていた。

「もう……やめて下さい……ハルシフォム様……」

　その胸に、顔を埋うずめたまま言うルビア。

　魔ま道どう士しの右手から、光が消える。

　ついに打ち出すことのできなかった光が。

　その手が、ルビアの髪かみをやさしくなでる。

「ああ──そうだな──」

　はっ、と彼女は顔を上げる。

　透とう明めいな、優しい笑顔を浮かべる男がそこにいた。
















「どんな──どんな相手だろうと──私は負けるわけにはいかなかった……けどね……ルビア……おまえに倒されるというのなら──それはしかたのないことなんだろうね……」

　不ふ思し議ぎな表情を浮かべると、ふっ、とその体から力が抜ける。

　それが──

　不死を求めた、一人の魔道士の最さい期ごだった。







　　　エピローグ




　空はみごとに晴れ渡っていた。

　街まちは、今日もにぎわいを見せている。

　いつもと何ら変わらぬ日常。

「……まるで……あんな事件なんて、起こんなかったみたいに……」

「──何をめずらしく、しんみりしてるんだ？　お前は」

　ガウリイは、あたしの頭をくしゃっ、と掻かき回す。

「もうっ！　ひとの髪かみの毛いじんないでよっ！……悪かったわね、めずらしくって」

「悪いっ！　お前さんがしんみりしてるなんぞ、天てん変ぺん地ち異いの前ぶれ以外の何でもないじゃないか」

「あたしはナマズの化け身しんかっ！」

　あたしとガウリイは、大通りを、街の東の出入口に向かっていた。

　あれから十日あまり。

　なんとか二人ともダメージから回復し、もろもろ残った後あと始し末まつを、ようやく終えたのがきのうのこと。

　──と言っても、ことのいちばんややこしい所は、すでにたいていルビアが済すませておいてくれたけど。

　ランツは傷が治るやいなや、この街を出ていった。サイラーグ・シティの見物にでも行ってくる、などと言いながら。

　デイミアは──彼がどうなったのか、あたしは知らない。伝承では、屍ラウグ肉ヌト・呪ルシヤ法ヴナをかけられた者は、術じゆつ者しや──セイグラムが滅ほろびるその時まで、死ぬことすらもできないと言う。

　魔ま道どう士し評ひよう議ぎ会かいのお偉いさんは、あたしの問いに言葉を濁にごすだけだったけど……

　ルビアは──

　はじめ、彼女はかなり叩かれた。ハルシフォムのやっていることを知りつつ、それを黙っていたことを。

　しかし最終的には、あたしの脅きよう迫はくまがいの弁べん護ごの甲か斐いあって、他人に話してどうなることでもなかったわけだし、ことの決着をつけたのも彼女である、ということを考え、とりあえず不問にする、ということで落ち着いた。

　ハルシフォムにとって、彼女は一体どういう存在だったのか──

　それは結局のところ、はっきりとはわからなかった。

　彼女に聞けば、あるいは話してくれたかもしれなかったが、なぜかあたしは、そうする気にはなれなかったのだ。

　そして、あたしたちは──

「──で、だ、ここを出て、次はどこへ行く？」

　ガウリイがあたしに尋ねる。

　あたしたち二人とも、これといってあてのある旅をしているわけではない。どこへ行くのも自由なわけだが……

　白セ魔イ術ル都ー市ンでごたごたが起こっている、という噂うわさもあるし、首を突っ込んでみるのも面白いだろう。

　ゼフィーリアにある郷く里にへ、ひさしぶりに戻もどってみるのもいいかもしれない。

　──しかしそう言えば、ガウリイの実家というのは、一いつ体たいどんなところなんだろう？

　まあ、ともあれ。

「そうね──とりあえず、歩きながら考えましょ」

　言ってあたしはウインクひとつ。




　そして二人は、アトラス・シティを後にした──







　あとがき
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　新装版ということで、こういうものが出せるのも、ひとえに応おう援えんしてくださっている読者のみなさんのおかげ。本当にありがとうございます。

　ものかきなんぞをやってますと、ファンレターをいただいたりするんですが、『最近知って読みはじめました。すすめてくれたのは父です』とか『小学校の頃から読み始めた私ですが、今度子供が産うまれます』といったのを目にすると、しみじみと、長く読んでもらえてるんだなぁ、と感かん慨がい深いものがあります。

　……まあ同時に、そりゃあオレも歳とし取るわ！　と、別の意味で感慨深いものがあったりもしますが。

　なんというか。読者のみなさんがちゃんと成長してるのに、自分だけがちっとも成長していないような気がして。

　へたをするとむしろ、この二巻とかを書いている時より退化してるんじゃないか、なんてコワい考えが頭をよぎったり。

　思い起おこせばこの二巻、書く上でいろいろなことがありました。

　単発話のつもりで書いた『スレイヤーズ！』が入選し、授賞式で担当さんから、じゃあシリーズ二話目をお願い、と、さらりと言われ、「いや、あの。前のですでに魔王とか倒しちゃったんですけど」とかつぶやいたり。

　今なら言えますが、最初は正直、無む茶ちや振ぶりするなぁ、と思ったりもしたものです。

　けどその結果、大技一発で完、というのを封じるために、町の中での話にしようと思い立ち、この話ができあがりました。

　そこではじめて、話によって状況や味付けを変える、ということを学んだような気がします。

　まあもちろん、味付けを変えるにも限度というものがあって、あんまり変えすぎると同シリーズとは思えないものになったりしますし。

　現にこの『アトラスの魔道士』を発表したあとには、一巻と違って重い、といった意見もちらほらいただきました。むろん意識してそうした所ではあったのですが。

　いずれにしてもそのあたりのことは、スレイヤーズのシリーズ二話目を、という話がなければ、気づかずにいたかもしれません。

　無茶振りを無茶振りだと切って捨てずに、ちょっとはがんばってみる姿勢というのは大切です。

　ひょっとしたら何かを学ぶきっかけになるかもしれないのですから。

　……もちろん、やっぱりその無茶振りは無理です、という結果になることもあるわけですが……

　あ。とはいってもさすがに、ひとさまのあとがきスペースを乗っ取るよーな女の無茶振りを聞く気はさらさらありませんが。

　そういう意味でこの『アトラスの魔道士』という物語は、作者にとってはちょっとしたターニング・ポイントになっていたのかもしれません。

　途中までは筆ふでがどうしても進まなくて。つらつら考えたあげく、

「俺は妖よう怪かい・怪かい獣じゆうが大好きだ！　ということでそんな生き物を出そう！」と決意し、トゲ狼とかを出したとたん、執しつ筆ぴつペースが上がる上がる。

　我ながら一体どういうことか!?　どこまで化ばけ物もの好きか自分？

　と、ちょっぴり自分の生き方に疑念を抱いたりしたわけですが。

　けどこの時点──デビューして間もなく右も左もわからぬ中、書いて行きながら先の展開を考える、という手法を取っていた作者にとって、実は全然できなかったのが、話のプロットを書く、ということ。

　多くの場合編集部から、話を実際に書き出す前にプロットを書いて提出、と要求されたりするのですが……

　この時点で実は作者、あらすじとプロットの違いがわからない、というか同じようなものだと思っていましたから、何をか言わんや。

　ちなみに、建物などにたとえるなら、あらすじが完成予想図でプロットは設計図、くらいの違いはあるんですが。

　次の三巻、『サイラーグの妖魔』において、プロット（とは言えない物体）を出した時点で、担当さんに『……うーん……まあ、スレイヤーズだし、まあこんな所でいいかー、って感じですかねぇ』と言われ、完成品を送った時に『面白いですよ神坂さん！』と手放しでほめてもらった時には、勝った！　と思ったものでしたが。

　……今、冷静に考えて、一体何に勝ったのか、自分でもよくわかりません。

　まあそんな努力（？）の甲か斐いあって、それ以降、『神坂一はプロットと完成品がほぼ別物だし』という認識がめでたく定着し、プロット提出を求められることはほとんどなくなったわけですが。

　あ。もしここを読んでらっしゃる方の中に、小説家とかを目指してる人がいるのなら、決して見習わないよーに。

　自分で言うのもなんですが、何の参考にもなりゃしねぇし。

　いずれにしても──

　…………………………

　……今……何か、音が聞こえたような気がします。

　ああ、玄関のカギが開く音がする。

　気づかれたのか。あれに。私がここにいると。

　奴が来る……！　このあとがきを乗っ取ろうとしている女が！

　足音がだんだんこちらに近づいて来る！

　どうやら私があとがきを書き続けられるのもここまでのようだ！

　襖ふすまに！　手が！　手が！







　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊







　編集部より読者の皆様へ

　作者から送られてきたあとがきはこの時点で終わっています。

　一体何があったのか、我々に知る術はありませんが、あとがきは必要分量送られて来たので別にどうでもいいです。





あとがき：完



















口絵・本文イラスト　あらいずみるい












スレイヤーズ２




アトラスの魔ま道どう士し








神かん坂ざか　一はじめ
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